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輸入小麦の政府売渡価格の改定について

9月9日、農林水産省は、令和8年10月期の輸入小麦の政府売渡価格について、5
銘柄平均で、トン当たり70,020円（税込み）、前期比12.0％の引上げとなることを
公表した。今回の改定は、同年4月期に続く引上げで、10％を超える二桁の引上
げは令和4年4月期以来となる。

今回の改定についても、従来のルールに基づき、令和8年3月第2回入札から同
年9月第1回入札までの直近6か月間の平均買付価格を基に算定された。この期間
における小麦の国際価格、為替相場、海上運賃の動きを振り返りたい。

①�　小麦の国際価格は、年明けからの米国等での天候懸念等を受け、概ね6ド
ル/bu台で推移した後、8月下旬には、ロシア・ウクライナ間の緊張激化に
より、7ドル/bu台半ばまで上昇した。

②�　為替相場は、3月以降円安傾向で推移し、7月には一時165円台を記録した
が、その後は160円前後で推移した。期間中の平均は1ドル160.9円となり、
前期に比べて6円弱の円安となった。

③�　海上運賃は、2月以降、ホルムズ海峡をめぐる緊張の高まりに伴い、燃料
費や輸送コスト等が上昇し、期間中の平均は64.9ドル/トンと、前期に比べ
14.6ドル上昇した。

今回の政府売渡価格の引上げは、これらの要因が総合的に反映された結果であ
るが、小麦粉の価格は政府売渡価格だけで決まるものではない。具体的には、小
麦を製粉工場まで運ぶ輸送費、工場を稼働させるための電力費、包装資材費、設
備の維持管理費、人件費、二次加工ユーザーまで届けるための物流費など、さま
ざまなコストが積み重なって最終的な製品価格が形成されている。現在、我が国
では、国際情勢や円安の影響を受けて、これらの事業活動に必要な幅広いコスト
が上昇している。特に、本年2月以降のホルムズ海峡をめぐる緊張の高まりは、
原油価格の上昇を通じて燃料費や輸送費を押し上げるだけでなく、ナフサ等の供
給や価格にも影響を及ぼし、プラスチック製品や合成ゴムなど、幅広い生活関連
物資にも供給不安をもたらした。今後、製粉業界及び小麦粉を原料として使用す
る食品産業においては、このコスト上昇分を適切に転嫁していくことが重要とな
る。当然のことながら、企業は、まず生産性の向上や業務の効率化に取り組み、
可能な限りコストの吸収に努めなければならない。製粉業界においても、製造工
程の改善、物流の効率化、AIやIoTなどの技術活用を進め、コスト低減に取り組
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むことが求められている。しかし、企業努力によって吸収できるコストには限界
がある。必要なコストまで削減すれば、製品の安全性や品質の維持、設備の保全、
従業員の確保、さらには安定供給に支障を来す可能性がある。

価格転嫁は、単なる値上げではなく、安全で高品質な製品を将来にわたって供
給するために必要な費用を、サプライチェーンの各段階で適切に分担することで
ある。製粉企業が原料を調達し、製造設備を維持し、必要な人材を確保し、安定
的に小麦粉を供給するためには、適正な価格形成が欠かせない。これをきちんと
実行していくためには、食品価格の改定に際して、その内容や背景を関係方面に
丁寧に説明し、理解を得る努力を続けることによって、適正な価格転嫁を社会全
体で受け止める環境を作り上げていくことが不可欠である。

こうした中、高市政権では、物価高への対応と中低所得者の負担軽減を目的と
して、令和11年度を目途に、給付付き税額控除を本格導入する考えを示した。ま
た、そのつなぎとして、飲食料品に係る消費税率を一時的に1％とする案が示さ
れている。

給付付き税額控除は、所得の低い世帯を対象に、消費税の逆進性を緩和する手
段として、これまでも議論されてきたものである。今後、その対象の範囲や判断
基準を明確にし、円滑に運用できる仕組みを検討することとされている。一方で、
飲食料品の消費税率を1％とする措置は、消費者にとって、分かりやすい対策と
なる可能性があるが、その実施のためには、レジ・会計システムの変更、価格表
示の見直しなども含めて相当の準備が必要となる。

食品産業にとって重要なのは、税制上の負担軽減と適正な価格形成を混同しな
いことである。消費税率が引き下げられたとしても、原料価格、物流費、労務費、
エネルギー費など、食品を供給するための様々なコストの変動がなくなるわけで
はない。消費者の負担を軽減しながら、食品を安定的に生産、加工、流通させる
事業者の経営基盤も守っていかなければならない。

原料価格の上昇、消費者の負担、食品産業の持続性という課題は、いずれか一
つだけを優先して解決できるものではない。生産者、製粉企業、食品製造業、流
通事業者、販売事業者、そして消費者が、それぞれの立場を理解し、サプライチ
ェーン全体で適正な負担と価格形成を考えていくことが必要である。

製粉業界としては、引き続き効率化と技術革新に取り組む一方、必要なコスト
については丁寧な説明を尽くし、適正な価格転嫁への理解を求めていく努力を続
けていかなければならない。そのことが、国民生活に不可欠な主要食糧である小
麦粉を、将来にわたって安定的に供給するという責任を果たすことにつながるも
のである。
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1．はじめに
製粉協会製粉研究所では、毎年全国の製粉各

社が使用している国内産小麦について品質評価
試験を行っている。今年も製粉会社の協力を頂
き、令和7年に収穫され各地で流通している主
要品種と、今後有望視されている新品種の小麦
試料を秋から冬の期間に入手した。その後、原
料小麦試験、ビューラー社製テストミルによる
製粉試験、およびテストミル60％粉による小麦
粉の試験、二次加工試験（製めん試験、製パン
試験）など、協会各社の技術陣が中心となって
品質評価試験を実施した。

毎年その試験結果を「国内産小麦の品質評価
（主要産地の主要品種および新品種）」として1
冊の小冊子にまとめているが、本稿ではこの試
験結果をもとに、令和7年産の生産状況、主要
産地の主要品種および新品種の品質評価の概要
を報告する。

2．令和7年産の概況
農林水産統計による令和7年産小麦の作付面

積は全国で229.6千haであり、前年より2.2千ha
減少した。地域別では北海道が133.4千haで全
国の58.1％を占めており、続いて九州が36.1千
ha、関東・東山が21.0千ha、東海が17.4千haと、
これら地域が日本の小麦の主要産地になってい
る。以下近畿、東北、中国、四国の順はここ数
年間で変動がない（表1）。

収穫量は1031.0千トンとなり、前年より2.0千
トン増加した。 地域別にみると北海道が671.9
千トン（前年差－42.3千トン）、 九州が137.1千
トン（同＋27.6千トン）、関東・東山が77.3千ト
ン（同－2.8千トン）、 東海が74.4千トン（同＋
14.5千トン）となっている。また全国の品質は
検査等級で見ると1等比率が83.5％（前年87.1
％）、2等比率7.3％（同5.9％）、規格外比率9.2
％（同7.0％）となっている（表2）。

令和7年産国内産小麦の品質評価について

平 尾 栄 志

表1　地域別小麦作付面積の推移� （単位：ヘクタール）

地域名 3年産 4年産 5年産 6年産 7年産
北海道 126,100 130,600 132,300 132,000 133,400 
東北 6,290 6,300 6,730 6,810 6,530 

関東・東山 20,400 20,800 21,400 21,400 21,000 
北陸 331 398 530 607 599 
東海 16,900 17,400 17,700 18,000 17,400 
近畿 8,230 8,480 8,920 9,200 8,840 
中国 2,890 2,950 3,130 3,200 3,050 
四国 2,490 2,850 3,110 3,000 2,630 
九州 36,300 37,600 37,900 37,600 36,100 

全国計 220,000 227,300 231,700 231,800 229,600 
農林水産省 令和7年産作物統計（普通作物・飼料作物・工芸農作物）2026年3月31日確報 より抜粋
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3． 主要生産地における生産状況と作柄に
ついて（表1、表2）

＜北海道＞
北海道は全国の生産量の65％を占め、日本の

代表的な小麦生産地である。令和7年産の作付
面積は133,400ha（前年比101.0％）で、全国に占

める割合は58.1％となり、前年と同程度であっ
た。 検査数量は726,980トンで、 前年に比べ
22,111トン減少し、全国に占める検査数量の割
合は67.2％（前年70.4％）となった。1等比率は
86.5％と前年（92.5％）より低下した。
「きたほなみ」の検査数量は520,732トンで、

検査数量
（トン）

等級比率（％）
1等 2等 規格外

北海道 726,980  86.5   2.6  10.8
東北地域 18,112  73.2  20.1   6.7

青森 1,554  81.1  17.8   1.0
岩手 8,804  94.8   4.9   0.3
宮城 5,193  68.0  12.7  19.4
秋田 898   0.6  93.5   5.9
山形 341  19.8  80.2 －
福島 1,323   3.7  87.9   8.4

関東・東山地域 74,383  77.0  20.5   2.6
茨城 14,151  33.5  64.2   2.3
栃木 8,698  92.0   4.3   3.7
群馬 23,598  86.9   9.9   3.2
埼玉 18,745  88.2  10.7   1.1
千葉 2,496  75.8  20.1   4.1
東京 －
神奈川 28   4.4  89.3   6.3
山梨 131  99.4   0.6 －
長野 6,536  83.5  13.7   2.8

北陸地域 1,597  65.4  32.4   2.3
新潟 517  12.5  86.0   1.5
富山 149  96.9 －   3.1
石川 177  79.5   9.7  10.8
福井 754  92.1   7.3   0.6

東海地域 73,048  76.8  12.1  11.1
静岡 1,054  72.8  27.1   0.1
岐阜 12,701  83.4   7.0   9.7
愛知 34,302  75.7  14.5   9.9
三重 24,992  75.3  10.7  14.0

※ 「0」は単位に満たないもの、「ー」は事実がないものを示す。
農林水産省農産局穀物課農産物検査班の資料による（令和8年3月31日現在 確定値）

検査数量
（トン）

等級比率（％）
1等 2等 規格外

近畿地域 32,355  56.8  32.5  10.7
滋賀 26,840  58.6  29.1  12.3
京都 196  38.1  56.4   5.5
大阪 －
兵庫 4,899  44.1  52.8   3.1
奈良 420 100.0 － －
和歌山 －

中国・四国地域 19,492  45.4  51.1   3.5
鳥取 206  43.4  56.6 －
島根 110   0.1  99.3   0.6
岡山 4,510  82.9  10.3   6.8
広島 304  12.7  81.4   5.9
山口 4,525  63.8  32.6   3.6
徳島 207  73.7  26.3 －
香川 8,575  18.0  82.0 －
愛媛 1,055  38.6  43.6  17.8
高知 －

九州地域 136,062  87.5   8.5   4.0
福岡 62,753  92.2   3.3   4.5
佐賀 46,950  91.7   4.2   4.1
長崎 1,826  49.7  48.8   1.4
熊本 17,200  66.7  30.2   3.1
大分 6,922  82.1  17.2   0.7
宮崎 305  18.8  72.0   9.2
鹿児島 106 －  85.0  15.0
沖縄 －
計 1,082,029  83.5   7.3   9.2

表2　令和7年産小麦検査成績
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全国の国内産小麦の48.1％を占めている。北海
道内では「きたほなみ」が71.6％を占め、他の
秋まき小麦では、「ゆめちから」が18.5％、次い
で「キタノカオリ」1.2％の順となっている。ま
た春まき小麦では、「春よ恋」6.6％、「はるきら
り」1.3％、「ハルユタカ」0.4％の順となってい
る。

令和7年産の状況は、出芽後の気温が高く推
移し、越冬前の生育は旺盛であった。根雪始め
が遅く融雪期もやや早かったため積雪期間が短
く、雪腐病の発生が少なかった。4月は降水量
が多く、春先の作業がやや遅れた。6月以降は
晴天が続き、日照時間が確保されたことから、
粗原収量は平年並からやや優れた。一方で、気
温が極めて高く推移したことから、成熟期は極
めて早く、登熟期間は短くなり、千粒重が軽く
細麦であった。

＜東北地域＞
令和7年産の作付面積は6,530ha（前年比95.9

％）で、全国に占める割合は2.8％となっている。
検査数量は18,112トンと前年に比べ1,005トン減
少し、全国に占める検査数量の割合は1.7％（前
年1.8％）となった。1等比率は73.2％と、前年

（77.1％）より低下した。
県別の検査数量は岩手県が東北地域の48.6％

を占め、次いで宮城県28.7％、青森県8.6％の順
となっている。品種別では「ゆきちから」が東
北地域の28.6％を占め、次いで「夏黄金」18.9％、

「銀河のちから」11.0％、「シラネコムギ」8.1％
の順となっている。

令和7年産の状況は、今年度の根雪期間は85
日であった。平均気温は平年より9月から11月
は約2℃、3月から4月は約1℃高く推移していた
が、登熟期間の6月以降は3〜4℃高かった。降
水量は融雪期までは平年より少なく推移した
が、3月から5月は平年を上回り、特に5月は平
年の1.6倍以上の降水量があった。日照時間は
幼穂形成期では平年の70％に留まったが、登熟
期間では平年の1.3倍程度あった。根雪前の気

温が平年より高かった影響を受け、根雪前の生
育量がやや多く、 生産力検定試験（ドリル播）
では出穂前から著しく倒伏が発生した。過去5
年の平均値と比較すると「ゆきちから」で出穂
期・成熟期いずれも1〜2日程度早まった。稈長
は同程度で穂長はやや短いが、穂数は2割程度
多かった（817本/㎡）。 病害は特定の圃場に限
らずコムギ縞萎縮病が散見された。赤さび病は
やや多い傾向が見られた。赤かび病・うどんこ
病はほとんど見られなかった。

＜関東・東山地域＞
令和7年産の作付面積は21,000ha（前年比98.1

％）で、全国に占める割合は9.1％となり前年よ
りやや減少した。検査数量は74,383トンと前年
に比べ4,955トン減少し、全国に占める割合は
6.9％（前年7.5％）となった。1等比率は77.0％
と、前年（77.8％）よりやや低下した。

県別の検査数量は、群馬県が関東・東山地域
の31.7％を占め、次いで埼玉県25.2％、茨城県
19.0％の順となっている。品種別の検査数量は、

「さとのそら」が関東・東山地域の63.0％を占め、
次いで「ゆめかおり」7.2％、「つるぴかり」6.5％、

「あやひかり」5.4％、「きぬの波」3.5％の順とな
っている。

令和7年産の状況は、播種後12月から2月にか
けて平年より降水が少なく乾燥状態にあった。
3月以降は高温多雨傾向で、収穫前5月下旬～6
月上旬にかけて降雨が多くなった。冬季の乾燥
により生育が遅れたと推察され、過去5年平均
値と比較して「さとのそら」の出穂期は4日、成
熟期は2日遅くなった。過去5年平均値と比較し
て穂数はやや多く、千粒重はやや低く、収量は
93％であった。

＜東海地域＞
令和7年産の作付面積は17,400ha（前年比96.7

％）で、全国に占める割合は7.6％となり前年よ
り減少した。検査数量は73,048トンと前年に比
べ14,089トン増加し、全国に占める割合は6.8％
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（前年5.5％）となった。1等比率は76.8％と、前
年（65.4％）より大幅に上昇した。

県別の検査数量は、愛知県が東海地域の47.0
％を占め、次いで三重県34.2％、岐阜県17.4％
の順となっている。品種別の検査数量は、「き
ぬあかり」が東海地域の40.0％を占め、次いで

「あやひかり」24.9％、「さとのそら」9.5％、「ゆ
めあかり」8.4％、「イワイノダイチ」7.3％の順
となっている。

令和7年産の状況は、気温は2月が平年より低
温であったが、この期間以外は平年並～高く推
移した。降水量は12月から2月の期間は少なか
ったが、3月以降は定期的な降雨があり、極端
な乾燥状態にはならなかった。暖冬ではなかっ
たため病害は全体的に少なかった。単収は平年
に比べ「きぬあかり」で11％増、「ゆめあかり」
は平年並となった。タンパク質含量は平年に比
べ「きぬあかり」で＋0.7％、「ゆめあかり」で＋
0.3％となり、 両品種ともに平年より高くなっ
た。

＜近畿地域＞
令和7年産の作付面積は8,840ha（前年比96.1

％）で、全国に占める割合は3.9％となっている。
検査数量は32,355トンと前年に比べ5,631トン増
加し、全国に占める検査数量の割合は3.0％（前
年2.5％）となった。1等比率は56.8％と前年

（73.3％）より大幅に低下した。
県別の検査数量は滋賀県が近畿地域の83.0％

を占め、次いで兵庫県15.1％となっている。品
種別では「びわほなみ」が近畿地域の51.6％を
占め、次いで「ふくさやか」18.7％、「ミナミノ
カオリ」7.4％の順となっている。

令和7年産の状況は、播種期の降雨による影
響は小さく、出芽は概ね良好であった。11月～
1月は高温・多照で生育は順調に進んだが、2月
～3月中旬は低温・寡照となり、生育が停滞した。
3月下旬以降の気温上昇で生育は回復したもの
の、出穂期は平年より遅れた地域が多かった。
5月下旬～6月上旬の降雨により一部で倒伏がみ

られ、収量は地域により差が生じたが、概ね平
年並み～やや多収の傾向であった。

＜中国・四国地域＞
令和7年産の作付面積は5,680ha（前年比91.6

％）で、全国に占める割合は2.5％となっている。
検査数量は19,492トンと前年に比べ3,193トン増
加し、全国に占める検査数量の割合は1.8％（前
年1.5％）となった。1等比率は45.4％と、前年

（53.3％）より減少した。
県別の検査数量は香川県が中国・四国地域の

44.0％を占め、次いで山口県23.2％、岡山県23.1
％の順となっている。品種別では「さぬきの夢
2009」が中国・四国地域の38.2％を占め、次い
で「ふくほのか」20.8％、「せときらら」18.9％
の順となっている。

令和7年産の状況は、播種後の生育は順調に
始まったが、冬季は広い範囲で低温となり、生
育が抑制された。3月以降は気温が平年並み～
高めで推移し、生育は回復したが、出穂期は平
年より遅れた地域が多かった。

登熟期の降雨の多寡により地域差が大きく、
5月の多雨により収量・品質が低下した地域が
ある一方、日照に恵まれた地域では多収となっ
た。

＜九州地域＞
令和7年産の作付面積は36,100ha（前年比96.0

％）で、全国の作付面積に占める割合は15.7％
となり前年より減少した。 検査数量は136,062
トンと前年に比べ22,719トン増加し、全国に占
める検査数量の割合は12.6％（前年10.6％）と
なった。1等比率は87.5％と前年（79.2％）より
上昇した。

県別の検査数量は、福岡県が九州地域の46.1
％を占め、次いで佐賀県34.5％、熊本県12.6％
の順となっている。品種別では、「シロガネコ
ムギ」が九州地域の42.4％、「チクゴイズミ」が
27.2％を占め、次いで「ミナミノカオリ」10.5％、

「ちくしW2号」5.1％、「はる風ふわり」2.9％、「は
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るみずき」2.7％の順となっている。
令和7年産の状況は、播種後から3月までの低

温・少雨の影響により、生育は平年より遅れて
推移した。出穂期・成熟期ともに平年より3～5
日程度遅かった。病害の発生はやや少なかった。
5月9日に50～100ミリの大雨が降り、5月16日以
降もまとまった雨が降る日が続いたことから一
部で倒伏が発生した。収穫は降雨の合間に行わ
れ、倒伏した生産物の一部で品質低下が見られ
た。収量は平年並みからやや少なかった。

4．主要品種の品質評価試験結果（表3、表4）
令和7年産の生産量の多い主要品種について、

原麦の分析値、60％粉の分析値、二次加工試験
結果を表3（製めん）、表4（製パン）に記載した。

めん用小麦は北海道3地域・11県から10品種、
パン用小麦は1道・4県から6品種を試験した。

令和7年産の新品種は、4年目のパン用小麦
「はる風ふわり（佐賀）」と1年目のめん用小麦
「さぬきの夢2023（香川）」を試験した。

主要品種試験、新品種試験ともに、製めん試
験ではコントロール（対照）として群馬県産

「さとのそら」を用い、その評点を70点とした。
参考として西豪州産「ASW」も試験に加えた。

製パン試験ではコントロールとしてカナダ産
「1CW」を用い、その評点を80点とした。参考
としてアメリカ産「HRW（SH）」も試験に加え
た。

＜めん用小麦＞
［コントロール さとのそら（群馬県）］通常アミ
ロース

前年産と比べると、原麦試験では、容積重は
807g/ℓと高く、灰分は1.53％とやや高く、た
ん白含量は9.2％と同等であった。

製粉試験では、ミリングスコアは85.4とやや
低かった。テストミル60％粉試験では、灰分は
0.38％と同等で、たん白含量は7.6％と同等であ
った。

製めん試験の評価ではコントロールとし、合

計点を70.0点とした。なおコントロールとした
群馬県産「さとのそら」はたん白含量が低い傾
向にあり、令和7年産、過去5年平均ともに、中
間質小麦に望まれる「10～11％」を下回ってい
た。

［参考 ASW（西豪州）］
前年産と比べると原麦試験では容積重は

810g/ℓとやや低く、灰分は1.32％と高く、た
ん白含量は10.0％と同等であった。

製粉試験では、ミリングスコアは87.7と同等
であった。 テストミル60％粉試験では、 灰分
0.41％とたん白含量8.8％は同等であった。

製めん試験の評点は、色や粘弾性で評価され、
71.0点となった。

［きたほなみ（網走地区、十勝地区、その他地
区）］やや低アミロース

群馬県産「さとのそら」と比べると、容積重
とミリングスコアはいずれも高い傾向が認めら
れた。製めん試験では、かたさや粘弾性、なめ
らかさが評価された。地区ごとの評価は以下の
通り。

（注）�以下の文章中で、 試験結果数値の比較に
関する記述は、特段の断りがない場合は、
コントロールである群馬県産「さとのそ
ら」との関係である。

①　網走地区
容積重は835g/ℓと高く、灰分は1.48％と

やや低く、たん白含量は10.9％とかなり高か
った。製めん試験の評点は、食感の全ての項
目（かたさ、粘弾性、なめらかさ）が評価され、
71.5点であった。
②　十勝地区

容積重は831g/ℓと高く、灰分は1.41％と
低く、たん白含量は11.7％とかなり高かった。
製めん試験の評点は、色の評価がやや低かっ
たものの、食感の全ての項目（かたさ、粘弾
性、なめらかさ）が評価され、70.7点であっ
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た。
③　その他地区

容積重は838g/ℓとかなり高く、 灰分は
1.48％とやや低く、たん白含量は10.7％とか
なり高かった。製めん試験の評点は、食感の
全ての項目（かたさ、粘弾性、なめらかさ）
が評価され、71.8点であった。

「きたほなみ」は「さとのそら」と比べると、
過去5年平均においても容積重、ミリングスコ
アは高く、灰分はやや低い傾向であった。また、

「きたほなみ」のたん白含量は、網走・十勝地
区は11％を超えており他の地域よりやや高く、
年産間や地域間の変動が大きい。生産量の多い

「きたほなみ」は製粉メーカーから品質の安定
を強く求められており、年産間、地域間の安定
が課題である。

［さとのそら（埼玉県、茨城県、岐阜県）］通常
アミロース

群馬県産「さとのそら」と比べると、埼玉県
産、茨城県産、岐阜県産のたん白含量は高かっ
た。産地ごとの評価は以下の通り。

①　埼玉県
容積重802g/ℓと灰分1.50％は同等で、た

ん白含量は9.9％とやや高かった。 製めん試
験の評点は、色の評価が低く69.3点であった。
②　茨城県

容積重は838g/ℓとかなり高く、 灰分は
1.29％とかなり低く、たん白含量は10.2％と
高かった。製めん試験の評点は、コントロー
ルと同等で70.0点であった。
③　岐阜県

容積重809g/ℓと灰分1.51％は同等で、た
ん白含量は9.8％と高かった。 製めん試験の
評点は、色の評価が低く69.2点であった。

過去5年のたん白含量は県産ごとに傾向が異
なり、茨城県産は変動が大きく、岐阜県産は群

馬県産より高い傾向である。埼玉県産は低い傾
向が続いていたが、令和7年産は5年間の平均値
を上回った。「さとのそら」は、関東・東山か
ら東海地域まで広く生産されており、年産間、
産地間の品質の変動に注意する必要がある。

［つるぴかり（群馬県）］低アミロース
群馬県産「さとのそら」と比べると、容積重

812g/ℓと灰分1.52％は同等で、たん白含量は
8.6％とやや低かった。 製めん試験の評点は、
色の評価がやや低かったものの、食感の全ての
項目（かたさ、粘弾性、なめらかさ）が評価され、
71.7点であった。

［あやひかり（埼玉県、三重県）］低アミロース
群馬県産「さとのそら」と比べると、製めん

試験において色の評価が低かったものの、かた
さと粘弾性が評価された。産地ごとの評価は以
下の通り。

①　埼玉県
容積重は789g/ℓとやや低く、灰分は1.43

％と低く、 たん白含量は9.9％とやや高かっ
た。製めん試験の評点は、色の評価が低かっ
たものの、食感の全ての項目（かたさ、粘弾
性、なめらかさ）が評価され、71.4点であっ
た。
②　三重県

容積重は832g/ℓと高く、灰分は1.43％と
低く、 たん白含量は9.8％とやや高かった。
製めん試験の評点は、色の評価が低かったも
のの、食感の全ての項目（かたさ、粘弾性、
なめらかさ）が評価され、72.0点であった。

［きぬあかり（愛知県）］やや低アミロース
群馬県産「さとのそら」と比べると、容積重

は824g/ℓと高く、灰分は1.35％とかなり低く、
たん白含量は10.0％と高かった。製めん試験の
評点は、色の評価が低かったものの、粘弾性と
なめらかさが評価され、70.5点であった。
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［ふくさやか（滋賀県）］通常アミロース
群馬県産「さとのそら」と比べると、容積重

は825g/ℓと高く、 灰分は1.45％とやや低く、
たん白含量は10.0％と高かった。製めん試験の
評点は、色とかたさ、粘弾性で評価を落とし、
67.9点であった。

［びわほなみ（滋賀県）］やや低アミロース
群馬県産「さとのそら」と比べると、容積重

は841g/ℓとかなり高く、灰分は1.35％とかな
り低く、 たん白含量は9.5％と同等であった。
製めん試験の評点は、色で評価を落としたもの
の、かたさ、粘弾性が評価され、70.6点であった。

［さぬきの夢2009（香川県）］やや低アミロース
群馬県産「さとのそら」と比べると、容積重

は818g/ℓとやや高く、灰分は1.52％と同等で、
たん白含量は8.6％とやや低かった。 製めん試
験の評点は、かたさや粘弾性が評価され、70.6
点であった。

［チクゴイズミ（福岡県、佐賀県）］低アミロース
群馬県産「さとのそら」と比べると、製麺試

験では、粘弾性が評価された。産地ごとの評価
は以下の通り。

①　福岡県
容積重は830g/ℓと高く、灰分は1.54％と

同等で、たん白含量は9.9％とやや高かった。
製めん試験の評点は、色の評価が低かったも
のの、かたさと粘弾性が評価され、71.3点で
あった。
②　佐賀県

容積重は818g/ℓとやや高く、灰分は1.51
％と同等で、 たん白含量は9.6％とやや高か
った。製めん試験の評点は、色の評価が低か
ったものの、かたさと粘弾性が評価され、
70.9点であった。

［シロガネコムギ（福岡県、佐賀県、熊本県）］
通常アミロース

群馬県産「さとのそら」と比べると、いずれ
の県産も製めん試験において、色とかたさの評
価が低かった。産地ごとの評価は以下の通り。

①　福岡県
容積重は839g/ℓとかなり高く、 灰分は

1.48％とやや低く、たん白含量は10.5％と高
かった。製めん試験の評点は、色とかたさ、
粘弾性で評価が低く、66.2点であった。
②　佐賀県

容積重は838g/ℓとかなり高く、 灰分は
1.50％と同等で、たん白含量は9.9％とやや高
かった。製めん試験の評点は、色とかたさ、
粘弾性で評価が低く、67.5点であった。
③　熊本県

容積重は832g/ℓと高く、灰分は1.44％と
やや低く、たん白含量10.2％と高かった。製
めん試験の評点は、色とかたさ、粘弾性の評
価が低く、67.1点であった。

〈注記〉通常アミロース小麦と低アミロース系
小麦について

澱粉は多数のグルコースが重合した高分子化
合物であり、構造の異なるアミロースとアミロ
ペクチンが共存している。アミロースはグルコ
ースが直鎖状に繋がった分子で、アミロペクチ
ンは枝分かれの多い分子構造である。澱粉は多
量の水とともに加熱すると糊化するが、アミロ
ペクチンの多い澱粉は糊化時の物性がモチモチ
と粘弾性に富むことが知られている。
「低アミロース小麦」、「やや低アミロース小

麦」などの「低アミロース系小麦」は従来の国
産小麦品種である「通常アミロース小麦」に比
べてアミロース含量が低くアミロペクチン含量
が高い。従って、製めん試験では「低アミロー
ス系小麦」は「通常アミロース小麦」に比べて
粘弾性と滑らかさの評価に優れ、総合評価が高
くなる傾向にある。一方、「通常アミロース小麦」
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は製菓適性もあり、汎用性の面で評価される。
「通常アミロース小麦」、「低アミロース系小

麦」共にたん白含量が低い場合は、製めん試験
の評点が高くても、機械耐性が劣り製めん工場
のライン製造に適さないことがあるため、たん
白含量を「10～11％」に近づけることが求めら
れる。

＜パン用小麦＞
［コントロール1CW（カナダ産）］

前年産と比べると、容積重は816g/ℓとやや
高く、灰分は1.46％と低く、たん白含量は13.9
％とやや低かった。

製粉試験のミリングスコアは85.9と同等であ
った。テストミル60％粉試験では、灰分は0.46
％と同等で、たん白含量は12.9％と低く、ファ
リノグラフの吸水率は63.8％と同等であった。

製パン試験の評価ではコントロールとして、
合計点を80.0点とした。

［参考　HRW（SH アメリカ産）］
前年産と比べると、原麦試験では、容積重は

812g/ℓと同等で、灰分は1.36％と同等で、た
ん白含量は11.6％と同等であった。

製粉試験のミリングスコアは86.6と同等であ
った。テストミル60％粉試験では、灰分は0.44
％と同等で、たん白含量は10.4％と同等であっ
た。ファリノグラフの吸水率は58.4％と低かっ
た。

カナダ産「1CW」と比較すると、ファリノグ
ラフの吸水率はかなり低く、エキステンソグラ
フのデータからは、生地の伸展性が低いことが
窺えた。

製パン試験では、吸水性と作業性（伸展性が
劣る）、官能評価（食感が硬い、すだちが不均一）
で評価を落とし、総合評価は68.2点であった。

［春よ恋（北海道）］やや低アミロース
カナダ産「1CW」と比較して、容積重は

822g/ℓとやや高く、灰分は1.69％とかなり高

く、たん白含量は12.8％と低かった。また、前
年産と比べると、容積重は低く、千粒重は同等
で、灰分はやや高く、たん白含量は高かった。

製パン試験では、カナダ産「1CW」と比較す
ると、吸水性と作業性（生地が切れやすい、や
や柔らかい）で評価を落とし、総合評価は75.1
点であった。

令和7年産は「春よ恋」5年平均と比較して、
灰分はやや高く、たん白含量がやや高く、製パ
ン試験の吸水性と作業性はやや高く、官能評価
はやや低かった。たん白含量は直近の5年間で
令和6年産が最も低く、令和7年産が最も高かっ
た。年産間でのたん白含有量の変動が大きく、
たん白含量の安定が望まれる。

［ゆめちから（北海道）］やや低アミロース
カナダ産「1CW」と比較して、容積重は

832g/ℓと高く、 灰分は1.67％とかなり高く、
たん白含量は14.2％と同等であった。また、前
年産と比べると、容積重と千粒重はやや低く、
灰分とたん白含量はやや高かった。

製パン試験では、カナダ産「1CW」と比較す
ると、吸水性は評価されたが、作業性（弾力的、
伸展性小さいなど）や官能評価（食感が弾力的
で硬い）で評価を落とし、総合評価は72.7点で
あった。

令和7年産は「ゆめちから」5年平均と比較し
て、灰分とたん白含量はやや高く、製パン試験
では吸水性はやや低く、作業性はほぼ同等で、
官能評価はやや低かった。年産間でのたん白含
有量の変動が大きく、たん白含量の安定が課題
である。

［ゆきちから（岩手県）］通常アミロース
カナダ産「1CW」と比較して、容積重は

828g/ℓとやや高く、灰分は1.58％と高く、た
ん白含量は12.2％とかなり低かった。また、前
年産と比べると、容積重と千粒重は低く、灰分
は同等で、たん白含量は高かった。

製パン試験では、カナダ産「1CW」と比較す
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ると、吸水性と作業性（弾力が劣る、べたつく）、
官能評価（口溶けが悪い、パサつく）で評価を
落とし、総合評価は65.0点であった。

令和7年産は「ゆきちから」5年平均と比較し

て、灰分は同等で、たん白含量は高く、製パン
試験では吸水性と作業性は高かったが、官能評
価は低かった。たん白含量は直近の5年間で令
和7年産が最も高かったが、更なるたん白含量

表4　令和7年産 主要品種の試験結果（製パン）

カナダ アメリカ 北海道 東北 東海 中国 九州
1CW

（コントロール）
＊＊

HRW（SH）
（参考） 春よ恋 ゆめちからゆきちから

岩手
ゆめあかり

愛知
せときらら

山口

ミナミノ
カオリ
福岡

原
料
試
験

容積重（g/l） 816 812 822 832 828 851 850 819 
千粒重（g） 32.7 31.1 36.2 37.8 35.4 38.4 40.4 36.6 
水分（％） 12.6 11.2 12.3 12.3 12.3 11.8 12.5 12.3 
灰分（％）＊ 1.46 1.36 1.69 1.67 1.58 1.45 1.53 1.59 
たん白（％）＊ 13.9 11.6 12.8 14.2 12.2 12.3 13.4 12.3 

ミリングスコア＊＊＊ 85.9 86.6 83.0 82.1 81.6 87.8 87.2 84.1 

テ
ス
ト
ミ
ル
60
％
粉

灰分（％）＊ 0.46 0.44 0.49 0.47 0.47 0.41 0.41 0.44 
たん白（％）＊ 12.9 10.4 11.6 13.0 11.2 11.0 12.1 11.0 
色（L値） 86.4 86.4 86.5 86.3 86.9 86.6 86.8 87.1 

ファリノ
グラム

吸水（％） 63.8 58.4 61.8 65.2 62.8 58.6 65.0 61.6 
P.T.（分） 10.5 2.5 2.5 2.7 3.8 2.3 4.0 6.0 
Stab.（分） 30.0＜ 30.0＜ 6.1 10.4 4.7 15.7 17.4 13.1 
V.V. 86 64 54 59 55 60 64 67 
Weak.（B.U.） 8 10 56 33 70 313 24 39 

エキス
テンソ
グラム

（135分）

A（cm2） 163 119 153 166 84 103 106 108 
R（B.U.） 526 688 662 729 315 541 413 414 
E（mm） 225 140 174 173 191 141 187 190 
R／E 2.3 4.9 3.8 4.2 1.7 3.8 2.2 2.2 

アミロ
グラム M.V.（B.U.） 536 549 874 920 903 751 745 573 

製
パ
ン
試
験

吸水性評価 （20）A 16.0 11.5 14.3 17.0 13.8 11.0 16.5 13.3 
作業性評価 （20）B 16.0 13.0 14.3 11.4 11.3 12.4 12.5 12.3 

パ
ン
の
官
能
評
価

外　

観

焼色 （10） 8.0 8.3 8.0 8.0 7.8 7.3 7.5 7.5 
形・均整 （5） 4.0 3.9 3.9 3.6 3.1 3.9 3.9 3.6 
皮質 （5） 4.0 3.8 4.0 3.9 3.1 3.6 3.8 3.5 
体積 （10） 8.0 8.3 8.0 8.0 7.5 8.5 8.3 8.0 

内　

相

すだち （20） 16.0 14.9 16.0 14.9 13.5 14.9 15.4 14.5 
色相 （10） 8.0 7.3 7.5 7.3 6.8 7.3 7.3 7.3 
触感 （15） 12.0 10.5 12.0 10.9 10.5 10.9 11.8 10.5 
食感 （25） 20.0 16.0 18.3 17.4 14.4 16.4 17.4 14.9 

合　　計 （100）C 80.0 72.8 77.6 73.9 66.6 72.6 75.1 69.8 
総合評価（A+B）+C×0.6（100） 80.0 68.2 75.1 72.7 65.0 67.0 74.1 67.4 

＊13.5％水分ベース　＊＊製パン試験は、1CW（カナダ産）をコントロール（80点）として評価
＊＊＊ミリングスコア：テストミルでの理論上の歩留まりを80％とし、ストレート粉の灰分を0.30％と仮定し、100からの減点
法で算出したもの。【100－〔（80－歩留）＋50×（ストレート粉灰分－0.30％）〕】
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の底上げと安定が望まれる。

［ゆめあかり（愛知県）］通常アミロース
カナダ産「1CW」と比較して、容積重は

851g/ℓとかなり高く、灰分は1.45％と同等で、
たん白含量は12.3％とかなり低かった。 また、
前年産と比べると、容積重はやや低く、千粒重
はやや高く、灰分はやや低く、たん白含量はや
や高かった。

製パン試験では、カナダ産「1CW」と比較す
ると、吸水性と作業性（伸展性が弱い、生地表
面が荒れる）、官能評価（ややパサつく、団子
状になる）で評価を落とし、総合評価は67.0点
であった。

令和7年産は「ゆめあかり」5年平均と比較し
て、灰分とたん白含量は同等で、製パン試験で
は吸水性はやや低く、作業性は高く、官能評価
は低かった。

［せときらら（山口県）］やや低アミロース
カナダ産「1CW」と比較して、容積重は

850g/ℓとかなり高く、灰分は1.53％とやや高
く、たん白含量は13.4％とやや低かった。また、
前年産と比べると、容積重はやや高く、千粒重
は同等で、灰分はやや高く、たん白含量は高か
った。

製パン試験では、カナダ産「1CW」と比較す
ると、作業性（やや切れやすい）、官能評価（内
相のくすみ、食感はソフトだが団子状になる）
で評価を落とし、総合評価は74.1点であった。

令和7年産は「せときらら」5年平均と比較し
て、灰分は同等で、たん白含量は高く、製パン
試験では吸水性や作業性、官能評価は高かった。
たん白含量は令和3年産以降12.3％から12.5％で
推移していたが、令和7年産のたん白含量は高
かった。

［ミナミノカオリ（福岡県）］通常アミロース
カナダ産「1CW」と比較して、容積重は

819g/ℓと同等で、灰分は1.59％と高く、たん

白含量は12.3％とかなり低かった。また、前年
産と比べると、容積重はかなり高く、千粒重は
高く、灰分は同等で、たん白含量はやや低かっ
た。

製パン試験では、カナダ産「1CW」と比較す
ると、吸水性と作業性（伸展性がやや劣る、切
れやすい）、官能評価（食感がパサつく、口溶
けが悪い）で評価を落とし、総合評価は67.4点
であった。

令和7年産は「ミナミノカオリ」5年平均と比
較して、灰分とたん白含量は同等で、製パン試
験では吸水性、作業性、官能評価は高かった。

5．新品種の品質評価（表5、表6）
製粉協会では育成された新品種を新銘柄とし

て普及させるに当たって、一般圃場での栽培初
期の段階で品質を評価している。令和7年産に
ついては、パン用小麦の佐賀県産「はる風ふわ
り」、めん用小麦の香川県産「さぬきの夢2023」
を試験した。

［はる風ふわり（佐賀県）4年目］やや低アミロ
ース

カナダ産「1CW」と比べると、原麦試験では、
容積重は845g/ℓと高く、千粒重は36.7gと高か
った。灰分は1.52％とやや高く、たん白含量は
12.6％と低かった。

製粉試験では、歩留は74.7％とやや低く、ミ
リングスコアは84.2とやや低かった。テストミ
ル60％粉試験では、灰分は0.46％と同等で、た
ん白含量は11.3％とかなり低かった。ファリノ
グラフ吸水率は63.5％と同等であった。

製パン試験では、製品体積で上回ったが、吸
水性、作業性（やや伸びが劣る）、官能評価（内
相のくすみ）で評価を落とし、 総合評価では
75.0点となった。

［さぬきの夢2023（香川県）1年目］やや低アミ
ロース

群馬県産「さとのそら」と比べると、原麦試
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験では、容積重は841g/ℓとかなり高く、千粒
重は43.7gとかなり高かった。灰分は1.63％とか
なり高く、たん白含量は9.6％とやや高かった。

製粉試験では、歩留は71.7％と同等で、ミリ

ングスコアは82.2と低かった。テストミル60％
粉試験では、灰分は0.44％とかなり高く、たん
白含量は8.0％とやや高かった。

製めん試験の評点は、コントロールとほぼ同

表5　パン用小麦新品種の試験結果（令和7年産）

 品種（銘柄）

特性・評価項目

｢コントロール」
1CW

｢参考｣
HRW（SH）

｢参考」
春よ恋

はる風ふわり
（佐賀）

原
麦
試
験

容積重（g/l）＊＊ 816 812 822 845 
千粒重（g） 32.7 31.1 36.2 36.7 
水分（％） 12.6 11.2 12.3 11.7 
灰分（％）＊ 1.46 1.36 1.69 1.52 
たん白（％）＊ 13.9 11.6 12.8 12.6 

ミリングスコア 85.9 86.6 83.0 84.2 

テ
ス
ト
ミ
ル
60
％
粉
試
験

灰分（％）＊ 0.46 0.44 0.49 0.46 
たん白（％）＊ 12.9 10.4 11.6 11.3 
色（L値） 86.4 86.4 86.5 87.3 

ファリノ
グラム

吸水（％）＊ 63.8 58.4 61.8 63.5 
P.T.（分） 10.5 2.5 2.5 6.7 
Stab.（分） 30.0＜ 30.0＜ 6.1 30.0＜
V.V. 86 64 54 73 
Weak.（B.U.） 8 10 56 18 

エキステンソ
グラム

（135分）

A（cm2） 163 119 153 165
R（B.U.） 526 688 662 649
E（mm） 225 140 174 192
R／E 2.3 4.9 3.8 3.4

アミログラム M.V.（B.U.） 536 549 874 964 

製
パ
ン
試
験
＊
＊
＊

吸水性評価 （20）A 16.0 11.5 14.3 15.0 
作業性評価 （20）B 16.0 13.0 14.3 13.8 

パ
ン
の
官
能
評
価

外
観

焼色 （10） 8.0 8.3 8.0 7.8 
形･均整 （5） 4.0 3.9 3.9 3.9 
皮質 （5） 4.0 3.8 4.0 3.8 
体積 （10） 8.0 8.3 8.0 8.8 

内
相

すだち （20） 16.0 14.9 16.0 15.0 
色相 （10） 8.0 7.3 7.5 7.8 
触感 （15） 12.0 10.5 12.0 12.0 
食感 （25） 20.0 16.0 18.3 18.1 

合　計 （100）C 80.0 72.8 77.6 77.0 
総合評価（A+B）+C×0.6（100） 80.0 68.2 75.1 75.0 

＊水分13.5％換算、＊＊ヘクトリットル・キログラム計による測定値を換算、
＊＊＊製粉協会方式による
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等で70.1点であった。

6．おわりに
小麦の品質を左右する要素としては、食品の

前提条件ともいうべき「安全・安心」に関わる
もの（例えば健全性の確保、被害粒やカビ等の
汚染防止、乾燥・調製・保管など）を始め、一
次加工性（製粉適性）や二次加工性（製パン、
製めん適性など）が重要である。製粉会社は二
次加工メーカーに対し、高品質で一定した品質
の小麦粉を安定して供給することが最大の責務
であり、その元となる原料（小麦）は良質で均
一性の高いものが望まれる。生産者の方々には

栽培、収穫、調製、貯蔵、流通時の管理を徹底
し、今後も継続して高品質な小麦を安定的に提
供して頂くことを要望する。また、育種関係者
の方々には品質面の改良に加え、生産性や耐病
性など供給の安定性に考慮した品種の開発を望
むところである。

製粉協会としては、品質試験等を通じ、優良
品種の育成や安定した品質の維持に協力してい
く所存であり、今回の品質評価試験結果を小麦
生産者の方々や実需者の方々に活用して頂けれ
ば幸いである。

� （製粉協会　理事　製粉研究所長）

表6　めん用小麦新品種の試験結果（令和7年産）

さとのそら
（コントロール）

群馬

ASW
（参考）

さぬきの夢
2023 
香川

原料試験

容積重（g/l）＊＊ 807 810 841 
水分（％） 12.1 10.2 12.4 
灰分（％）＊ 1.53 1.32 1.63 
たん白（％）＊ 9.2 10.0 9.6 

ミリングスコア 85.4 87.7 82.2 

テストミル
60％粉

灰分（％）＊ 0.38 0.41 0.44 
たん白（％）＊ 7.6 8.8 8.0 
色（L値） 87.2 87.6 87.6 
アミロ粘度（B.U.） 877 715 1193 

製めん試験＊＊＊

色 （20） 14.0 14.6 14.0 
外観（はだ荒れ） （15） 10.5 10.5 10.5 

食
感

かたさ （10） 7.0 6.9 7.1 
粘弾性 （25） 17.5 18.0 17.5 
なめらかさ （15） 10.5 10.5 10.5 

食味（匂い、味） （15） 10.5 10.5 10.5 
合　計 （100） 70.0 71.0 70.1 

＊水分13.5％換算、　＊＊ヘクトリットル・キログラム計による測定値を換算、
＊＊＊製粉協会方式による
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2024年夏以降、米の需給ひっ迫と価格高騰が

起こった。米の店頭における品薄感や価格先高

観が広がるなか、消費者は主食の購入行動をど

のように変化させ、米の代わりにパンや麺類を

どの程度選択したのか。本稿では、いわゆる「令

和の米騒動」が小麦粉二次加工品の需要に与え

た影響について、家計調査や消費者物価指数を

用いて分析を行った。

1．背景―消費を取り巻く環境

米価格の高騰が小麦粉二次加工品の需要に与

えた影響を検討する前提として、まず小麦関連

の価格動向を振り返る。日本は小麦の大宗を輸

入に依存しており、外国産小麦は政府が国家貿

易により輸入し、製粉企業等に売り渡す制度が

とられている。輸入小麦の政府売渡価格は、買

付価格、マークアップ、港湾諸経費等を踏まえ、

年2回改定される。

図1には、2020年以降の輸入小麦の政府売渡

価格、企業物価指数における小麦粉、消費者物

価指数（CPI）におけるパンおよび麺類の推移

について2020年平均を100として指数化して示

した。図1からは、輸入小麦の政府売渡価格が

2023年にかけて上昇した後、低下に転じている

ことが確認される。

一方で、企業物価指数1の小麦粉の値やパン・

麺類の消費者物価指数は、政府売渡価格ほど明

確には低下していない。原料となる輸入小麦価

格の上昇局面ではサプライチェーンの川下へ一

定の上昇圧力が波及するなか、原料価格が低下

した後も最終製品価格は高水準で推移したこと

が読み取れる。これは、小麦粉二次加工品の価

格には原料小麦の費用だけでなく、製粉、二次

加工、包装、物流、人件費等が含まれているた

め、原料小麦価格が低下しても、そのほかの費

用が高止まりすれば、最終製品価格は下がりに

くいことを示している。

次に、家計における食料支出の動向を確認す

る。図2に2020年以降の食料支出に占める米の

支出割合を示した。食料に占める米への支出割

合をみると、2024年の夏ごろから米が上昇して

いる。後述するように、同時期には米価格が急

米供給環境の変化と小麦粉二次加工品
需要に関する分析

鈴 木 基 臣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

1　日本銀行が公表する、企業間で取引される商品の価格変動を示す指標。

図1�　小麦政府売渡価格、小麦粉企業物価、パ
ン・麺類のCPIの推移

資料 　農林水産省、日本銀行、総務省「消費者物価指数」より作成
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騰したにもかかわらず、米の購入数量が直ちに

減少しなかったことから、米への支出金額を押

し上げ、食料支出に占める米の割合を上昇させ

た可能性がある。

物価高時の消費者の食料の購買行動を把握す

るため、図3に2020年以降の実質食料支出の推

移を示した。実質食料支出は、名目食料支出を

食料のCPIで除した値であり、食料支出の実質

的な動向を捕捉するための指標として用いた。

図3をみると、実質食料支出は月々の変動を伴

いながら2020年以降低下傾向である。とくに

2023年1月から25年12月末までの間に、前年同

月の水準を下回った月は36か月中29か月に及ん

だ。これは名目支出額が増加しても、価格変動

を調整した実質食料支出は伸びていない、ある

いは減少する局面が多かったことを示してい

る。この結果からは、家計が食料価格上昇に対

して購入量や頻度、商品選択等を調整していた

ことがうかがえる。つまり、家計がすでに食品

購入を慎重化させている状況下で、米の需給ひ

っ迫や価格高騰が発生したと位置づけられる。

2．家庭内消費における米価格と小麦粉二

次加工品の需要

2-1．米の購入・支出動向

図4に米類のCPIの水準、米への支出金額お

よび購入数量の推移を、図5には季節変動の影

響を緩和するためそれぞれの前年同月比の推移

を示した。米類のCPIは2024年の初め頃から上

昇の兆しがみえ始め、夏ごろから顕著に上昇し

た。背景には、2023年産米の高温による品質低

下や精米歩留りの悪化、需要の回復、民間在庫

量の減少などがあったとされる。2023年6月末

の民間在庫は153万トンであったが、24年6月末

には115万トンと低い水準となった。こうした

なか、2024年8月には、米の購入数量が前年同

月比29.1%増、支出金額が同72.6%増となった。

図2　食料支出に占める米の割合

資料 　総務省「家計調査」（全国、二人以上世帯。以下同様）よ
り作成

図3　実質食料支出の推移

資料　総務省「家計調査」、「消費者物価指数」より作成

図4�　米類の消費者物価指数、米の購入数量お
よび支出金額の推移

資料　総務省「家計調査」、「消費者物価指数」より作成
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同月には品薄報道や店頭での購入制限に加え、

8日に発生した日向灘を震源とする地震の発生

と南海トラフ地震臨時情報が発表された。した

がって、この数量増加には、供給不安や価格先

高観を背景とした購入時期の前倒し、備蓄を含

めた家庭内在庫の積み増し需要も含まれていた

とみられる。

その後も米類のCPIは2025年にかけて高い水

準で推移し、政府は2025年2月に備蓄米の放出

を決定した。備蓄米の放出決定後には価格上昇

ペースの鈍化もみられたが、価格水準を直ちに

大きく引き下げる動きは確認されなかった。

米の年間購入数量は2024年、25年ともに23年

比で約106%となっており、米価格の上昇後も

総じて堅調に推移した。 一方、 パンは24年が

100.2%、25年は96.0%、麺はそれぞれ99.7%、

97.1%であった。したがって、米価格が上昇し

ても、米の購入数量が大きく減少し、その減少

分がパンや麺類へ移行するといった状況にはな

っていない。したがって、以下の分析は、米消

費の減少分がどの品目へ移ったかを直接計測す

るものではなく、米価格の上昇局面においてパ

ン・麺類の購入数量がどのように動いたかを示

す。

2-2．米価格と主食類の購入数量の推移

米の購入数量が総じて堅調に推移するなか

で、米価格の上昇が小麦粉二次加工品にもたら

した影響を評価するため、2023年以降のパン・

麺類の購入数量をみていく。図6に2023年以降

のパン・麺類の購入数量の推移を示した。参考

として米類のCPIと米の購入数量の推移を併記

した。また、後方3か月移動平均では購入数量

の季節性の影響を緩和するとともに月次変動を

平滑化するため、図7には米、パン、麺類の購

入数量前年同月比後方3か月移動平均の推移を

示した。

米の購入数量は2024年6月から2025年1月にか

図5�　米類の消費者物価指数と購入数量・支出
金額の推移

資料　総務省「家計調査」、「消費者物価指数」より作成

図7�　各品目の購入数量（前年同月比後方3か月
移動平均）

資料　総務省「家計調査」より作成

図6　各品目の購入数量と米類の消費者物価指数

資料　総務省「家計調査」、「消費者物価指数」より作成
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けて前年同月比後方3か月移動平均が5%増を上

回る状態が続いた。その後、2025年4月から7月

にかけて米の購入数量が減少するなか、麺類の

購入数量の前年同月比の後方3か月移動平均は

5%を上回った。この時期は、米の品薄が続く

なか、米価が高水準で推移していた時期である。

一方、パンでは明確な傾向は観察されなかった。

2-3．米価格とパン・麺類購入数量の関係

続いて米価格とパン・麺類の購入数量の連動

性を把握するため、米類のCPIとパン・麺類の

購入数量の関係について回帰分析を行った。図

8には2023年1月から25年12月を対象に米類の

CPIの前年同月比を説明変数、各品目の購入数

量前年同月比を目的変数とする散布図を示し

た。ここでの回帰係数は、米類のCPIの前年同

月比指数が1ポイント上昇した場合に、各品目

の購入数量の前年同月比指数が何ポイント変化

したかを示す。

分析の結果、 パンでは相関係数がマイナス

0.05、回帰係数がマイナス0.03、となった。つ

まり、米価格の上昇と購入数量の間に明確な連

動性はみられず、本分析の対象期間では、米価

格の上昇がパンの購入数量増加につながったこ

とを示す明確な関係は確認されなかった。

一方、麺類では相関係数が0.70、回帰係数が

0.13となり、米価格上昇局面で購入数量が増加

する傾向が確認された。この結果は、麺類は米

価格の上昇局面で代替需要を取り込んだという

解釈と整合的である。ただし、回帰係数は0.13

であり、米価格上昇に対する数量面での連動性

は限定的であった。

米は相関係数が0.05、回帰係数が0.01となり、

米価格と購入数量の間に単純な線形関係は確認

されなかった。

日本生活協同組合連合会は2025年5月8日付で

「2025年 お米についての緊急アンケート調査」

を公表している。本アンケートは2025年3月11

日から18日にWeb形式で行われたものである。

本調査では直近の6か月において、米の価格上

昇にともない、お米を食べる頻度が変化したか

を尋ねている。その回答では、米を食べる頻度

は「変わらない」が80.0%の回答であった。また、

米の代わりによく食べるようになったものが

「特にない・今までと変わらない」とした回答

が82.8％であり、 代替品があると回答した17.2

％の自由回答では、パン、うどん、麺類等が挙

げられた。

本稿の家計調査による購入数量では、米の購

入については本アンケートと整合的である。一

方、本アンケートは一部の家計ではパンや麺類

への置き換えが生じたことを示しているが、本

稿の分析ではパンの購入数量については明確な

増加が確認されなかった。これはアンケートが

一部の回答者の主観的な経験を捉えるのに対

し、家計調査が調査対象の集計値を捉えるため

と考えられる。一部の家計でパンへの代替が生

じても、その規模は集計されたパン購入数量を

図8�　米の消費者物価指数とパン・麺類の購入
数量（前年同月比）

資料　総務省「家計調査」、「消費者物価指数」より作成
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明確に押し上げるほどではなかったと評価でき

る。

なお、米とほかの主食との代替関係について、

阿部・稲倉・外木（2026）は、家計調査個票を

用いた需要体系分析から、米の自己価格弾力性

は相対的に小さく、パン・麺類との交差価格弾

力性も総じて小さいと示している。

図9には米類のCPIを前月比、 各品目の購入

数量を前年同月比とした散布図を示した。麺類

の購入数量との相関係数は0.38、パンとの相関

係数はマイナス0.05となった。 米類のCPIが前

月から上昇した月には、麺類の購入数量も前年

同月を上回る傾向が一定程度みられた。一方、

パンは前年同月比と同様に明確な需要の増加は

みられなかった。なお、本分析では米類のCPI

の季節調整を行っていないことから、結果は補

足的なものである。

2-4�．米価格と小麦粉二次加工品小分類の購入

数量の関係

続いて、需要の変化を小分類で確認していく。

表1には前年同月比の単回帰分析で求められ

る相関係数、回帰係数、標準偏差および2023年

比の購入数量を示した。図7と同様、分析には

2023年1月から25年12月までのデータを使用し

た。

図10には2022年平均を100として指数化した

月次購入数量の後方12か月移動平均の推移を示

した。食品の購入数量は季節変動が大きく、小

分類では月々の標本変動も相対的に大きくなり

やすい。後方12か月移動平均を用いることによ

り、こうした短期的変動を平滑化し、各品目の

需要基調を捕捉した。

まず、パンでは「食パン」の相関係数がマイ

ナス0.05、回帰係数がマイナス0.01、「他のパン」

の相関係数がマイナス0.27、回帰係数がマイナ

ス0.04であり、いずれも米価格と連動性が高い

とは判断できない。後方12か月移動平均の推移

をみても、「食パン」は2024年秋頃までおおむ

ね横ばいで推移した後、緩やかな低下に転じて

表1　品目別の分析結果

米 パン 食パン 他の
パン 麺類 中華麺 即席麺 生うどん

・そば
乾うどん
・そば

カップ
麺 パスタ 他の

麺類

相関係数 0.05 -0.32 -0.05 -0.27 0.70 0.80 0.52 0.50 0.46 0.28 0.03 0.04

回帰係数 0.01 -0.03 -0.01 -0.04 0.13 0.16 0.14 0.12 0.31 0.06 0.01 0.02

標準偏差 0.05 3.51 3.77 5.23 6.19 7.04 9.34 8.08 23.58 7.10 10.45 13.30

購入数量
（2023=100）

24年 106.4 100.2 98.8 101.6 99.7 98.9 102.3 95.4 97.7 101.2 104.0 92.4

25年 106.3 96.0 99.0 92.6 97.1 97.2 99.3 91.6 98.2 98.3 102.5 102.5

資料　総務省「家計調査」、「消費者物価指数」

図9�　米類の消費者物価指数（前月比）とパン・
麺類の購入数量（前年同月比）

資料　総務省「家計調査」、「消費者物価指数」より作成
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いる。「他のパン」も2023年秋頃まで低下した

後に横ばいとなったものの、2025年初め頃から

再び弱含んでいる。したがって、米価格上昇で

需要がパンへ明確に移ったとは言いにくい。

では、麺類ではどうだろうか。麺類全体では

相関係数が0.70、回帰係数が0.13となり、米価

格の上昇局面で購入数量が増加する傾向が確認

されていた。ただし、その内訳は品目によって

異なる。最も米価格との連動性が高かったのは

「中華麺」で、相関係数は0.80、回帰係数は0.16

であった。後方12か月移動平均の推移では、「中

華麺」の購入数量は2025年初め頃まで低下した

後に持ち直しているものの、依然として2022年

平均を下回っている。したがって、中華麺は需

要水準そのものが拡大したというよりも、米価

格の上昇局面において、低下していた需要が下

支えされたと解釈できる。

「即席麺」は相関係数が0.52、回帰係数が0.14

となった。米価格との一定の正の関係がみられ、

後方12か月移動平均でも、それまでの低下から

持ち直す動きが確認された。「即席麺」は保存

性と簡便性を重視した備蓄・代替需要と整合的

である。

「生うどん・そば」では相関係数が0.50、回帰

係数が0.12となった。「生うどん・そば」は、保

存性は低いものの、日常の食事において米と置

き換えやすく、日常の食事に置いて米の代替先

として選択されたと捉えられる。

「乾うどん・そば」では相関係数は0.46、回帰

係数は0.31と、 回帰係数は最も大きかったが、

購入数量前年同月比の標準偏差も23.58と突出

して大きかった。後方12か月移動平均でも、大

幅な低下後に急速に回復する動きがあった。こ

のため、米価格高騰に対する代替需要があった

可能性があるものの、保存性の高さによる一時

的な備蓄購入や、その後の反動減を含んでいた

とみられる。

「カップ麺2」については、 相関係数が0.28、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

2　家計調査では「即席麺」と「カップ麺」は別品目として集計されている。

図10-1�　小分類別購入数量（パン）
　　　（後方12か月移動平均指数）

図10-2�　小分類別購入数量（麺類1）
　　　（後方12か月移動平均指数）

出典：総務省「家計調査」より作成

図10-3�　小分類別購入数量（麺類2）
　　　（後方12か月移動平均指数）

製粉振興 2026. 923

解説



回帰係数が0.06にとどまり、後方12か月移動平

均でも持続的な需要押し上げ効果は明確ではな

かった。

これに対し、「パスタ」は異なる動きを示し

た。後方12か月移動平均では、2023年前半にい

ったん低下した後、米価格が本格的に上昇する

以前から回復に転じ、2024年以降はおおむね

2022年平均を上回って推移した。しかし、米類

のCPIとの相関係数は0.03、 回帰係数は0.01に

とどまり、米価格との連動性はほとんどみられ

なかった。このため、パスタ需要は米価格上昇

による短期的な代替需要だけでは説明が難し

い。パスタが相対的に好調だった背景には保存

性、調理の簡便性、消費者のし好の変化など、

米価格とは異なる要因との関係があったことを

示唆している。

「他の麺類」には「ワンタン・シューマイ・ギ

ョーザの皮」等が含まれる。「他の麺類」の後方

12か月移動平均では、2023年時点から22年平均

を上回る期間が多い。 一方で相関係数は0.02、

回帰係数は0.04であり、米価格との関係は弱か

った。「他の麺類」は、 主食としての麺類には

該当しにくいこと、「麺類」全体に占める構成

比が小さく、月次値の変動が生じやすいことが

考えられ、ほかとは異なる動きであったとみら

れる。

次に、2024年および25年の年間購入数量を23

年と比較する。米の購入数量は、24年、25年と

もに23年比で6％以上増加した。一方、小麦粉

二次加工品では、24年に「他のパン」「即席麺」

「カップ麺」「パスタ」が23年を上回ったものの、

25年にも23年を上回ったのは「パスタ」と「他

の麺類」に限られた。このことから、米価格の

上昇がパン・麺類全体の需要増加につながった

とは判断しにくい。

中華麺のように米価格と高い連動性を示した

品目もみられたが、パスタのように米価格とは

連動がみられず、独自の回復・増加基調を示し

た品目もみられた。したがって、麺類需要の変

化を評価する際には、米価格に反応した代替需

要と、米価格以外の要因による基調的な需要変

化を区別する必要があるだろう。

以上の品目差には、主食としての代替可能性、

保存性、調理の簡便性、価格、利用される食事

場面等が関係していることも考えられる。パン

は米飯とは利用される食事場面や組み合わせる

食品が異なり、米の代替先として選択されにく

かったと考えられる。

中華麺や生うどん・そばは、一食の主食とし

て利用されることから、家庭内の食事場面で米

飯に代わって選択され得る。 即席麺や乾うど

ん・そばは、これに加えて保存性が高く、品薄

への不安がある局面では買い置きの対象にもな

り得る。

即席麺とカップ麺はいずれも保存性と簡便性

を有するが、米価格との連動性には差がみられ

た。このことは、保存性や簡便性だけでは品目

別の購入数量の変化を十分に説明できないこと

を示している。価格帯、利用場面、通常時の購

入頻度、商品構成等の違いも含めて検討する必

要がある。

パスタについては、米価格の上昇以前から購

入数量が回復しており、保存性や調理の簡便性、

消費者のし好等、米価格以外の要因による需要

基調が反映されていると考えられる。

3． 外食における米価格と小麦粉二次加工

品の需要

3-1．米飯類・麺類外食の価格動向

家庭内消費では、米価格の上昇局面において

麺類購入数量が増加する傾向が確認された。一

方、外食は家庭内消費と価格形成や消費者の選
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択条件が異なることから、独立して検討した。

対象は米飯類と麺類とした。なお、家計調査の

外食では捕捉可能な品目がハンバーガーに限ら

れることから、パンは分析の対象外とした。

図11には、2023年以降の米飯類と麺類3のCPI

と、 米飯類のCPIを麺類のCPIで除した相対価

格を示した。米飯類の価格は、2024年夏頃から

麺類を上回るペースで上昇し、相対価格も同時

期から上昇した。

続いて図12に食事代に占める米飯類と麺類の

支出の割合を示した。食事代に占める米飯類、

麺類の割合はいずれもおおむね横ばいで推移し

ている様子が確認できる。

3-2．外食での米飯類、麺類の実質支出比較

次に、図13に米飯類および麺類の外食への実

質支出を示した。実質支出はそれぞれへの支出

金額を対応するCPIで除し、価格変動を調整し

た実質支出指標を作成した。実質支出は名目支

出から価格上昇の影響を除いた値であり、利用

量の動向を近似的に捕捉する代理指標として用

いた。なお、実質支出には、利用回数に加え、

注文内容や利用業態の変化も反映されることか

ら、頻度や食数そのものを示すものではない。

実質支出指数の推移をみると、2023年後半以

降、麺類の指数が米飯類の指数を上回る局面が

多くみられ、2024年から2025年にかけても麺類

は相対的に底堅く推移した。ただし、その傾向

は2024年夏以降に初めて現れたものではなく、

2023年頃からすでに確認される。このため、麺

類の相対的な強まりを、米価格高騰による直接

的な代替需要とは判断できず、以前から存在し

た利用傾向を反映していると考えられる。

以上から、外食では米飯類に比べて麺類の実

質支出指数が相対的に強い動きを示したもの

の、その変化には米価格の上昇以前からのトレ

ンドが含まれていることが示唆された。家庭内

消費で確認された米価格の上昇と麺類購入数量

の連動に比べ、外食ではその影響を明確に識別

することは難しい。家庭内とは異なり、外食で

は既存のメニュー選択や業態別需要、米価格以

外の要因が消費者の選択に影響した可能性があ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

3　本章の価格に関する指標は総務省「消費者物価指数」を用い、「米飯類」は「すし（外食）A」「すし（外食）B」「天丼」
「カレーライス（外食）」「牛丼（外食）」、「麺類」は「うどん（外食）」「中華そば（外食）」「日本そば（外食）」「スパゲッ
ティ」の平均値を使用した。支出金額に関する指標では総務省「家計調査」を用い、「米飯類」は「すし（外食）」「和
食」、「麺類」は「日本そば・うどん」「中華そば」「他の麺類外食」の平均値を使用した。

図11　外食の物価と相対価格の推移

出典：総務省「消費者物価指数」

図12　食事代に占める割合

資料　総務省「家計調査」
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4．結論

本稿では、いわゆる「令和の米騒動」に伴う

米供給環境の変化が、家庭内消費ではパンおよ

び麺類、外食では麺類に与えた影響について統

計を用いて検討した。

家庭内消費をみると、米の購入数量は2024年、

25年とも23年を上回り、米価格の上昇にもかか

わらず、米需要は総じて底堅く推移した。こう

したなか、米価格の上昇局面において、パンは

米価格との間に明確な数量増加の関係は確認さ

れにくく、米価格の上昇との関係は明確には判

断できなかった。一方、麺類の購入数量が増加

する傾向がみられ、とくに「中華麺」との連動

性が相対的に高かった。「パスタ」では基調と

も捉えられる需要増の動きが確認できた。

本分析では麺類との正の連動が確認され、米

価格上昇局面に一部の麺類が代替的な需要を取

り込んだという解釈と整合的である。ただし、

回帰係数は小さく、米の購入数量も大きく減少

していない。需要体系を分析した先行研究でも、

米とパン・麺類との交差価格弾力性は総じて小

さいと推計されている（阿部、 稲倉、 外木

（2026））。したがって、本稿の結果は大規模な

主食転換を示すものではなく、全体として限定

的な代替関係のなかで、特定の麺類に相対的に

強い動きがみられたことを示すものと位置付け

られる。

外食では、米飯類の価格が麺類を上回るペー

スで上昇し、実質支出指数では麺類が相対的に

底堅い動きを示した。ただし、この傾向は2023

年から確認されており、米価格高騰との影響と

は判断しにくい。

本稿の結果は、米価格の上昇を小麦粉需要全

体の一律な押し上げ要因として捉えるのではな

く、用途別、品目別、消費場面別に市場動向を

評価する必要性を示している。家計調査個票等

を用いた詳細な分析を行うことで、厳密な代替

性等の評価が可能となるであろう。製粉業界お

よび小麦粉二次加工品業界にとっては、米価格

との連動による一時的な需要変化と、それ以前

から続く基調的な需要変化を区別し、その持続

性を見極めることが重要となる。
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図13�　麺類、米飯類外食への実質支出指数と
実質相対支出

資料　総務省「家計調査」、総務省「消費者物価指数」より作成
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1．はじめに
2015年から容器包装に入れられた一般用加工

食品及び添加物には、食品表示基準（平成27年
内閣府令第10号）に基づき、栄養成分の量及び
熱量の表示（以下「栄養成分表示」という。）が
義務付けられ、栄養成分表示は、消費者のふだ
んの食生活において利活用されている（図1）。

一方で、 消費者庁が実施した「令和4年度食
品表示に関する消費者意向調査」1）では、食品
に栄養成分表示がされていることを知っている
者の割合は約7割にとどまっている（図2）。ま
た、知っていると回答した者の中で、ふだんの
食生活で栄養成分表示を参考にしていない者の
割合は約4割となっており（図3）、 消費者が栄
養成分表示を一層利活用しやすくする取組が求
められている。

2024年度には「21世紀における第三次国民健
康づくり運動（健康日本21（第三次））」（以下

「健康日本21（第三次）」という。）2）が開始され、
健康・栄養政策において、健康的で持続可能な

食環境づくりが推進されている。これを好機と
して、栄養成分表示等を通して、消費者の健康
の維持・増進に資する食環境づくりを後押しす
べきタイミングを迎えている。また、望ましい
栄養・食生活の形成に対する関心の高まりから、
諸外国では、栄養成分表示に加え、包装前面に栄
養に関して分かりやすく消費者に訴求する表示
を導入する動きが活発化している（図4）。この
ような動向を背景に、WHO（世界保健機関）は
2019年に3）、コーデックス委員会は2021年に4）、
それぞれ包装前面栄養表示ガイドラインを公表
している（図5、6）。これらのガイドラインでは、
包装前面栄養表示は健康・栄養政策に沿ったも
のであるべきであり、また、各国で政府が推奨
する包装前面栄養表示は一つだけであるべき旨
が規定されている。

こうした背景を踏まえ、消費者庁では、2023
年度に「分かりやすい栄養成分表示の取組に関
する検討会」を、2024年度及び2025年度に「日
本版包装前面栄養表示に関する検討会」を開催

「日本版包装前面栄養表示ガイドライン」に
ついて

松 山 　紗奈江

図1　食品の熱量や栄養成分の量が分かる栄養成分表示制度

製粉振興 2026. 927

解説



し、延べ10回にわたり、消費者、食品関連事業
者、有識者等の各々の立場から議論いただいた
内容を基に、食品表示基準に位置付けない任意

のガイドラインとして日本版包装前面栄養表示
ガイドラインを取りまとめ、2026年2月に公表
した。以下では、その内容について紹介する。

図2　消費者における栄養成分表示の認知度

図3　消費者における栄養成分表示の参考の程度
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図5　WHOにおける包装前面栄養表示ガイドライン

図4　諸外国における包装前面栄養表示の取組事例
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2．目的
日本版包装前面栄養表示ガイドライン（以下

「本ガイドライン」という。）では、食品関連事
業者等が一般用加工食品に包装前面栄養表示を
導入するための一般的な取扱いやその望ましい
在り方を示している。本ガイドラインを参考と
した包装前面栄養表示の取組を通じて、更なる
栄養成分表示の利活用につながるとともに、消
費者自身が1日に必要な栄養成分等の量の目安
を把握できるようになることにより、消費者の
健康の維持・増進に資することが期待される。

なお、本ガイドラインは、食品表示基準に位
置付けない任意のガイドラインである。

3．定義
日本版包装前面栄養表示は、食品の容器包装

の前面等の消費者が見つけやすい箇所に、消費
者庁が示す様式を用いて栄養成分等を表示する
取組である。本取組は、当該食品の1食分当た
りの熱量、たんぱく質、脂質、炭水化物及びナ
トリウム（食塩相当量に換算したもの）の量に
加え、栄養素等表示基準値に占める当該量の割
合を表示するものである。

日本版包装前面栄養表示の対象となる栄養成
分等は、我が国の健康・栄養政策の方針を示す

健康日本21（第三次）における栄養・食生活の
目標に関連するものとしている。熱量並びにエ
ネルギー産生栄養素であるたんぱく質、脂質及
び炭水化物の量は消費者の適正な体重の維持に
資する情報であり、肥満、若年女性のやせ及び
低栄養傾向の高齢者の減少に貢献し得る可能性
がある。また、食塩相当量は食塩摂取量の減少
に資する情報である。

4．ガイドラインの範囲
日本版包装前面栄養表示を適用する範囲につ

いては、容器包装に入れられた一般用加工食品
であって、当該食品の食品単位として1食分が
適切に設定できるものを想定している。この場
合の1食分の量は、通常、消費者が当該食品を1
回に摂取する量として、食品関連事業者等が定
めた量とする。

日本版包装前面栄養表示は、日本人の食事摂
取基準（2025年版）の18歳以上の成人の推奨量
等を基にした栄養素等表示基準値を用いること
から、例えば、18歳未満の子供向けに製品設計
されている食品において、日本版包装前面栄養
表示を導入する際には留意が必要である。また、
コーデックス委員会の包装前面栄養表示ガイド
ラインにおいて対象外として位置付けられてい

図6　コーデックス委員会における包装前面栄養表示ガイドライン
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る食品を参考にし、健康増進法（平成14年法律
第103号）における特別用途食品のうち病者用
食品及び乳児用調製乳並びに酒税法（昭和28年
法律第6号）における酒類については、日本版
包装前面栄養表示においても範囲外とする。

5．基本的な表示方法
（1）様式

消費者庁が示す日本版包装前面栄養表示に用
いる様式は、エネルギー、たんぱく質、脂質、
炭水化物及び食塩相当量の文字並びにそれぞれ
の数字を記載する枠内に加え、枠外上段「1食分

（○○）当たり」及び枠外下段「％は1日の摂取目
安に対する割合」の文言で構成している（図7）。
当該様式を参考にして、食品の容器包装の前面
等の消費者が見つけやすい箇所に表示する。
（2）食品単位

日本版包装前面栄養表示に用いる食品単位の
設定については、当該食品の1食分とし、当該1
食分の量（例：○本、○袋などの個数又は○g
などの重量等）を併せて表示する。

なお、当該1食分の量については、消費者が
当該表示を利活用しやすい食品単位となるよう
に、○本、○袋などの個数とすることが望まし
い。食品単位については、栄養成分表示と一致
させることが望ましいが、困難な場合は、少な
くとも日本版包装前面栄養表示に用いる食品単
位については、当該食品の1食分とする。

また、食品単位については、横向きの場合は、
日本版包装前面栄養表示の様式の左上に表示す
ることを原則とするが、困難な場合は、同様式

の近接した箇所に表示する。この場合において
も、日本版包装前面栄養表示の様式と食品単位
は必ず容器包装上の同一面に表示する。
（3）栄養成分等の量

日本版包装前面栄養表示に表示する栄養成分
等の量については、栄養成分表示と同様に販売
される状態における可食部分の栄養成分等の量
を表示し、栄養成分表示の値と一致させること
が望ましい。ただし、販売時と摂取時の栄養成
分等の量にかい離が生じる食品については、日
本版包装前面栄養表示に表示する栄養成分等の
量を摂取時の状態における栄養成分等の量とす
ることが可能である。
（4）栄養素等表示基準値に占める当該量の割合

栄養素等表示基準値は、日本人の食事摂取基
準（2025年版）の18歳以上の成人の推奨量等の
性・年齢別の値を人口に基づき加重平均した値
であり、1日当たりの栄養素等摂取量の目安で
ある。当該基準値は、食品表示基準別表第10に
規定されており、エネルギー2,200kcal、たんぱ
く質85g、脂質70g、炭水化物320g、食塩相当
量7.0gである。

栄養素等表示基準値に占める当該量の割合
は、前述の「（3）栄養成分等の量」に基づいて
表示した栄養成分等の量を栄養素等表示基準値
で除した値である。

なお、日本版包装前面栄養表示における栄養
素等表示基準値に占める当該量の割合の表示方
法については、消費者の視認性確保の観点等か
ら、小数第1位を四捨五入して整数で表示する。
ただし、四捨五入して栄養素等表示基準値に占
める割合が0％となる場合は、「＜1％」や「1％
未満」と表示することが望ましい。
（5）表示位置

日本版包装前面栄養表示の表示位置は、食品
の容器包装の前面であり、主要面（通常、商品
名が記載されている面）を原則とする。ただし、
容器包装の前面が明らかでないものやスーパー
マーケット等で食品を陳列した状態において容

図7�　消費者庁が示す日本版包装前面栄養表示
に用いる様式
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器包装の前面が見えにくくなることが想定され
るものについては、消費者が食品を選択する際
に、容器包装の見つけやすい箇所に表示する。
（6）様式に用いる文字

日本版包装前面栄養表示は、栄養強調表示に
該当しないが、視覚的に目立たせた表示である。
そのため、ある一つの栄養成分等の名称や量の
文字の大きさを他の栄養成分等と比較して大き
くするなどの表示は適切でない。したがって、
日本版包装前面栄養表示に用いる文字の大きさ
及びフォントにおいては、栄養成分等の名称、
量及び栄養素等表示基準値に占める当該量の割
合のそれぞれについて統一して表示すること。

日本版包装前面栄養表示の様式に用いる文字
については、日本産業規格Z8305（1962）に規
定する8ポイントの活字以上の大きさの文字で
あることが望ましい。ただし、表示可能面積が
おおむね150cm2以下のものにあっては、 日本
産業規格Z8305（1962）に規定する5.5ポイント
の活字以上であることが望ましい。
（7）様式に用いる色

日本版包装前面栄養表示は、栄養強調表示に
該当しないが、視覚的に目立たせた表示である。
そのため、ある一つの栄養成分等の名称や量の

色を他の栄養成分等と異なる色にすることなど
の表示は適切でない。日本版包装前面栄養表示
の様式に用いる文字及び枠の色は、背景の色と
対照的な色であって、単色で表示すること。
（8）日本版包装前面栄養表示の例

ペットボトルなどの縦長の容器包装においては、
消費者における日本版包装前面栄養表示の利活
用のしやすさの観点から、日本版包装前面栄養表
示を縦向きに表示することが可能である（図8）。

6． 販売時と摂取時の栄養成分等の量にか
い離が生じる食品の取扱い

（1）�販売時と摂取時の栄養成分等の量にかい離

が生じる食品の範囲

販売時と摂取時の栄養成分等の量にかい離が
生じる食品の範囲は、次のとおりである。

・水で抽出するもの（例：茶葉、コーヒー豆等）
・水で希釈するもの（例：濃縮ドリンク等）
・水で塩抜きするもの（例：塩蔵わかめ、塩

蔵くらげ等）
・湯切りするもの（例：カップ焼きそば、生

麺等）
・一般的に牛乳等の単品を加えるもの（例：

ココア、シリアル等）
これらの食品については、摂取時の状態にお

ける栄養成分等の量を表示することが望まし
い。この場合は、日本版包装前面栄養表示にお
ける栄養成分等の量の設定根拠が消費者等に合
理的に説明できるよう、根拠となる資料を保管
すること。
（2）�摂取時の状態における栄養成分等の量を表

示する際の留意点

前述の「（1）販売時と摂取時の栄養成分等の
量にかい離が生じる食品の範囲」に示した食品
において、摂取時の状態における栄養成分等の
量を表示する場合は、消費者が摂取時の状態に
おける表示であることを認識できるよう、以下
の点に留意すること。

・摂取時の状態であることが分かる食品単位

図8　日本版包装前面栄養表示の例（縦向き）
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を表示する。
・調理に用いる食品の種類やその量が分かる

よう調理方法を表示する。
なお、調理に用いる食品の種類やその量が分

かる調理方法については、日本版包装前面栄養
表示の様式中又は様式の近接した箇所に表示す
ることを原則とする。

7．その他
消費者庁が2024年度に実施した「加工食品に

おける栄養成分等の表示実態調査」において、
栄養成分等を容器包装の前面に表示している食
品は、調査対象の食品のうち約16％であった。
これらの食品関連事業者等の自主的な取組は、
消費者の食品へのアクセスや情報へのアクセス
を向上するものであると考えられる。したがっ
て、食環境づくりを推進する観点から、食品関
連事業者等の自主的な取組については当面の
間、維持できることとするが、食品関連事業者
等においては、本ガイドラインを参考にした取
組を積極的に推進することが期待される。

冒頭でも述べたとおり、2024年度に健康日本
21（第三次）が開始され、健康・栄養政策にお
いて、健康的で持続可能な食環境づくりが推進
されている。本ガイドラインは食品表示基準に
位置付けないガイドラインではあるものの、本
ガイドラインを参考にした取組は、栄養成分表
示を一層利活用しやすくするための取組の一つ
であり、地方公共団体における消費者の健康の
維持・増進に資する食環境づくりの一助になる
と考える。そのため、地方公共団体においては、
食品関連事業者等の日本版包装前面栄養表示の
導入及び消費者の利活用を推進することが期待
される。

消費者庁においては、我が国における健康・
栄養政策の動向、諸外国等における包装前面栄
養表示の法的な位置付け等を注視しつつ、本ガ
イドラインが健康・栄養政策に即している内容
であるかを定期的に確認していく。また、食品

関連事業者等の取組実態等や消費者の日本版包
装前面栄養表示の利活用の実態の把握に努め、
消費者や食品関連事業者等の双方にとって、分
かりにくい考え方等がある場合には、迅速かつ
柔軟に本ガイドラインの見直しを検討する。さ
らに、将来的に、消費者が食品関連事業者等の
自主的な取組における表示を栄養強調表示と誤
認する等、混乱が生じる場合は、日本版包装前
面栄養表示を食品表示基準に位置付けることや
栄養強調表示の取扱いを整理することなど、規
制的な措置の必要性を含め見直しの要否を検討
する。

8．おわりに
以上が、日本版包装前面栄養表示ガイドライ

ンに示した、食品関連事業者等が一般用加工食
品に日本版包装前面栄養表示を導入するための
一般的な取扱いや望ましい在り方である。この
際、本ガイドラインを理解する上でポイントと
考える事項について、以下のとおり補足的に説
明したい。

まずは、食品表示基準に位置付けない任意の
ガイドラインとした理由である。検討会では、
当初は日本版包装前面栄養表示を食品表示基準
第7条「任意表示」に位置付けることを含めて議
論がなされた。仮に食品表示基準に位置付けた
場合、食品関連事業者等において法令違反への
懸念等から日本版包装前面栄養表示の導入に踏
み切れないかもしれないことや、既に包装前面
栄養表示に取り組んでいる食品関連事業者等の
自主的な取組を後退させてしまうかもしれない
などの意見があった。一方で、食品表示基準に
位置付けない場合、日本版包装前面栄養表示の
様式の一部のみを用いて表示する、又は、食品
関連事業者等が表示したい栄養成分のみを表示
し消費者が栄養強調表示と誤認する可能性がな
いかなど、様々な形態の包装前面栄養表示が乱
立し、消費者にとって分かりにくい状況が生じ
る懸念があるとの意見もあった。こうした議論
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を深めていく中で、最終的に、食品関連事業者
等が包装前面栄養表示を導入するに当たっての
一般的な取扱いやその望ましい在り方を示すこ
とで、取組を進めやすくする基盤を整えること
を重視し、食品表示基準に位置付けない任意の
ガイドラインとして整理した。

次に、日本版包装前面栄養表示の表示方法と
して留意しておきたい事項である。「1日の摂取
目安に対する割合」に関しては、日本版包装前
面栄養表示では、栄養成分等の量に加え「栄養
素等表示基準値に占める当該量の割合」を前面
に併記して表示することとした。これは、1日
に必要な栄養成分等の量の目安を消費者自身が
視認しやすくなることを通して、消費者の健康
の維持・増進に資することを期待しているもの
である。また、様式上における食塩相当量の表
記に関しては、ナトリウム（食塩）は身体に必
要な栄養素である一方、現在の我が国の健康・
栄養政策において「食塩の過剰摂取」が課題と
なっていることを踏まえ、食塩摂取量の減少に
資する情報となるよう、枠を二重線としている。

こうした各表示が実際の場面で活用されるた
めには、当該表示とした意味と中身を消費者自
身に理解いただくことが重要である。例えば、
性、年齢、身体活動レベル等に応じて、消費者
ごとに必要な栄養成分等の量は当然に異なるた
め、1日の目安となる栄養素等表示基準値に占
める当該量の割合は、必ずしも100％とはなら
ない（個人の状態に応じて100％超え又は100％
未満となる）ことも想定される。したがって、
こうした表示の活用方法において留意が必要な
事項を含めて理解促進を図ることが重要にな
る。

小麦粉に着目すると、使用される食品や料理
は多い。パンや麺といった主食となるほか、各
種ソースや麩などの主菜や副菜の一部となるも
の、こうした料理のつなぎ、菓子、調味料の原
材料にも用いられるなど、利用対象は幅広い。
そのため、小麦粉は主食としてエネルギー源に

なるだけでなく、様々な食品、料理となって日
常的に食されるために消費者のふだんの食生活
に密接に関連しており、栄養面での役割は大き
い。こうした重要な役割を有する小麦粉を使用
した食品や料理を適切に摂取することは、健康
の維持・増進につながることから、適切な摂取
に寄与し得る日本版包装前面栄養表示を、消費
者がふだんの食生活において活用できるよう、
当該表示に積極的に取り組んでいただくことを
期待したい。

最後となるが、食品関連事業者等において、
本ガイドラインを参考にした統一的な様式を用
いた包装前面栄養表示の活用が面的に拡がって
いくことで、消費者サイドにおける認知度向上
や活用促進につながると考える。消費者庁とし
ては、日本版包装前面栄養表示が社会に着実に
根付き、消費者の健康の維持・増進に資する食
品表示として浸透するよう、本制度の周知や普
及啓発に取り組んでいく。

（参考文献）
1）�消費者庁. 令和4年度食品表示に関する消費者意向調

査報告書. https://www.caa.go.jp/policies/policy/
food_labeling/information/research/2022/assets/
food_labeling_cms201_230810_01.pdf （2026年7月14
日アクセス）

2）�厚生労働省. 国民の健康の増進の総合的な推進を図る
ための基本的な方針. https://www.mhlw.go.jp/
content/001102474.pdf（2026年7月14日アクセス）

3）�World Health Organization. Guiding principles and 
framework manual for front-of-pack labelling for 
promoting healthy diets. https://www.who.int/
publications/m/item/guidingprinciples-labelling-
promoting-healthydiet（2026年7月14日アクセス）

4）�コ ー デ ッ ク ス 委 員 会 .  G U I D E L I N E S  O N 
NUTRITION LABELLING CXG 2-1985, ANNEX 2: 
GUIDELINES ON FRONT-OF-PACK NUTRITION 
LABELLING
https://www.fao.org/fao-who-codexalimentarius/sh-
proxy/en/?lnk=1&url=https%253A%252F%252Fwo
rkspace.fao.org%252Fsites%252Fcodex%252FStanda
rds%252FCXG%2B2-1985%252FCXG_002e.pdf（2026
年7月14日アクセス）

�（消費者庁食品表示課保健表示室　課長補佐）
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ハンバーガーあらわる

19世紀、ドイツの港町ハンブルクで生まれた

ハンブルク風ステーキ。牛肉を細かく刻み、玉

ねぎ、パン粉などを加えて形を整えて焼いた料

理です。平たくいえば現在のハンバーグの原形

になります。

このハンバーグが、ドイツからアメリカに渡

った移民によって伝えられ、ハンバーグをパン

に挟んだハンバーガーとして生まれ変わり、ア

メリカの誰からも愛される国民食となりまし

た。

1930年代にアメリカで生まれたドライブスル

ーは、自動車の普及に伴って、飲食店やスーパ

ーなどで浸透していきました。

下ってアメリカのマクドナルドがドライブス

ルーを導入したのは1975年のこと。アリゾナ州

シエラビスタでオープンしました。近くにあっ

た軍基地の兵士たちがその頃、軍服のまま飲食

することが禁じられていたため、車に乗ったま

ま買えて、さらにそのまま車中で食べられると

いう便利さがあったのが、きっかけとなりまし

た。

ハンバーガー日本へ

日本でハンバーガーが売り出されるようにな

ったのは諸説ありますが、 第二次世界大戦後

（およそ1950～1960年代頃）、米軍基地の周辺や

沖縄のレストランなどから始まり、その後1970

代には、日本初のハンバーガー店や海外のハン

バーガーチェーンが上陸して、現在のようなチ

ェーン展開になっていきました。

日本初のハンバーガーチェーンといわれてい

るのが、ドムドムハンバーガー。1970年2月、

親会社のスーパー（東京・町田市）の前に1号店

をオープンしました（現在この店舗は閉店）。

人気のハンバーガーは今でも健在です。

いわずと知れたマクドナルドは、関東圏では

「マック」。関西圏と一部四国では「マクド」と

いう愛称で親しまれています。1号店は、1971

年7月20日（東京・銀座）にオープンしました

（現在この店舗は閉店）。休日に銀座の歩行者天

国※でマクドナルドのハンバーガーを手にして

食べ歩く姿が、オシャレで新しい感覚のファッ

ションとして、多くの人に印象を残しました。

また、マクドナルドの開店日を記念して、1996

年に日本記念日協会が、7月20日は「ハンバー

ガーの日」と認定しました。

モスバーガーは、1972年3月12日（東京・成増）

にオープンしました。この3月12日はモスの日

と呼ばれているそうな。「MOS」の名前の由来

は、Mountain（山）、Ocean（海）、Sun（太陽）

の頭文字を取って、人間・自然への愛情が込め

られているといいます。

勝手に選出ハンバーガー店メニュー

ドムドムハンバーガーの「ビックドム」。バ

小麦粉のある風景

ひらの　あさか

みんな大好きハンバーガー
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ンズに重なり合った2枚のパティ、玉ねぎ、ピ

クルス、ケチャップ、プリーツレタスにマヨネ

ーズ、バンズがのっていて、程よく全体を包み

込んでいます。

「エビカツバーガー」。バンズの上にプリプリ

のエビをサクサクのパン粉をまぶして仕上げた

エビカツ、せん切りのキャベツ、特製の具だく

さんのタルタルソースをのせて、バンズをのせ

ます。

マクドナルドの「ビックマック」。昭和の時

代（1968年）から現在に至るまであって、いま

だに絶大な人気を誇るハンバーガーです。バン

ズの上にオリジナルソース、レタス、チェダー

チーズ、ビーフパティ、バンズ、オリジナルソ

ース、レタス、ピクルス、ビーフパティ、ごま

つきバンズがのっているダブルパティのボリュ

ーミーな1品です。初めてハワイに行った時に

食べたビックマックのピクルスは、日本のよう

に甘くなかったのが忘れられません。みんな巨

大なサイズのコーラを飲みつつ食べていまし

た。日本のLサイズの倍近い大きさに驚きを隠

せませんでした。

「フィレオフィッシュ」は創業当時の1971年

から続いています。隠れたファンも多いとか。

バンズにチェダーチーズ、中はしっとりとした

フィッシュポーション（白身魚）、外は細かい

パン粉でサクサク感を味わえる白身魚フライ、

特製タルタルソースにバンズがのっています。

熱々はもちろん、ちょっと冷めてしっとりして

いるのもおいしい。実はこのレシピが生まれた

のは1965年アメリカのマクドナルドです。オハ

イオ州シンシナティにあった店では、毎週金曜

にお客さまの来店がなく困っていました。その

原因は、カトリック教徒の方々が多く、金曜に

肉を食べてはいけないという決まりがあるため

でした。これを解決しようと考案されたのが、

肉以外の魚を使った「フィレオフィッシュ」だ

ったのです。

今の時季には外せない「月見バーガー」は

1991年に日本のマクドナルドが売り出したとい

われています。今年35周年を迎えます。毎年秋

に期間限定で販売されています。バンズにジュ

ーシーなビーフパティ、月に見立てた目玉焼き

とスモークベーコン、トマトクリーミーソース

を合わせ、バンズをのせたものです。

モスバーガーの金字塔「モスバーガー」は飽

きのこないおいしさです。バンズにアメリカン

マスタードをぬり、ハンバーグパティ、カロリ

ーハーフのマヨネーズタイプ、オニオン、ミー

トソース、輪切りにした生トマト、バンズがの

っています。オニオンと生トマトが独特でジュ

ーシー。ほかでは食べられない味です。

「テリヤキバーガー」は、モスが元祖といわ

れています。日本人の味覚に合うテリヤキソー

スは、こいくちしょうゆ、みそをベースにたま

りしょうゆ、しょうゆもろみ、焦がししょうゆ

パウダーを加えて味わい深い。バンズの上にテ

リヤキソースをまぶしたハンバーガーパティ、

レタス、上にカロリーハーフのマヨネーズタイ

プをのせます。

※�銀座の歩行者天国/土・日・祝日に車両の通行を
禁止して道路全体を歩行者専用道路にする取り
組み。1970年8月から始まりました。

� （食文家）

参考文献

モスバーガー� ホームページ

日本マクドナルド� ホームページ

ドムドムハンバーガー� ホームページ
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業務日誌
◯一般財団法人製粉振興会理事会・定時評議員会を開催
1、第200回理事会

8月4日（火）製粉会館において農林水産省農産局農産政策部久染貿易業務課長のご臨席のもと理事
会を開催し、次の議案を審議し、決定しました。

（決議事項）
第1号議案　第60事業年度事業報告に関する件
第2号議案　第60事業年度決算報告に関する件
第3号議案　公益目的支出計画実施報告書に関する件
第4号議案　定時評議員会招集に関する件

（報告事項）
職務執行状況報告に関する件

2、第97回定時評議員会
8月24日（月）製粉会館において農林水産省農産局農産政策部貿易業務課大倉課長補佐のご臨席の

もと定時評議員会を開催し、次の議案を審議し、決定しました。
（決議事項）

第1号議案　第60事業年度決算報告に関する件
（報告事項）

1 　第60事業年度事業報告に関する件
2 　公益目的支出計画実施報告書に関する件

《役　員》
役　職 氏　　名 役　職 氏　　名

理 事 長 佐藤　秀夫 理　　事 西田　　定
専務理事 久保田一郎 〃 藤原　武弘
理　　事 加瀨　晴久 〃 皆川　浩貴

〃 佐々木康雄 〃 吉原　良一
〃 志賀　重介 監　　事 北林　健一
〃 田子　敏也 〃 村越　一之

《評議員》
氏　　名 役　職 氏　　名 役　職

伊藤　健一 公益財団法人
すこやか食生活協会　参与 平出　晋一 PLAZA総合法律事務所

弁護士

井上　好文 一般社団法人
日本パン技術研究所　所長 藤村　　勝 元独立行政法人

国民生活センター　理事

木村　　均 一般社団法人
日本冷凍食品協会　顧問 盛田　清秀 元国立大学法人

東北大学　教授

斎藤　　修 国立大学法人
千葉大学　名誉教授 山下　容弘 一般社団法人

全国米麦改良協会　副会長

篠田　粧子 東京都立大学　名誉教授 横田　基之 税理士法人
横田会計　公認会計士・税理士

生源寺眞一 公益財団法人
日本農業研究所　理事・研究員

一般財団法人製粉振興会　役員及び評議員名簿（敬称略）

令和8年8月24日現在
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業界ニュース
★製粉協会第80回定時会員総会を開催

製粉協会の第80回定時会員総会は8月25日
（火）午前11時00分から製粉会館会議室において
開催された。

前鶴俊哉会長が議長に選任されて議事が進め
られた。第1号議案・第78期会務報告、第2号議
案・第78期収支決算、第3号議案・第79期収支
予算及び賦課金、また、第4号議案・理事・監
事の選任について説明され、いずれも異議なく
原案どおり承認された。

前鶴会長に代わって、新会長には横山敏明理
事（日清製粉株式会社・代表取締役社長）が選
任された。

この後、新旧会長の退任・就任の挨拶があり、
最後に、農林水産省 農産局 農産政策部長 武田
裕紀氏から来賓のご挨拶をいただいた。

総会後には、東京証券会館にて懇親会が開催
され、横山新会長の挨拶に始まり、来賓を代表
して農林水産省 農産局 局長 山口靖氏のご挨
拶、（一財）日本穀物検定協会 理事長 塩川白良
氏の乾杯の発声により和やかに行われた。
� 【製粉協会・佐藤】

農林水産省は、「主要食糧の需給及び価格の
安定に関する法律（平成6年法律第113号）第42
条第2項」に基づき売り渡す輸入小麦の令和8年
10月期の政府売渡価格を決定しました。

政府売渡価格の改定内容
令和8年10月期（令和8年10月以降）の輸入小

麦の政府売渡価格は、直近6か月間の平均買付
価格を基に算定すると、5銘柄加重平均（税込
価格）で70,020円／トン、12.0％の引上げとな
ります。

プレスリリース 令和8年9月9日
農 林 水 産 省

輸入小麦の政府売渡価格の改定について

注：5銘柄の内訳

カナダ産ウェスタン・レッド・スプリング（1CW） 主にパン用 
アメリカ産ダーク・ノーザン・スプリング（DNS） 主にパン・中華麺用
アメリカ産ハード・レッド・ウィンター（HRW） 主にパン・中華麺用
オーストラリア産スタンダード・ホワイト（ASW） 主に日本麺用
アメリカ産ウェスタン・ホワイト（WW） 主に菓子用

（単位：円／トン）

政府売渡価格 8年4月期 8年10月期 対前期比
5銘柄加重平均（税込み） 62,520 70,020 ＋12.0％
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★�全日本パン協同組合連合会創立70周年記

念事業を実施

2026年8月7日に京王プラザホテル東京にて、

創立70周年記念事業として、式典（シンポジウ

ム、表彰状・感謝状贈呈）および祝賀会を開催

いたしました。

シンポジウムは、第1部では、「パン屋のいま

とこれからを考える」をテーマに、グローアッ

プの古田高浩会長がコーディネーターとなり、

鳴門屋製パン長江伸治代表取締役、パン工房ぐ

るぐる栗原淳平代表取締役、マイピア大村田代

表取締役がパネラーとなって、「今すぐ取り組

めること」や「10年後の対策」などについて意

見交換が行われました。

第2部では「未来の食文化を担う学校給食の

将来像」をテーマに、ベーカーズタイムス社高

家正史代表取締役がコーディネーターとなり、

福島県パン協同組合今井聖訓理事長、山口県パ

ン工業協同組合河井大典理事長、愛知県パン協

同組合倉橋良幸理事がパネラーとなって、「全

パン連の強み」や「10年後の目指す学校給食」

について議論されました。

その後、 農林水産大臣感謝状（木元繁副会

長）、文部科学大臣感謝状（地原忠実・嶋内八

郎両常務理事）、 厚生労働大臣感謝状（宮崎宗

一郎副会長）の授与式を実施しました。また、

全パン連会長表彰の53名を代表して北海道パ

ン・米飯協同組合の北島孝雄氏、全パン連・員

外監事の沼間永有氏の2名に表彰状を授与しま

した。

祝賀会は、桑野龍一会長の挨拶後、パン産業

振興議員連盟会長の中曽根弘文参議院議員、平

口洋法務大臣、上野賢一郎厚生労働大臣、鈴木

憲和農林水産大臣、日本パン工業会飯島延浩会

長から御挨拶を頂き、前鶴俊哉製粉協会会長の

乾杯挨拶でとり行われました。また高市内閣総

理大臣の祝電が披露されるとともに、催し物と

して立教大学体育会応援団・チアリーディング

部から「フレフレ全パン連！フレフレ全パン

連！」とエールが送られ、創立70周年のお祝い

に花が添えられました。結びに小野曜副会長の

締めで成功裏に終了しました。

� 【全日本パン協同組合連合会・鈴木】

シンポジウム（第1部） シンポジウム（第2部）
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★「そばの花観察運動」などを実施しています
一般社団法人日本麺類業団体連合会・全国麺

類生活衛生同業組合連合会（会長・理事長＝田
中秀樹）では、毎年「そばの花観察運動」を実
施しています。今年で42回目を迎えるこの事業
は、小学生を対象として、そばの種子を植え、
花になるまでの成長を学ぶとともに、開花時期
にそばの花の写生画を描いて提出していただい
ています。現在作品の応募受付中です。

前回（第41回）は全国から656作品が寄せら
れ、令和7年12月に審査会を実施、最優秀賞1点、
優秀賞2点、努力賞10点、日麺連賞10点、佳作
100点を選定しました。最優秀賞に選ばれたの
は、福島県白河市立白河第一小学校5年生の村
田楓牙（むらた・ふうが）さんの作品でした。

また、8月には「第16回全国高校生そば打ち
選手権大会」を、東京都港区・東京都立産業貿
易センター浜松町館において開催しました。今
回は全国から18校・23チーム（1校2チームまで
出場可）、90余名の選手が日頃の練習の成果を
競いました。優勝校には文部科学大臣賞、最優
秀選手には農林水産大臣賞を授与しています。

結果は、啓新高等学校（福井県）が大会4連覇
を果たし、 そばの主産地である福井県のPRに

も貢献しています。
次回、第17回大会は2027年7月26日（月）に今

年と同じ会場にて開催を予定しています。

＜大会結果＞
優　勝（文部科学大臣賞）
　　　　啓新高等学校A（福井県）
準優勝　北海道幌加内高等学校A
第3位 　啓新高等学校B（福井県）
第4位 　長野県長野吉田高等学校戸隠分校
第5位 　長野県下高井農林高等学校
第6位 　大分県立高田高等学校A
第7位 　北海道幌加内高等学校B
第8位 　栃木県立栃木農業高等学校
第9位 　松本第一高等学校A
第10位　広島県立西条農業高等学校A
※第4位～第10位は「敢闘賞」
＜最優秀選手賞＞

（農林水産大臣賞）
市谷　陵賀さん（啓新高等学校A）
＜優秀選手賞＞
南　 和磨さん（北海道幌加内高等学校A）
淡海　慧斗さん（啓新高等学校B）
� 【（一社）日本麺類業団体連合会・田中】

「第16回全国高校生そば打ち選手権大会」優勝・第3
位の啓新高等学校

「第41回そばの花観察運動」最優秀賞作品

農林水産省からのお知らせ
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め、ロシア及びウクライナを
除く主要輸出国で前年度比で
の減産が見込まれることから
8億2,100万トン（前年度比2.8
％減）、消費量は、主として
インドにおける豊富な国内供
給量に支えられた増加によ
り、過去最高の8億2,767万ト
ン（同0.7％増）、 輸出量は北
アフリカ及び近東アジアでの
生産増による輸入需要の減少
から2億504万トン（同5.1％
減）、 期末在庫量は2億7,854
万トン（同2.3％減）と予測

［表1～3］。
デュラム小麦の2026/27年

度の生産量は、4大輸出国の
うちメキシコを除くカナダ、
EU、 アメリカでは前年度比
で減産となるものの、トルコ、
アルジェリア、モロッコでの
増産により過去最高の3,954
万トン（前年度比3.4％増）、
消費量は3,775万トン（同2.5
％増）、輸出量はトルコ等で
の増産による輸入需要の減少
により814万トン（同15.6％
減）、期末在庫量は、消費量
を上回る生産量が続いている
ことから1,069万トン（同20.1
％増）と予測［表4］。
� （IGC/GMR578　2026.7.16）

国際穀物理事会（IGC）、穀

物市場レポート（2026年7月）

を発表

2026/27年度の世界の小麦
生産量は、西ヨーロッパの熱
波、アメリカの干ばつをはじ

（1）アメリカ農務省経済調査

局（USDA/ERS）、"Wheat 

Outlook"（2026年8月）を発表

2026/27年度の小麦生産量
は、作付面積の減少と深刻な
干ばつ被害により1970/71年
度以降で最低の4,166万トン

（前年度比22.9％減）で、特に
ハード・レッド・ウインター

（HRW）小麦は1957/58年度
以降で最低の1,259万トン（同
42.5％減）、 その他銘柄もす
べて前年度を下回ると予測。
国内消費量は飼料用の減少に
より2 ,991万トン（同3 .3％
減）、輸出量は生産量の減少

により2,109万トン（同14.6％
減）となり、 うちHRW小麦
は前年度比34.6％減が見込ま
れる。 期末在庫量も1,951万
トン（同22.1％減）に減少と
予測。平均農場価格は6.20ド
ル/ブッシェル（前年度5.06ド
ル）と予測［表5～6］。
� （USDA/ERS　2026.8.14）

（2）General Mills（GM）社、

臭素酸カリウム（PB）調査で

標的に

フロリダ州司法長官は、同
州で販売されたPB含有製品
に関する調査の一環として、
同州不正取引防止法に基づき
GM社に民事召喚状を送付し
た。 同社はPBを含む製品す

べてに関する文書の提出が求
められている。小麦粉改良剤
や生地調整剤として使用され
るPBについては、 国際がん
研究機関（IARC）が「人に対
して発がん性がある可能性が
ある」としている。本年初め、
アメリカ製パン協会は2026年
末までにPBの使用を段階的
に廃止するとの自主的取組を
発表。EUでは1990年、 カナ
ダでは1994年、中国では2005
年、インドでは2016年、その
他多くの国で食品添加物とし
ての使用が禁止されている。

（Food Business News　2026.�
7.16）

　　　　世界

海外短信海外短信

　　　　アメリカ
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アルゼンチンの小麦需給予測

（アメリカ農務省海外農業局

（USDA/FAS）報告）

2026/27年度の小麦生産量
は、収穫面積が前年度をわず
かに下回り（3.0％減）、単収

が記録的な豊作となった前年
度産には及ばないことから
2,160万トン（前年度比22.6％
減）と予測。生育初期段階の
状況は概ね良好だが、エルニ
ーニョ現象による影響が8月
から出ると見られ、成熟期と
収穫期における過度の降雨が
懸念される。消費量は主とし

て飼料用の減少により760万
トン（同3.8％減）、 輸出量は
生産量の減少予測により
1,550万トン（同16.2％減）、
期末在庫量は265万トン（同
35.9％減）と予測［表7］。
� （USDA/FAS　2026.7.23）

欧 州 穀 物 等 貿 易 協 会

（ C O C E R A L ）、 " C R O P 

FORECAST"特別予測を発表

欧州の熱波被害を受けて
COCERALが7月に発表した
特別予測（注）によれば、2026
年のEU27カ国の軟質小麦の

生産量は、フランス、ドイツ、
オーストリア、ポーランド、
ハンガリー、スペイン等での
熱波による単収減により1億
2 , 727万トン（前年比7 .7％
減）、他方、非EU5カ国はほ
とんど影響を受けておらず、
同生産量は4,294万トン（同
6.8％増）、欧州合計（EU＋非
EU）では1億7,021万トン（同

4.4％減）と予測。デュラム小
麦（EU27カ国のみ）の2026年
の生産量は758万トン（同10.3
％減）と予測［表9］。

（注）COCERALの予測発表
時期は、通常、3月、6月、9月、
12月の年4回。

（ C O C E R A L  " C R O P 
FORECAST"　2026.7.10）

農業園芸開発委員会（AHDB）、

食用小麦粉統計を更新

2025/26年度の小麦挽砕量

は、1995/96年度（539万トン）
以降で最低の536万トン（前
年度比8.1％減）、小麦粉生産
量は、1994/95年度（428万ト
ン）以降で最低の426万トン

（同6.4％減）。この減少は、

グルテンフリーや低炭水化物
摂取等の健康要因、物価高に
よる高級品の買い控え・食べ
控え等の経済的要因によると
考えられる［表8］。
� （AHDB　2026.8.6）

インドの小麦需給予測（アメ

リ カ 農 務 省 海 外 農 業 局

（USDA/FAS）報告）

2026/27年度の小麦生産量
は、収穫面積の増加により豊
作だった前年度をさらに上回

る1億2,066万トン（前年度比
2.3％増）と予測。政府による
最低支持価格（MSP）での調
達は、 市場価格がMSP（269
ドル/トン）を下回るため、
政府の調達目標3,030万トン
を上回る3,600万トンに達す
る見込み。政府は余剰在庫を
より多く市場に放出すると見

込まれる。消費量は1億1,256
万トン（同4.4％増）、 輸出量
は前年度の24万トンから200
万トンに増加し、期末在庫量
は2,800万トン（同28.4％増）
と予測［表10］。
� （USDA/FAS　2026.6.18）

　　　　EU

　　　　インド

　　　　イギリス

　　　　アルゼンチン
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インドネシアの小麦需給予測

（アメリカ農務省海外農業局

（USDA/FAS）報告）

2026/27年度の小麦消費量
は、引き続く人口増加、都市
化の進展等により1,270万ト

ン（前年度比4.1％増）、輸入
量は、世界的な生産量の減少
見込みから1,250万トン（同
3.8％減）と予測。政府は、食
用小麦の輸入は製粉業者にの
み許可し、飼料用小麦の輸入
は国営企業に限定している。
2025年7月にインドネシア製
粉業者協会（APTINDO）がア

メリカ小麦連合会（USWA）
と締結した覚書では、2026～
30年に最低100万トン/年を購
入するとしている。期末在庫
量は輸入量の減少により123
万トン（同33.8％減）と予測

［表11］。
� （USDA/FAS　2026.7.23）

ロシアの攻撃でウクライナの

黒海穀物輸送航路が麻痺

ロシアによる港湾インフラ
や商船への攻撃の激化によ

り、ほとんどの船主が黒海沿
岸港への船舶の寄港を停止
し、小麦の主要輸出国である
同国の穀物輸出ルートが事実
上麻痺状態に陥っている。7
月23日、Taras Vysotskyi農
業大臣は、黒海沿岸の港湾に

おける農産物輸出のための船
舶交通が船主側の安全上の懸
念により完全に停止したと述
べた。通常、黒海穀物輸送航
路は同国の農産物輸出の約90
％を担っている。
�（Milling＆Grain　2026.7.28）

オーストラリアの小麦需給予

測（アメリカ農務省海外農業

局（USDA/FAS）報告）

2026/27年度の小麦生産量
は、今後、エルニーニョ現象
により同国中部及び東部全域
での降雨量不足が懸念される

ものの、現時点では良好な生
育状況にあり、豊作の前年度
は下回るものの、3,100万ト
ン（前年度比13.9％減）と予
測。消費量は1,015万トン（同
4.2％減）と予測。これは、中
国からの飼料用大麦需要が伸
びて大麦価格が上昇したこと
から、国内的には小麦の飼料
用 需 要 が 伸 び た も の の 、

2026/27年度はこの動きが緩
和すると見込まれるため。輸
出量は豊富な期首在庫等によ
り2,450万トン（同6.5％増）、
期末在庫量は、前年度比での
生産量減少及び輸出量増加を
受けて319万トン（同51.7％
減）と予測［表12］。
� （USDA/FAS　2026.7.24）

（1）トルコに次ぐ世界第2位

の小麦粉輸出国の地位を維持

する見込み

カザフスタン穀物加工業者
連合によれば、2025年の同国

の小麦粉生産量は362.4万ト
ン、輸出量は192.8万トン（約
4億8,100万ドル）となった。
アフガニスタン、ウズベキス
タン、タジキスタン、キルギ
スタン、トルクメニスタンが
引き続き主要輸出先。飼料用
小麦粉の輸出も2025年は290

万トン（約6億ドル）となり、
特に中国への輸出が急速に拡
大している。国内市場では国
産小麦粉が99.4％を占め、年
間小麦挽砕能力は約1,100万
トン。
� （APK Inform　2026.7.6）

　　　　インドネシア

　　　　ウクライナ

　　　　オーストラリア

　　　　カザフスタン

製粉振興 2026. 943



海外短信

（1）カナダ国境サービス庁

（CBSA）、輸入小麦グルテン

へのダンピング調査開始

CBSAは、ADM Agr i -
Industries社が提出した申し
出を受けて、イタリア、ポー
ランド、イギリスを原産地又
は輸出国とする小麦グルテン
のダンピング疑いについて、
特別輸入措置法に基づく調査
を6月19日に開始。CBSAは
90日以内に予備的な決定を行
う予定。

� （CBSA　2026.6.19）

（2）カナダ農業農産食料省

（AAFC）、主要穀物予測（2026

年7月）を発表

2026/27年度の小麦（デュ
ラム小麦を除く） の生産量
は、小麦に比べて収益性が高
い油糧種子等への転換による
作付面積の減少と単収の減少
により2,922万トン（前年度比
11.0％減）、 消費量は主とし
て飼料用等の減少により732
万トン（同4.8％減）、 輸出量
は前年度を若干下回る2,320
万トン（同0.9％減）、 期末在

庫量は430万トン（同21.8％
減）と予測。

2026/27年度のデュラム小
麦の生産量も作付面積及び単
収の減少により604万トン

（前年度比15.3％減）、消費量
は主として飼料用等の減少に
より70万トン（同32.9％減）、
輸出量は北アフリカなど主要
輸出先での生産増により前年
度を下回る515万トン（同8.0
％減）、期末在庫量は120万ト
ン（同20.0％増）と予測［表

14］。
（AAFC "Outlook for Principal 
Field Crops" 2026.7.20）

First Mills（FM）社の新たな製

粉工場が操業開始

FM社がQassimに建設（施

工はBühler社（スイス））した
小麦挽砕能力600トン/日（年
間20.1万トン）のC工場が操
業を開始。これによりAl-
Qassim製粉工場の総挽砕能
力は1,500トン/日となった。

F M 社 は Q a s s i m の 他 、
Jeddah、Tabuk、Al Ahsaで
製粉工場を運営している。
�（World-Grain.com　2026.8.3）

（2）カザフスタンの小麦需給

予測（アメリカ農務省海外農

業局USDA/FAS）報告）

2026/27年度の小麦生産量
は、一部地域における高温と
降雨不足により1,500万トン

（前年度比22.4％減）、消費量
は、生産量の減少で主に飼料
用等が減少するため768万ト
ン（同17.9％減）、輸出量も生
産量の減少により900万トン

（同21.7％減）と予測。期末在

庫量は、生産量及び輸入量の
減少を受けて193万トン（33.6
％減）と予測［表13］。
� （USDA/FAS　2026.7.14）

内戦後初めて小麦の国内自給

を達成

シリア穀物公社は、今収穫

期に農家から270万トン強の
小麦を買い入れたと発表。同
国の年間需要推定量255万ト
ンを公式に上回り、内戦が勃
発した2011年以来初めて国内
自給を達成した。内戦前、同

国は平均410万トンの小麦を
生産していた。

（Mil l ing Middle East & 
Africa　2026.8.10）

　　　　カナダ

　　　　シリア

　　　　サウジアラビア
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Olam Agri社、製粉施設の小

麦挽砕能力を倍増

シンガポールに拠点を置

き、サウジアラビア農業畜産
投資会社が80％の株式を保有
する同社は、2012年からセネ
ガルで製粉事業に参入。7月9
日、Diamniadioにある同社
製粉施設において、Diop産

業通商大臣出席のもとで拡張
施設の開所式を行った。同施
設の小麦挽砕能力は年間36万
トン（同国の小麦消費量は80 
万トン/年）に倍増。
�（World-Grain.com　2026.8.5）

タジキスタンで新しい製粉工

場が操業開始

Iroda Invest社は、Sughd
州Bobojon Ghafurov地区に
小麦挽砕能力200トン/日（主
にデュラム小麦）の製粉工場
を新設。7月8日、Rahmon大

統領出席のもとで操業開始式
が行われた。

（World-Grain.com　2026.7.�
10）

中国の小麦需給予測（アメリ

カ農務省海外農業局（USDA/

FAS）報告）

2026/27年度の小麦生産量
は、近年の収穫面積及び単収

の安定的な推移により、過去
最高の1億4,100万トン（前年
度比0.7％増）と予測。消費量
は前年度同の1億5,000万トン
で、全粒粉や機能性小麦粉な
ど、より高品質かつ健康志向
の小麦粉製品へのシフトが継
続している。輸入量も前年度

同の600万トン、引き続き消
費量が供給量（期首在庫を除
く）を上回っていることから
期末在庫量は1億1,885万トン

（同3.3％減）と予測［表15］。
� （USDA/FAS　2026.7.3）

（1） トルコの小麦需給予測

（アメリカ農務省海外農業局

（USDA/FAS）報告）

2026/27年度の小麦生産量
は、生産地の大部分で十分な
降雨量と好天が続いたことか
ら過去最高の2,250万トン（前
年度比33.9％増）、消費量は、
一部生産地での多雨による品
質低下で飼料用向けの増加が

見込まれることから1,875万
トン（同4.5％増）、 輸入量は
生産量の増加により500万ト
ン（同21.9％減）、輸出量（小
麦換算）は600万トン（同7.7
％減）、期末在庫量は生産量
の増加により582万トン（同
89.6％増）と予測。2025/26年
度の輸入量640万トンのうち
620万トンがロシア産［ 表

16］。
� （USDA/FAS　2026.7.15）

（2）製粉用小麦の輸出を再開

トルコ穀物委員会（TMO）
は、堅調な生産見通しを受け
て、2025年3月から停止して
いた製粉用小麦の輸出を7月
29日から再開すると発表（輸
出には引き続きTMOの承認
が必要）。トルコ統計局の推
計では、今シーズンの小麦生
産量は前年比26.7％増の約
2,280万トン。

（Miller Magazine　2026.7.�
29）

　　　　セネガル

　　　　タジキスタン

　　　　中国

　　　　トルコ
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パキスタンの小麦需給予測

（アメリカ農務省海外農業局

（USDA/FAS）報告）

2026/27年度の小麦生産量
は、収穫面積は増加（前年度

比3.3％増）するものの、近年
の気候変動による単収減少傾
向を受けて2,900万トン（同
0.1％増）と予測。2025年8月
のモンスーンによる在庫損失
や政府の小麦調達政策の変更

（政府主導の調達から市場原
理への移行）等による市場の

混乱で国内価格が上昇したこ
とから、 消費量は3,000万ト
ン（同2.3％減）と予測。政府
による小麦輸入禁止措置は継
続中。期末在庫量は181万ト
ン（同35.3％減）と予測［表

17］。
� （USDA/FAS　2026.7.1）

ブラジルの小麦需給予測（ア

メ リ カ 農 務 省 海 外 農 業 局

（USDA/FAS）報告）

近年の不作や価格変動に加
え、投入コストの上昇により、

より収益性が高く、天候リス
クの影響を受けにくい作物へ
の転換が進み、2026/27年度
の小麦収穫面積は200万ha

（前年度比18.2％減）に減少す
ることから、小麦生産量は
610万トン（同22.5％減）と予
測。消費量は1,250万トン（同

0.7％増）、輸入量は生産量の
減少見込みから720万トン

（同9.1％増）、 期末在庫量は
181万トン（同37.8％減）と予
測［表18］。
� （USDA/FAS　2026.8.5）

Puratos社が小麦粉分析セン

ターを開設

製パン、製菓、チョコレー

トの原材料を製造・販売する
同社は、Groot-Bijgaardenに　
ある本社に小麦粉分析センタ
ーを開設。作物の進化とその
パン・菓子製品への影響、小
麦粉の品質を安定させるため

の原材料の特定、小麦粉分析
技術の進歩などの重点的な研
究イニシアチブを主導する予
定。

（World-Grain.com　2026.6.�
18）

メキシコの小麦需給予測（ア

メ リ カ 農 務 省 海 外 農 業 局

（USDA/FAS）報告）

2026/27年度の小麦収穫面
積は、 主産地のSonora州に
おける貯水池水位の部分的回
復により、干ばつ被害を受け
た前年度に比べて29.0％増の
40万haに回復するものの、

過去10年平均を31％下回る水
準。生産量は200万トン（前
年度比14.3％増）と予測。政
府は中小農家支援のため、パ
ン用小麦の栽培面積8ha以下
又は生産量50トン以下の生産
者には435ドル/トン、140ト
ン以下の生産者には402ドル/
トンの保証価格（通常の農場
出荷価格より約60～70％高い
水準）を設定。消費量は人口
増加により770万トン（同1.3

％増）、輸入量は生産量が引
き続き十分ではないことから
590万トン（同1.7％増）と予
測。期末在庫量は前年度比で
の生産量増加と輸入量増加に
より50万トン（同11.1％増）
と予測。2026年時点の小麦挽
砕能力は95の製粉工場で
1,120万トン/年［表19］。
� （USDA/FAS　2026.6.23）

　　　　パキスタン

　　　　ブラジル

　　　　ベルギー

　　　　メキシコ
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輸入軟質小麦に170％の関税

を課す措置を8月末まで延長

政府は、生産増が見込まれ
る国産小麦の販売促進を優先
的に図るため、輸入軟質小麦

に170％の関税を課す措置を6
月1日から7月末まで実施する
としたが、労働力不足、農機
具の老朽化、降雨等により集
荷が滞っているため、同措置
を8月末まで延長すると発表。
同国は約3カ月分の備蓄量を
有しているが、穀物業界団体

は、9月以降の需要に間に合
うよう輸入が再開されない場
合、供給に圧力がかかる可能
性があると指摘。

（Mil l ing Middle East & 
Africa　2026.7.25）

業界団体、黒海での船舶輸送

の混乱によるロシア産小麦の

輸出供給不足を警告

ロシア穀物輸出業者・生産
者連合会は、7月31日、ウク
ライナによる商業船舶や港湾
インフラへの攻撃の激化によ
る黒海での船舶輸送の混乱が
続けば、国際市場へのロシア
産小麦の供給量が大幅に減少

し、価格が急騰する可能性が
あると警告した。同連合会に
よれば、「ロシア産小麦の供
給不足は3,000～3,500万トン
に達し、世界の小麦貿易総量
の約15％に相当する可能性が
ある」としている。同国では海
上輸送リスクの高まりを理由
に7月下旬からNovorossiysk
やTamanにある輸出ターミ
ナルへの穀物搬入を制限して
おり、輸出業者は一部貨物を
バルト海の港湾に振り向ける

可能性を検討している。
さらに、ロイター通信によ

れば、Novorossiyskにある国
内最大級の穀物輸出ターミナ
ル2カ所がウクライナのドロ
ーン攻撃により8月12日に操
業を停止。両ターミナル合計
の穀物輸出能力は1,560万ト
ン/年。

（Miller Magazine　2026.8.3、
8.12）

　　　　モロッコ

　　　　ロシア
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［表1］世界及び主要小麦輸出国の小麦需給予測（IGC　2026年7月）� （百万トン）
国　名

（　）内は穀物年度
期首

在庫量 生産量 輸入量
d） 供給量計 消　費　量 輸出量

d）
期末

在庫量食用 工業用 飼料用 計 a）
アルゼンチン（12月／11月）

2024/25 4.7 18.5 0.1 23.3 5.5 0.1 0.3 6.7 14.1 2.5
2025/26 推定 2.5 27.9 0.0 30.4 5.8 0.1 0.5 7.5 19.5 3.4
2026/27 予測 3.4 21.2 0.0 24.6 6.0 0.1 0.3 7.3 14.4 2.9

オーストラリア（10月／9月）
2024/25 2.4 34.1 0.2 36.7 2.6 0.6 5.5 9.3 23.5 4.0
2025/26 推定 4.0 36.0 0.2 40.2 2.6 0.6 6.0 9.8 24.5 5.9
2026/27 予測 5.9 27.7 0.2 33.8 2.6 0.6 4.6 8.3 22.0 3.5

カナダ（8月／7月）
2024/25 5.3 35.9 0.7 41.9 3.3 0.7 3.3 8.5 29.3 4.1
2025/26 推定 4.1 40.0 0.8 44.8 3.2 0.7 3.9 9.1 29.7 6.0
2026/27 予測 6.0 36.7 0.8 43.5 3.1 0.7 3.6 8.6 29.5 5.4

EU（27）（7月／6月）
2024/25 16.9 119.0 11.8 147.7 49.1 9.3 44.9 109.2 28.2 10.3
2025/26 推定 10.3 143.4 7.7 161.4 49.2 10.0 48.5 113.8 32.3 15.3
2026/27 予測 15.3 135.7 7.0 158.0 49.3 10.2 47.0 112.6 31.8 13.6

カザフスタン （7月／6月）
2024/25 2.4 18.6 0.5 21.6 1.5 0.0 2.7 8.3 10.1 3.2
2025/26 推定 3.2 19.3 1.3 23.8 1.5 0.0 2.6 8.7 12.0 3.1
2026/27 予測 3.1 15.3 0.6 19.0 1.5 0.0 2.1 7.8 9.1 2.1

ロシア（7月／6月）
2024/25 11.8 81.7 0.4 93.9 13.5 1.7 16.0 39.0 45.1 9.8
2025/26 推定 9.8 90.3 1.0 101.1 13.6 1.7 18.0 41.9 47.2 12.1
2026/27 予測 12.1 89.8 1.0 102.8 13.6 1.7 18.5 42.4 47.7 12.8

ウクライナ（7月／6月）
2024/25 1.3 25.4 0.1 26.7 4.0 0.1 2.2 9.0 16.8 0.9
2025/26 推定 0.9 26.0 0.1 26.9 4.0 0.1 3.0 10.2 15.0 1.7
2026/27 予測 1.7 26.1 0.1 27.9 4.0 0.1 3.0 10.2 16.0 1.7

アメリカ（6月／5月）
2024/25 19.0 53.9 4.1 76.9 26.1 0.4 3.0 30.9 22.7 23.3
2025/26 推定 23.3 54.0 3.4 80.7 26.0 0.4 3.2 30.9 24.8 25.0
2026/27 予測 25.0 41.8 3.8 70.6 26.0 0.4 2.2 29.9 21.3 19.5

主要輸出国 計　b）
2024/25 63.7 387.0 17.9 468.7 105.6 12.8 78.0 221.0 189.7 58.0
2025/26 推定 58.0 436.9 14.5 509.3 105.8 13.6 85.6 231.9 204.9 72.5
2026/27 予測 72.5 394.3 13.4 480.2 106.1 13.8 81.3 227.1 191.7 61.5

中　国（7月／6月）
2024/25 140.1 140.1 4.3 284.6 99.3 7.2 28.0 146.3 1.2 137.1
2025/26 推定 137.1 140.1 6.1 283.3 99.8 7.2 28.0 146.8 1.3 135.2
2026/27 予測 135.2 140.5 6.3 282.0 99.6 7.5 28.0 146.9 1.3 133.9

インド（4月／3月）
2024/25 7.5 113.3 0.6 121.4 94.0 4.3 6.0 109.3 0.2 11.9
2025/26 推定 11.9 117.9 0.5 130.3 92.9 4.2 6.0 108.3 0.2 21.8
2026/27 予測 21.8 120.7 0.2 142.6 95.6 4.2 7.5 112.8 1.9 28.0

世界 計
2024/25 272.4 800.8 197.1 1,073.2 559.6 28.4 151.6 810.1 197.1 263.1
2025/26 推定 263.1 844.5 216.1 1,107.5 567.3 28.7 159.6 822.3 216.1 285.2
2026/27 予測 285.2 821.0 205.0 1,106.2 575.2 29.2 156.0 827.7 205.0 278.5

世界 計 （中国を除く）
2024/25 132.3 660.7 192.8 794.2 460.3 21.2 123.6 663.9 195.9 126.0
2025/26 推定 126.0 704.4 210.0 831.6 467.5 21.5 131.6 675.5 214.8 150.0
2026/27 予測 150.0 680.5 198.7 831.8 475.6 21.7 128.0 680.8 203.7 144.7

a）種子用及び廃棄分を含む。　b）主要輸出国はアルゼンチンからアメリカまで。　d）二次製品の推定貿易量を含む。
e）IGC7月/6月データ（二次製品の貿易量を除く）

（注）本表の輸出入の値が他表で引用する貿易量の値より若干多い場合があるのは、二次製品を含むためである。
（出典）IGC/GMR578　2026.7.16
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［表2］世界の小麦生産量（IGC　2026年7月）� （百万トン）
地域・国名 2023/24 2024/25 2025/26（推定） 2026/27（予測）

ヨーロッパ 151.9 134.5 160.5 154.5
 EU 133.1 119.0 143.4 135.7
　ブルガリア 6.6 6.8 7.3 7.2
　チェコ 5.2 4.6 5.2 4.5
　デンマーク 3.6 3.4 4.1 3.7
　フランス 36.4 26.7 34.4 33.0
　ドイツ 21.5 18.8 23.0 22.5
　ハンガリー 5.9 5.2 5.7 5.5
　ギリシャ 1.3 1.2 1.1 1.3
　イタリア 6.7 6.0 6.1 6.3
　ポーランド 13.1 12.3 13.4 12.2
　ルーマニア 9.5 9.2 12.9 13.0
　スロバキア 2.5 1.9 2.3 1.7
　スペイン 3.9 7.0 8.3 6.9
　スウェーデン 2.7 2.9 3.8 3.3
　その他 14.2 13.0 15.8 14.6
 セルビア 3.4 2.9 3.7 3.8
 イギリス 14.0 11.1 12.0 13.5
 その他 1.4 1.4 1.5 1.6
CIS 146.6 140.8 150.1 146.3
　カザフスタン 12.1 18.6 19.3 15.3
　ロシア 91.5 81.7 90.3 89.8
　ウクライナ 28.4 25.4 26.0 26.1
　その他 14.5 15.2 14.5 15.1
北中米 86.0 92.4 95.7 80.6
　カナダ 33.4 35.9 40.0 36.7
　メキシコ 3.5 2.6 1.8 2.0
　アメリカ 49.1 53.9 54.0 41.8
　その他         T         T         T         T
南米 28.5 30.9 40.4 31.4
　アルゼンチン 15.9 18.5 27.9 21.2
　ブラジル 8.1 7.9 7.9 6.3
　チリ 1.2 1.2 1.2 1.2
　ウルグアイ 1.7 1.5 1.6 1.2
　その他 1.6 1.8 1.9 1.6
近東アジア 45.8 47.6 38.6 47.2
　イラン 14.0 16.0 13.0 14.5
　イラク 5.2 6.3 5.0 5.5
　サウジアラビア 1.2 1.2 1.1 1.1
　シリア 3.0 3.0 1.2 3.0
　トルコ 22.0 20.8 18.0 22.8
　その他 0.4 0.3 0.4 0.4
極東アジア 284.6 294.9 295.7 299.9
 アジア太平洋 138.4 141.8 141.6 142.2
　中国 136.6 140.1 140.1 140.5
　その他 1.8 1.7 1.5 1.6
 南アジア 146.3 153.1 154.1 157.7
　アフガニスタン 4.4 4.8 4.5 4.8
　インド 110.6 113.3 117.9 120.7
　パキスタン 28.2 31.8 28.4 29.0
　その他 3.2 3.2 3.3 3.3
アフリカ 25.8 25.1 27.0 32.9
 北アフリカ 16.3 15.7 17.3 22.7
　アルジェリア 2.7 2.9 3.2 4.0
　エジプト 8.9 9.0 9.2 9.8
　リビア 0.1 0.1 0.1 0.1
　モロッコ 4.2 2.5 3.5 7.3
　チュニジア 0.4 1.2 1.3 1.5
 サハラ以南 9.5 9.5 9.7 10.2
　エチオピア 5.8 6.2 6.5 6.8
　南アフリカ 2.1 1.9 1.9 1.9
　その他 1.6 1.3 1.3 1.6
オセアニア 26.4 34.6 36.4 28.1
 オーストラリア 26.0 34.1 36.0 27.7
世界計 795.5 800.8 844.5 821.0

（注）Tは5万トン以下
（出典）IGC/GMR578　2026.7.16
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［表3］世界の小麦貿易量（7月/6月）（IGC　2026年7月）� （百万トン）
輸入国 2023/24 2024/25 2025/26（推定） 2026/27（予測）

ヨーロッパ 17.7 15.7 11.1 10.2
　アルバニア 0.2 0.2 0.3 0.3
　EU 13.7 11.3 7.2 6.5
　ノルウェー 0.4 0.4 0.4 0.5
　スイス 0.5 0.6 0.6 0.6
　その他 2.9 3.2 2.7 2.4
CIS 10.6 10.1 12.8 10.4
　アゼルバイジャン 1.1 1.5 1.3 1.4
　ジョージア 0.4 0.5 0.5 0.5
　ロシア 0.5 0.3 0.9 0.9
　タジキスタン 1.2 1.3 1.5 1.4
　ウズベキスタン 3.6 4.4 5.5 4.0
　その他 3.7 2.1 3.1 2.3
北中米 12.7 13.4 13.3 14.1
　キューバ 0.6 0.3 0.5 0.5
　メキシコ 5.2 5.5 5.8 6.2
　アメリカ 3.0 3.2 2.5 2.8
　その他 3.9 4.2 4.6 4.6
南米 13.8 16.2 16.5 17.1
　ボリビア 0.2 0.2 0.4 0.3
　ブラジル 6.0 7.5 6.5 6.9
　チリ 1.0 1.1 1.4 1.4
　コロンビア 2.0 2.0 2.0 2.1
　エクアドル 1.2 2.0 2.3 2.4
　ペルー 2.2 2.1 2.2 2.3
　ベネズエラ 1.2 1.1 1.7 1.6
　その他 0.1 0.2 0.1 0.1
近東アジア 30.1 23.9 30.4 28.0
　イラン 2.4 1.0 2.5 2.4
　イラク 2.4 1.7 1.7 2.1
　イスラエル 1.6 1.9 2.5 2.2
　ヨルダン 0.8 1.0 1.2 1.2
　クウェート 0.5 0.6 0.5 0.6
　レバノン 1.0 1.2 1.1 1.0
　サウジアラビア 3.7 3.9 4.2 4.0
　シリア 0.4 0.6 1.4 1.0
　トルコ 10.0 4.9 8.1 6.0
　UAE 1.8 1.7 1.9 2.0
　イエメン 3.9 3.7 3.8 4.0
　その他 1.6 1.6 1.8 1.7
極東アジア 72.0 56.9 66.4 64.2
　太平洋アジア 56.0 45.1 52.2 49.7
　　中国 14.0 4.1 5.8 6.0
　　インドネシア 13.0 10.7 13.0 12.1
　　日本 5.2 5.6 5.5 5.3
　　北朝鮮 0.1 0.1 0.1 0.1
　　韓国 4.2 3.9 4.6 4.5
　　マレーシア 2.0 2.0 2.0 2.1
　　フィリピン 7.0 6.4 7.4 7.0
　　シンガポール 0.6 0.4 0.4 0.5
　　台湾 1.3 1.4 1.4 1.4
　　タイ 3.0 4.0 3.7 3.5
　　ベトナム 4.9 5.5 7.2 6.1
　　その他 0.9 1.1 1.1 1.2
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輸入国 2023/24 2024/25 2025/26（推定） 2026/27（予測）
　南アジア 16.0 11.8 14.1 14.5
　　バングラデシュ 5.9 5.6 7.7 6.8
　　インド 0.6 0.6 0.5 0.2
　　パキスタン 3.8 0.1 T 1.2
　　スリランカ 0.9 1.0 1.2 1.3
　　その他 4.7 4.5 4.8 5.0
アフリカ 56.7 60.6 65.1 60.7
　北アフリカ 31.1 31.3 33.8 28.9
　　アルジェリア 8.8 8.9 8.9 8.5
　　エジプト 12.8 12.5 14.1 12.5
　　リビア 1.3 1.5 2.2 2.2
　　モロッコ 6.5 6.3 6.8 4.0
　　チュニジア 1.7 2.0 1.9 1.7
　サハラ以南 25.6 29.3 31.2 31.8
　　コートジボワール 0.9 1.2 1.0 1.1
　　エチオピア 1.2 1.1 1.3 1.1
　　ケニア 2.5 2.2 3.1 2.9
　　ナイジェリア 4.8 6.3 5.8 6.1
　　南アフリカ 2.3 2.0 2.2 2.2
　　スーダン 2.0 2.3 2.6 2.6
　　その他 12.0 14.2 15.4 15.9
オセアニア 1.4 1.1 1.4 1.4
　ニュージーランド 0.6 0.6 0.7 0.7
　その他 0.7 0.6 0.7 0.7
不詳 2.9 2.0 1.9 1.9
小計 217.8 199.9 218.9 207.9
除く製品貿易 2.6 2.7 2.8 2.8
世界計 215.2 197.1 216.1 205.0

輸出国 2023/24 2024/25 2025/26（推定） 2026/27（予測）
アルゼンチン 7.9 11.2 19.5 14.3
オーストラリア 22.5 21.1 24.0 23.0
カナダ 25.6 28.4 29.8 29.5
EU 36.9 26.1 30.1 29.6
カザフスタン 8.4 10.0 11.9 9.0
ロシア 55.5 45.0 47.0 47.5
ウクライナ 19.2 16.8 15.0 16.0
アメリカ 19.4 22.7 24.8 21.0
ブラジル 2.8 1.9 1.8 1.7
中国 0.3 0.2 0.2 0.2
インド 0.3 0.1 0.5 1.9
パキスタン 0.5 0.5 0.1 0.1
メキシコ 0.9 0.1 0.1 0.2
トルコ 7.4 4.4 4.1 4.1
その他 7.7 8.7 7.2 7.0
世界計 215.2 197.1 216.1 205.0

（出典）IGC/GMR578　2026.7.16
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［表4］デュラム小麦の主要輸出国の需給（IGC　2026年7月）� （百万トン）

国名（年度） 期初
在庫 生産 輸入a） 供給計

消費
輸出a） 期末

在庫食用 飼料用 計
カナダ（8月/7月）

2024/25 　　　 0.7 6.4 0.5 7.5 0.6b） 0.3c） 1.2 5.9 0.5
2025/26（推定） 0.5 7.1 0.5 8.1 0.5b） 0.3c） 1.1 5.9 1.0
2026/27（予測） 1.0 6.4 0.5 7.9 0.6b） 0.2c） 1.1 5.2 1.6

EU（27）（7月/6月）
2024/25 　　　 0.7 7.7 3.0 11.4 6.7 0.2 7.4 2.9 1.0
2025/26（推定） 1.0 8.1 2.7 11.7 6.8 0.2 7.6 3.3 0.8
2026/27（予測） 0.8 7.9 2.5 11.3 6.8 0.2 7.6 2.9 0.7

メキシコ（7月/6月）
2024/25 　　　 0.4 1.4 0.1 1.9 0.9 0.1 1.2 0.1 0.6
2025/26（推定） 0.6 0.6 0.3 1.3 1.0 0.0 1.0 0.1 0.3
2026/27（予測） 0.3 1.0 0.3 1.4 1.0 0.1 1.2 0.2 0.3

アメリカ（6月/5月）
2024/25 　　　 0.6 2.2 1.8 4.5 2.6 0.4 3.1 0.7 0.8
2025/26（推定） 0.8 2.3 1.6 4.7 2.4 0.2 2.7 1.1 0.9
2026/27（予測） 0.9 1.9 1.6 4.4 2.4 0.1 2.6 0.9 0.9

4大輸出国
2024/25 　　　 2.3 17.6 5.3 25.3 10.8 0.9 12.8 9.7 2.9
2025/26（推定） 2.9 18.1 4.7 25.8 10.7 0.7 12.4 10.5 3.1
2026/27（予測） 3.1 17.3 4.6 24.9 10.8 0.6 12.4 9.2 3.6

世界計
2024/25 　　　 6.3 36.9 9.1 43.2 33.4 0.5 35.7 9.1 7.5
2025/26（推定） 7.5 38.2 9.6 45.7 34.9 0.2 36.8 9.6 8.9
2026/27（予測） 8.9 39.5 8.1 48.4 35.7 0.1 37.8 8.1 10.7

注：a）セモリナと二次加工品を含む。　b）工業用を含む。　c）廃棄分と夾雑物を含む。　d）二次加工品を含まない。
出典：IGC/GMR578　2026.7.16

［表5］アメリカの小麦需給予測（USDA/ERS　2026年8月）
年度（6-5月） 単位 2022/23 2023/24 2024/25 2025/26 2026/27
作付面積 百万ha 18.52 20.06 18.73 18.34 17.26
収穫面積 百万ha 14.36 15.00 15.63 15.07 12.97
単収 トン/ha 3.13 3.27 3.44 3.58 3.21
　期首在庫量 百万トン 18.36 15.50 18.95 23.26 25.04
　生産量 〃 44.90 49.10 53.85 54.01 41.66
　輸入量 〃 3.31 3.75 4.07 3.40 3.81
供給量計 〃 66.56 68.35 76.88 80.67 70.51
　食用 〃 26.45 26.16 26.38 26.10 26.13
　種子用 〃 1.86 1.69 1.66 1.58 1.61
　飼料用他 〃 2.05 2.33 3.02 3.24 2.18
　国内消費量計 〃 30.36 30.18 31.06 30.92 29.91
　輸出量 〃 20.70 19.21 22.56 24.71 21.09
需要量計（a） 〃 51.06 49.39 53.62 55.63 51.00
期末在庫量（b） 〃 15.50 18.95 23.26 25.04 19.51
在庫率（b/a） % 30.4 38.4 43.4 45.0 38.2
平均農家価格 ドル/bu 8.83 6.96 5.52 5.06 6.20

（出典）USDA ERS “Wheat Outlook”　2026.8.14
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［表6］アメリカ小麦の銘柄別需給（USDA/ERS　2026年8月）

項目／銘柄 単位 年度 小麦計 HRW HRS SRW ホワイト デュラム

作付面積 百万ha
2025/26 18.34 9.51 3.77 2.48 1.70 0.88
2026/27 17.26 8.97 3.64 2.22 1.71 0.72

収穫面積 百万ha
2025/26 15.07 7.11 3.63 1.86 1.62 0.86
2026/27 12.97 5.58 3.51 1.58 1.60 0.70

単収 トン/ha
2025/26 3.58 3.08 3.44 5.16 4.75 2.73
2026/27 3.21 2.26 3.36 4.95 4.77 2.58

　期首在庫量 百万トン
2025/26 23.26 10.94 5.93 3.46 2.18 0.76
2026/27 25.04 11.88 6.31 3.59 2.34 0.91

　生産量 〃
2025/26 54.01 21.89 12.47 9.60 7.69 2.35
2026/27 41.66 12.59 11.81 7.82 7.63 1.81

　輸入量 〃
2025/26 3.40 0.15 1.65 0.10 0.19 1.31
2026/27 3.81 0.54 1.77 0.14 0.14 1.22

供給量計 〃
2025/26 80.67 32.98 20.06 13.16 10.06 4.42
2026/27 70.51 25.02 19.89 11.54 10.11 3.94

　食用 〃
2025/26 26.10 10.40 6.94 4.14 2.26 2.37
2026/27 26.13 10.07 7.27 4.19 2.26 2.34

　種子用 〃
2025/26 1.58 0.68 0.37 0.29 0.16 0.08
2026/27 1.61 0.68 0.38 0.31 0.16 0.08

　飼料用他 〃
2025/26 3.24 1.27 0.10 1.82 -0.12 0.17
2026/27 2.18 0.27 0.27 1.63 -0.14 0.14

　国内消費量計 〃
2025/26 30.92 12.35 7.41 6.25 2.30 2.61
2026/27 29.91 11.02 7.92 6.13 2.28 2.56

　輸出量 〃
2025/26 24.71 8.74 6.34 3.31 5.42 0.89
2026/27 21.09 5.72 6.53 2.72 5.44 0.68

需要量計 〃
2025/26 55.63 21.09 13.74 9.57 7.72 3.51
2026/27 51.00 16.74 14.45 8.85 7.72 3.24

期末在庫量 〃
2025/26 25.04 11.88 6.31 3.59 2.34 0.91
2026/27 19.51 8.28 5.44 2.69 2.39 0.70

（資料）USDA/ERS “Wheat Outlook”　2026.8.14

［表7］アルゼンチンの小麦需給予測（USDA/FAS　2026年7月）

市場年度
（12月/11月）

2024/25 2025/26 2026/27

USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値

収穫面積（1,000ha） 6,341 6,341 6,803 6,803 6,400 6,600

期首在庫量（1,000t） 4,537 4,537 2,601 2,601 4,134 4,134

生産量（1,000t） 18,510 18,510 27,919 27,919 21,000 21,600

輸入量（1,000t） 13 13 14 14 10 15

供給量計（1,000t） 23,060 23,060 30,534 30,534 25,144 25,749

輸出量（1,000t） 13,309 13,309 18,500 18,500 15,000 15,500

飼料用等（1,000t） 250 250 800 800 250 400

FSI用（1,000t） 6,900 6,900 7,100 7,100 7,200 7,200

消費量計（1,000t） 7,150 7,150 7,900 7,900 7,450 7,600

期末在庫量（1,000t） 2,601 2,601 4,134 4,134 2,694 2,649

総流通量（1,000t） 23,060 23,060 30,534 30,534 25,144 25,749

単収（t/ha） 2.92 2.92 4.10 4.10 3.28 3.27

（出典）USDA/FAS　2026.7.23
（注）「FSI用」は食用、種子用、加工用の計である。
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［表8］イギリスの食用小麦粉製粉概況（AHDB　2026年8月）
（単位：千トン）

項目（7～6月） 2021/22 2022/23 2023/24 2024/25 2025/26
小麦挽砕量 6,003.4 6,123.5 6,274.6 5,835.4 5,363.7
　　　国産小麦 4,903.7 5,204.5 5,093.0 4,212.7 4,285.1
　　　輸入小麦 1,099.8 919.0 1,181.6 1,622.7 1,078.6
国産小麦期末在庫量 225.0 151.6 122.9 164.2 149.1
輸入小麦期末在庫量 63.2 74.1 92.6 83.3 69.5
小麦粉生産量 4,708.2 4,863.7 4,920.0 4,555.7 4,263.6
　　パン用小麦粉 2,735.4 2,740.3 2,781.7 2,702.7 2,629.7
　　　　白パン用 2,493.1 2,509.9 2,542.2 2,436.4 2,360.6
　　　　茶色パン用 N.A. N.A. 48.3 59.6 61.9
　　　　全粒粉パン用 N.A. N.A. 191.2 206.7 207.2
　　ビスケット用 458.2 477.0 546.5 559.8 548.6
　　ケーキ用 81.7 N.A. N.A N.A. N.A.
　　家庭用 127.8 N.A. N.A N.A. N.A.
　　加工食材用 399.8 363.8 315.3 295.7 268.0
　　その他用 905.4 1,071.1 1,069.1 785.3 603.0
小麦粉期末在庫量 47.4 46.1 44.2 45.2 47.6

（出典）AHDB、Defra　2026.8.6
（注）「小麦粉生産量」及び「その他用」にはスターチ及びバイオエタノールを含む。
　　 有意なサンプル数がない用途やラウンドの関係で計と内訳は一致しない。

［表9］欧州の小麦生産予測（COCERAL　2026年7月）

地域・国名

軟質小麦 デュラム小麦
作付面積

（1,000ha）
単収

（100kg/ha）
生産量

（1,000トン）
作付面積

（1,000ha）
単収

（100kg/ha）
生産量

（1,000トン）
2025 2026 2025 2026 2025 2026 2025 2026 2025 2026 2025 2026

オーストリア 255 253 62.6 50.0 1,597 1,265 25 23 58.3 47.0 146 108
ベルギー/
ルクセンブルグ 215 220 86.0 79.5 1,849 1,749

デンマーク 473 452 87.0 78.6 4,115 3,553
フィンランド 227 212 43.0 43.0 976 912
フランス 4,494 4,613 74.2 69.0 33,345 31,830 222 222 58.2 52.0 1,292 1,154
ドイツ 2,907 2,925 79.1 73.5 22,990 21,499 53 55 64.3 55.0 341 303
ギリシャ 120 115 25.0 19.0 300 219 506 500 22.0 18.0 1,113 900
アイルランド 65 63 99.0 100.0 644 630
イタリア 520 525 49.5 53.0 2,574 2,783 1,150 1,100 33.0 34.0 3,795 3,740
オランダ 112 114 100.0 95.0 1,120 1,083
ポルトガル 20 10 24.0 13.0 49 13 4 2 25.0 15.0 10 3
スペイン 1,820 1,720 47.9 34.0 8,722 5,848 217 172 31.4 26.0 680 446
スウェーデン 517 522 71.0 65.0 3,671 3,393
EU14カ国計 11,745 11,744 69.8 63.7 81,951 74,775 2,177 2,074 33.9 32.1 7,377 6,654
キプロス 5 5 19.8 22.0 10 11
チェコ 777 780 64.4 60.5 5,004 4,719 20 21 63.5 60.0 127 126
エストニア 181 175 46.0 42.0 833 735
ハンガリー 1,046 989 55.0 39.0 5,759 3,953 70 69 52.0 38.0 364 262
ラトビア 546 535 50.0 45.0 2,730 2,408
リトアニア 900 890 53.0 51.0 4,770 4,539
マルタ 2 2 46.0 46.0 9 9
ポーランド 2,420 2,420 58.5 52.0 14,157 12,584
スロバキア 299 325 60.0 52.5 1,794 1,706 86 88 58.0 52.0 499 458
スロベニア 33 33 50.0 49.0 165 162
ルーマニア 2,260 2,350 55.3 57.0 12,496 13,395 14 14 35.0 36.0 50 50
ブルガリア 1,264 1,200 57.9 62.0 7,319 7,440
クロアチア 147 150 61.0 57.0 897 855 2 2 52.0 48.0 10 10
EU27カ国計 21,618 21,591 63.8 58.9 137,876 127,271 2,376 2,275 35.6 33.3 8,446 7,580
イギリス 1,670 1,705 71.6 79.5 11,958 13,555
セルビア 622 622 57.0 57.0 3,545 3,545
ボスニア 65 65 32.1 32.0 209 208
ウクライナ 5,100 5,250 45.0 46.0 22,950 24,150
モルドバ 380 390 40.8 38.0 1,550 1,482
非EU計 7,837 8,032 51.3 53.5 40,212 42,940
欧州合計 29,455 29,623 60.5 57.5 178,088 170,211 2,376 2,275 35.6 33.3 8,446 7,580

（出典）COCERAL CROP FORECAST　2026.7.10
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［表10］インドの小麦需給予測（USDA/FAS　2026年6月）
市場年度

（4月/3月）
2024/25 2025/26 2026/27

USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値
収穫面積（1,000ha） 31,833 31,833 32,804 32,804 33,500 33,600
期首在庫量（1,000t） 7,500 7,500 11,800 11,800 22,000 21,800
生産量（1,000t） 113,292 113,292 117,945 117,945 121,000 120,657
輸入量（1,000t） 155 155 200 128 100 100
供給量計（1,000t） 120,947 120,947 129,945 129,873 143,100 142,557
輸出量（1,000t） 186 186 250 237 2,000 2,000
飼料用等（1,000t） 6,000 6,000 6,000 6,000 7,500 7,500
FSI用（1,000t） 102,961 102,961 101,695 101,836 103,600 105,057
消費量計（1,000t） 108,961 108,961 107,695 107,836 111,100 112,557
期末在庫量（1,000t） 11,800 11,800 22,000 21,800 30,000 28,000
総流通量（1,000t） 120,947 120,947 129,945 129,873 143,100 142,557
単収（t/ha） 3.56 3.56 3.60 3.60 3.61 3.59

（出典）USDA/FAS　2026.6.18
（注）「FSI用」は食用、種子用、加工用の計である。

［表11］インドネシアの小麦需給予測（USDA/FAS　2026年7月）
市場年度

（7月/6月）
2024/25 2025/26 2026/27

USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値
収穫面積（1,000ha） 0 0 0 0 0 0
期首在庫量（1,000t） 2,239 2,239 1,488 1,488 2,178 1,863
生産量（1,000t） 0 0 0 0 0 0
輸入量（1,000t） 10,452 10,452 13,400 13,000 12,500 12,500
供給量計（1,000t） 12,691 12,691 14,888 14,488 14,678 14,363
輸出量（1,000t） 403 403 410 425 400 430
飼料用等（1,000t） 1,400 1,400 2,400 2,200 2,200 2,400
FSI用（1,000t） 9,400 9,400 9,900 10,000 10,000 10,300
消費量計（1,000t） 10,800 10,800 12,300 12,200 12,200 12,700
期末在庫量（1,000t） 1,488 1,488 2,178 1,863 2,078 1,233
総流通量（1,000t） 12,691 12,691 14,888 14,488 14,678 14,363
単収（t/ha） 0 0 0 0 0 0

（出典）USDA/FAS　2026.7.23
（注）「FSI用」は食用、種子用、加工用の計である。

［表12］オーストラリアの小麦需給予測（USDA/FAS　2026年7月）
市場年度

（10月/9月）
2024/25 2025/26 2026/27

USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値
収穫面積（1,000ha） 13,060 13,060 12,412 12,412 11,000 11,800
期首在庫（1,000t） 2,412 2,412 3,991 3,991 5,606 6,606
生産量（1,000t） 34,110 34,110 35,985 35,985 28,000 31,000
輸入量（1,000t） 223 223 230 230 235 235
供給計（1,000t） 36,745 36,745 40,206 40,206 33,841 37,841
輸出量（1,000t） 23,654 23,654 25,000 23,000 22,000 24,500
飼料用等（1,000t） 5,600 5,600 6,000 7,000 5,000 6,500
FSI用（1,000t） 3,500 3,500 3,600 3,600 3,650 3,650
消費計（1,000t） 9,100 9,100 9,600 10,600 8,650 10,150
期末在庫（1,000t） 3,991 3,991 5,606 6,606 3,191 3,191
総流通量（1,000t） 36,745 36,745 40,206 40,206 33,841 37,841
単収（t/ha） 2.61 2.61 2.90 2.90 2.55 2.63

（出典）USDA/FAS　2026.7.24
（注）「FSI用」は食用、種子用、加工用の計である。
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［表13］カザフスタンの小麦需給予測（USDA/FAS　2026年7月）
市場年度

（9月/8月）
2024/25 2025/26 2026/27

USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値
収穫面積（1,000ha） 13,067 12,500 12,195 11,457 12,000 12,100
期首在庫量（1,000t） 3,445 3,445 3,328 3,328 2,979 2,904
生産量（1,000t） 18,577 18,577 19,326 19,326 15,000 15,000
輸入量（1,000t） 500 500 975 1,100 700 700
供給量計（1,000t） 22,522 22,522 23,629 23,754 18,679 18,604
輸出量（1,000t） 10,194 10,194 11,500 11,500 9,000 9,000
飼料用等（1,000t） 3,900 3,900 4,000 4,200 2,500 2,500
FSI用（1,000t） 5,100 5,100 5,150 5,150 5,175 5,175
消費量計（1,000t） 9,000 9,000 9,150 9,350 7,675 7,675
期末在庫量（1,000t） 3,328 3,328 2,979 2,904 2,004 1,929
総流通量（1,000t） 22,522 22,522 23,629 23,754 18,679 18,604
単収（t/ha） 1.42 1.49 1.58 1.69 1.25 1.24

（出典）USDA/FAS　2026.7.14
（注）「FSI用」は食用、種子用、加工用の計である。

［表14］カナダの小麦需給予測（Agriculture and Agri-Food Canada　2026年7月）

穀物年度（8月/7月） 作付
面積

収穫
面積 単収 生産量 輸入量

（b）
供給量

計
輸出量
（c）

食用等
（d）

飼料用
等（e）

国内
消費量計

期末
在庫量

（単位） 1,000ha トン/ha 1,000トン
デュラム小麦
　　2024/2025 2,576 2,565 2.49 6,380 5 7,054 5,821 193 292 737 496
　　2025/2026 2,643 2,593 2.75 7,135 8 7,639 5,600 200 606 1,039 1,000
　　2026/2027 2,371 2,324 2.60 6,042 5 7,047 5,150 200 269 697 1,200
小麦（デュラム以外）
　　2024/2025 8,259 8,087 3.66 29,559 80 34,247 23,399 3,351 3,028 7,232 3,616
　　2025/2026 8,297 8,022 4.09 32,820 150 36,586 23,400 3,300 3,559 7,686 5,500
　　2026/2027 7,950 7,791 3.75 29,217 100 34,817 23,200 3,200 3,290 7,317 4,300
小麦計
　　2024/2025 10,835 10,652 3.37 35,939 85 41,302 29,220 3,543 3,320 7,969 4,112
　　2025/2026 10,940 10,615 3.76 39,955 158 44,225 29,000 3,500 4,164 8,725 6,500
　　2026/2027 10,322 10,115 3.49 35,260 105 41,865 28,350 3,400 3,559 8,015 5,500

（出典）CANADA OUTLOOK FOR PRINCIPAL FIELD CROPS　2026.7.20
（b）輸入は製品を除く。　（c）輸出は製品を含む。
（d）食用等は食用と工業用である。　（e）飼料用等は飼料、廃棄、調整ロスを含む。

［表15］中国の小麦需給予測（USDA/FAS　2026年7月）
市場年度

（7月/6月）
2024/25 2025/26 2026/27

USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値
収穫面積（1,000ha） 23,587 23,587 23,580 23,580 23,600 23,600
期首在庫（1,000t） 134,523 134,523 127,775 127,775 122,845 122,845
生産量（1,000t） 140,099 140,099 140,070 140,070 141,000 141,000
輸入量（1,000t） 4,169 4,169 6,000 6,000 6,000 6,000
供給量計（1,000t） 278,791 278,791 273,845 273,845 269,845 269,845
輸出量（1,000t） 1,016 1,016 1,000 1,000 1,000 1,000
飼料用等（1,000t） 33,000 33,000 33,000 33,000 31,000 33,000
FSI用（1,000t） 117,000 117,000 117,000 117,000 117,000 117,000
消費量計（1,000t） 150,000 150,000 150,000 150,000 148,000 150,000
期末在庫（1,000t） 127,775 127,775 122,845 122,845 120,845 118,845
総流通量（1,000t） 278,791 278,791 273,845 273,845 269,845 269,845
単収（t/ha） 5.94 5.94 5.94 5.94 5.97 5.97

（出典）USDA/FAS　2026.7.3
（注）「FSI用」は食用、種子用、加工用の計である。
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海外短信

［表16］トルコの小麦需給予測（USDA/FAS　2026年7月）
市場年度

（6月/5月）
2024/25 2025/26 2026/27

USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値
収穫面積（1,000ha） 7,250 7,250 7,300 7,300 7,450 7,450
期首在庫量（1,000t） 7,684 7,684 4,320 4,320 2,920 3,070
生産量（1,000t） 19,000 19,000 16,800 16,800 22,500 22,500
輸入量（1,000t） 3,318 3,318 6,500 6,400 5,500 5,000
供給量計（1,000t） 30,002 30,002 27,620 27,520 30,920 30,570
輸出量（1,000t） 7,282 7,282 6,500 6,500 6,000 6,000
飼料用等（1,000t） 900 900 700 700 1,500 1,500
FSI用（1,000t） 17,500 17,500 17,500 17,250 17,700 17,250
消費量計（1,000t） 18,400 18,400 18,200 17,950 19,200 18,750
期末在庫量（1,000t） 4,320 4,320 2,920 3,070 5,720 5,820
総流通量（1,000t） 30,002 30,002 27,620 27,520 30,920 30,570
単収（t/ha） 2.62 2.62 2.30 2.30 3.02 3.02

（出典）USDA/FAS　2026.7.15
（注）「FSI用」は食用、種子用、加工用の計である。

［表17］パキスタンの小麦需給予測（USDA/FAS　2026年7月）
市場年度

（5月/4月）
2024/25 2025/26 2026/27

USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値
収穫面積（1,000ha） 9,734 9,734 9,099 9,099 9,400 9,400
期首在庫量（1,000t） 4,970 4,970 4,711 4,711 2,801 2,801
生産量（1,000t） 31,438 31,438 28,980 28,980 29,000 29,000
輸入量（1,000t） 3 3 10 10 10 10
供給量計（1,000t） 36,411 36,411 33,701 33,701 31,811 31,811
輸出量（1,000t） 500 500 200 200 0 0
飼料用等（1,000t） 2,200 2,200 1,500 1,500 800 1,000
FSI用（1,000t） 29,000 29,000 29,200 29,200 29,000 29,000
消費量計（1,000t） 31,200 31,200 30,700 30,700 29,800 30,000
期末在庫量（1,000t） 4,711 4,711 2,801 2,801 2,011 1,811
総流通量（1,000t） 36,411 36,411 33,701 33,701 31,811 31,811
単収（t/ha） 3.23 3.23 3.19 3.19 3.09 3.09

（出典）USDA/FAS　2026.7.1
（注）「FSI用」は食用、種子用、加工用の計である。

［表18］ブラジルの小麦需給予測（USDA/FAS　2026年8月）
市場年度

（10月/9月）
2024/25 2025/26 2026/27

USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値
収穫面積（1,000ha） 3,059 3,059 2,446 2,446 2,300 2,000
期首在庫量（1,000t） 1,691 1,691 2,687 2,685 2,710 2,908
生産量（1,000t） 7,889 7,889 7,873 7,873 6,700 6,100
輸入量（1,000t） 7,201 7,199 6,400 6,600 7,200 7,200
供給量計（1,000t） 16,781 16,779 16,960 17,158 16,610 16,208
輸出量（1,000t） 1,894 1,894 1,840 1,840 2,000 1,900
飼料用等（1,000t） 700 700 750 750 800 800
FSI用（1,000t） 11,500 11,500 11,660 11,660 11,700 11,700
消費量計（1,000t） 12,200 12,200 12,410 12,410 12,500 12,500
期末在庫量（1,000t） 2,687 2,685 2,710 2,908 2,110 1,808
総流通量（1,000t） 16,781 16,779 16,960 17,158 16,610 16,208
単収（t/ha） 2.58 2.58 3.22 3.22 2.91 3.05

（出典）USDA/FAS　2026.8.5
（注）「FSI用」は食用、種子用、加工用の計である。
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［表19］メキシコの小麦需給予測（USDA/FAS　2026年6月）
市場年度

（7月/6月）
2024/25 2025/26 2026/27

USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値
収穫面積（1,000ha） 468 468 320 310 375 400
期首在庫量（1,000t） 550 550 620 620 450 450
生産量（1,000t） 2,648 2,648 1,750 1,750 2,000 2,000
輸入量（1,000t） 5,607 5,607 5,800 5,800 5,900 5,900
供給量計（1,000t） 8,805 8,805 8,170 8,170 8,350 8,350
輸出量（1,000t） 135 135 120 120 200 150
飼料用等（1,000t） 650 650 200 200 200 200
FSI用（1,000t） 7,400 7,400 7,400 7,400 7,500 7,500
消費量計（1,000t） 8,050 8,050 7,600 7,600 7,700 7,700
期末在庫量（1,000t） 620 620 450 450 450 500
総流通量（1,000t） 8,805 8,805 8,170 8,170 8,350 8,350
単収（t/ha） 5.66 5.66 5.47 5.65 5.33 5.00

（出典）USDA/FAS　2026.6.23
（注）「FSI用」は食用、種子用、加工用の計である。
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区 分
年 月
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ど
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の
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の
め

ん
類

食
パ

ン
、
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パ
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類
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ケ
ッ

ト
ふ

　
す

　
ま

数
　

量
前

　
年
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減

率
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量
前
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減
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前
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減
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減
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減
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−
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減
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減
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減
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減
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減
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−
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−
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0.
0 

21
,5

96
 

 
76

1
11

.6
 

71
9,

85
3 

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

 
ス

ペ
イ

ン
7

2,
96

0 
53

 
−

32
.9

 
37

,4
39

 
43

6
19

2.
6 

21
0,

40
4 

伊
国

1,
09

2
11

.7
 

47
4,

49
0 

95
 

13
1.

7 
70

,4
48

 
1,

40
6

82
.4

 
90

4,
91

5 
そ

の
他

19
−

5.
0 

6,
79

6 
25

8 
−

17
.8

 
19

3,
11

3 
44

9
−

15
.6

 
29

1,
03

4 
（

注
） 

 財
務

省
貿

易
統

計
（

全
国

分
＞

品
別

国
別

表
＞

輸
入

＞
月

次
）に

よ
る

。（
20

20
年

3月
よ

り
年

月
表

記
を

財
務

省
貿

易
統

計
デ

ー
タ

に
準

じ
て

西
暦

記
載

）

（
7月
分
）

（
単

位
：

ト
ン

、
金

額
：

千
円

）
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区 分
年 月

レ ー ト

小
麦
粉
、小
麦
（
ひ
き
割
、ミ
ー
ル
、ペ
レ
ッ
ト
）

小
麦
粉
調
製
品
（
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
を
含
む
）

マ
カ
ロ
ニ
お
よ
び
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ

う
ど
ん
お
よ
び
そ
う
め
ん

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

20
18

11
1

16
3,
64
0

−
2.
4

7,
42
7,
75
8

2,
59
2

1.
2

1,
29
1,
07
3

53
5

0.
6

13
6,
26
3

14
,0
64

2.
2

4,
26
6,
02
6

20
19

10
9

16
8,
32
6

2.
9

8,
27
0,
91
0

2,
88
4

11
.3

1,
32
3,
20
7

53
3

−
0.
4

15
4,
40
1

13
,7
31

−
2.
4

4,
36
3,
67
8

20
20

10
7

16
7,
37
3

−
0.
6

8,
33
7,
88
3

2,
55
5

−
11
.4

1,
14
2,
14
2

57
4

7.
8

16
4,
99
5

12
,8
30

−
6.
6

4,
45
2,
03
6

20
21

10
9

17
4,
69
0

4.
4

10
,0
47
,7
28

3,
50
6

37
.2

1,
45
9,
28
1

69
2

20
.5

18
0,
32
5

12
,2
70

−
4.
4

4,
10
9,
45
1

20
22

13
1

16
5,
28
2

−
5.
4

12
,8
84
,6
83

3,
28
3

−
6.
4

1,
39
3,
95
1

69
7

0.
8

21
0,
42
6

11
,9
90

−
2.
3

4,
19
6,
13
9

20
23

14
0

16
9,
03
5

2.
3

13
,8
33
,4
60

2,
83
3

−
13
.7

1,
28
0,
83
7

45
1

−
35
.4

18
0,
64
8

12
,0
11

0.
2

4,
51
5,
69
3

20
24

15
1

18
0,
32
0

6.
7

15
,4
98
,8
91

4,
87
8

72
.2

1,
93
1,
85
7

42
2

−
6.
3

18
1,
05
9

12
,0
91

0.
7

4,
77
9,
37
6

20
25

15
0

18
8,
55
8

4.
6

16
,4
27
,5
10

6,
06
8

24
.4

2,
15
3,
65
8

43
9

4.
0

17
5,
17
8

13
,4
70

11
.4

5,
24
4,
80
1

20
26
年
1月

15
7

11
,1
07

−
9.
3

94
6,
32
5

47
0

58
.7

20
3,
06
0

24
21
.6

10
,3
80

96
4

37
.6

34
2,
30
1

2
15
6

11
,9
70

−
21
.5

1,
00
1,
94
4

45
6

25
.0

21
2,
74
3

25
−
25
.3

11
,3
76

1,
23
4

20
.5

43
4,
45
8

3
15
7

16
,7
85

−
7.
3

1,
43
1,
88
5

62
9

18
.0

24
0,
03
2

40
−
15
.9

15
,1
25

1,
57
4

35
.9

58
6,
20
2

4
15
9

14
,0
98

−
5.
9

1,
20
7,
21
9

56
3

20
.9

20
0.
37
1

30
−
9.
4

13
,6
01

1,
49
0

36
.8

50
6,
54
7

5
15
8

10
,5
65

−
32
.8

87
6,
99
9

46
7

−
10
.1

16
2,
86
5

41
29
.8

16
,8
67

1,
35
4

34
.9

50
8,
45
9

6
1
6
0

1
2
,9
4
6

−
1
5
.9

1
,0
1
0
,9
0
9

4
1
7

−
3
.0

1
5
7
,6
1
7

3
9

−
4
1
.1

1
3
,8
4
5

1
,5
6
4

3
0
.0

5
3
2
,3
0
2

7
1
6
2

1
0
,1
6
7

−
2
6
.8

8
4
8
,5
7
9

5
4
3

−
0
.0

2
3
5
,9
5
5

2
7

−
1
7
.8

1
0
,8
7
6

1
,2
2
5

1
0
.0

4
8
8
,7
5
1

8 9 10 11 12
20
26
年
1〜
12
月
計

87
,6
38

−
17
.0

7,
32
3,
86
0

3,
54
5

12
.4

1,
41
2,
64
3

22
7

−
14
.6

92
,0
70

9,
40
6

29
.0

3,
99
9,
02
0

区 分
年 月

レ ー ト

ビ
ス
ケ
ッ
ト
（
ス
イ
ー
ト
）

そ
の
他
の
ベ
ー
カ
リ
ー
製
品
等

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

20
18

11
1

89
4

14
.8

1,
26
7,
97
3

26
,4
13

3.
4

31
,0
79
,0
09

9,
88
4

7.
0

6,
25
8,
42
0

20
19

10
9

87
6

−
1.
9

1,
04
9,
93
1

25
,8
05

−
2.
3

30
,5
76
,7
32

9,
07
8

−
8.
1

6,
00
2,
48
5

20
20

10
7

88
1

0.
5

1,
06
8,
88
7

26
,0
96

1.
1

30
,7
74
,1
45

12
,1
06

33
.4

8,
55
6,
59
2

20
21

10
9

1,
05
1

19
.3

1,
56
8,
19
6

31
,8
96

22
.2

39
,9
35
,3
39

12
,0
41

−
0.
5

9,
26
2,
72
2

20
22

13
1

89
0

−
15
.4

1,
62
6,
05
8

35
,0
32

9.
8

46
,6
68
,5
88

12
,6
99

5.
5

10
,0
47
,7
06

20
23

14
0

76
9

−
13
.6

1,
40
9,
56
6

31
,7
30

−
9.
4

43
,7
64
,5
35

11
,5
89

−
8.
7

10
,1
71
,3
78

20
24

15
1

97
4

26
.7

2,
06
3,
00
7

32
,8
03

3.
4

47
,3
65
,1
46

10
,9
51

−
5.
5

10
,4
88
,8
08

20
25

15
0

85
0

−
12
.7

1,
03
0,
04
7

32
,0
00

−
2.
4

48
,9
82
,0
03

9,
94
1

−
9.
2

10
,2
14
,0
18

20
26
年
1月

15
7

86
40
.3

23
6,
19
6

2,
08
1

28
.1

3,
46
0,
14
4

69
4

42
.1

71
7,
60
8

2
15
6

80
24
.8

14
3,
65
7

2,
42
5

−
5.
3

3,
69
5,
56
3

71
2

−
4.
9

80
5,
30
1

3
15
7

78
26
.1

10
7,
77
6

2,
63
4

−
2.
3

3,
99
8,
48
0

84
0

−
9.
9

86
0,
67
3

4
15
9

70
25
.2

11
1,
65
4

2,
43
3

−
7.
3

3,
72
9,
89
5

89
1

−
2.
7

91
0,
53
9

5
15
8

50
−
16
.7

86
,9
02

2,
49
7

−
0.
9

3,
66
5,
97
0

1,
01
6

20
.6

1,
06
3,
70
4

6
1
6
0

7
3

−
2
0
.0

1
1
3
,8
0
6

2
,5
6
4

−
6
.5

3
,9
5
6
,1
3
0

8
1
7

−
5
.4

9
1
9
,0
2
9

7
1
6
2

7
3

−
1
.4

1
0
9
,7
3
0

2
,5
5
8

−
1
.6

3
,9
1
0
,9
3
9

8
5
2

4
.8

9
7
4
,0
0
0

8 9 10 11 12
20
26
年
1〜
12
月
計

51
.1

8.
9

90
9,
72
1

17
,1
92

−
1.
0

26
,4
17
,1
21

5,
82
2

3.
9

6,
20
5,
85
4

（
注
）　
①
財
務
省
貿
易
統
計
（
全
国
分
＞
品
別
国
別
表
＞
輸
出
＞
月
次
）に
よ
る
（
20
20
年
3月
号
よ
り
年
月
表
記
を
財
務
省
貿
易
統
計
デ
ー
タ
に
準
じ
て
西
暦
記
載
）。

②
そ
の
他
の
ベ
ー
カ
リ
ー
製
品
等
は
、
ス
イ
ー
ト
ビ
ス
ケ
ッ
ト
お
よ
び
米
菓
を
除
く
焼
菓
子
類
並
び
に
ラ
イ
ス
ペ
ー
パ
ー
等
を
い
う
。

小
麦
加
工
食
品
の
輸
出
の
推
移
（
20
26
年
6・
7月
分
）

（
単
位
：
ト
ン
、
金
額
：
千
円
）

資料 小麦加工食品の輸出の推移
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資料国際価格の推移

品
　
　
　
　
名

月
年

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

小
麦

20
18

（
4.
17
）

15
3

（
4.
62
）

17
0

（
4.
79
）

17
6

（
4.
73
）

17
4

（
4,
94
）

18
1

（
5.
00
）

18
4

（
4.
82
）

17
7

（
5.
32
）

19
6

（
4.
80
）

17
6

（
5.
25
）

19
3

（
5.
08
）

18
7

（
5.
28
）

19
4

（
シ
カ
ゴ
・
S
R
W
小
麦
N
o.
2，

�
期
近
も
の
）

20
19

（
5.
11
）

18
8

（
5.
04
）

18
5

（
4.
48
）

16
4

（
4.
60
）

16
9

（
4.
49
）

16
5

（
5.
39
）

19
8

（
5.
08
）

18
7

（
4.
69
）

17
2

（
4.
89
）

18
0

（
5.
07
）

18
6

（
5.
17
）

18
5

（
5.
39
）

19
8

20
20

（
5.
73
）

21
1

（
5.
43
）

19
9

（
5.
12
）

18
8

（
5.
40
）

19
9

（
5.
02
）

18
5

（
5.
05
）

18
6

（
5.
51
）

20
2

（
5.
00
）

18
4

（
5.
38
）

19
8

（
6.
18
）

22
7

（
5.
98
）

22
0

（
6.
00
）

22
0

20
21

（
6.
75
）

24
8

（
6.
58
）

24
2

（
6.
45
）

23
7

（
6.
54
）

24
0

（
6.
84
）

27
0

（
6.
61
）

24
3

（
6.
72
）

24
7

（
7.
61
）

28
0

（
7.
13
）

26
2

（
7.
34
）

27
0

（
8.
27
）

30
4

（
7.
56
）

27
8

20
22

（
7.
42
）

27
3

（
7.
80
）

28
7

（
11
.5
）

42
4

（
11
.0
）

40
3

（
12
.5
）

45
9

（
10
.5
）

38
6

（
7.
81
）

28
7

（
8.
00
）

29
4

（
8.
44
）

31
0

（
8.
62
）

31
7

（
8.
28
）

30
4

（
7.
58
）

27
9

20
23

（
7.
44
）

27
3

（
7.
69
）

28
2

（
7.
02
）

25
8

（
6.
83
）

25
1

（
6.
61
）

24
3

（
6.
62
）

24
3

（
6.
54
）

24
0

（
5.
99
）

22
0

（
6.
04
）

22
2

（
5.
77
）

21
2

（
5.
72
）

21
0

（
6.
29
）

23
1

20
24

（
5.
82
）

21
4

（
5.
67
）

20
8

（
5.
20
）

19
1

（
5.
52
）

20
3

（
6.
66
）

24
5

（
6.
13
）

22
5

（
5.
33
）

19
6

（
5.
28
）

19
4

（
5.
79
）

21
3

（
5.
80
）

21
3

（
5.
37
）

19
7

（
5.
50
）

20
2

20
25

（
5.
47
）

20
1

（
6.
00
）

22
1

（
5.
46
）

20
1

（
5.
42
）

19
9

（
5.
33
）

19
6

（
5.
37
）

19
7

（
5.
39
）

19
8

（
5.
06
）

18
6

（
5.
25
）

19
3

（
4.
99
）

18
3

（
5.
27
）

19
4

（
5.
21
）

19
1

20
26

（
5.
11
）

18
8

（
5.
49
）

20
2

（
5.
97
）

22
0

（
5.
94
）

21
8

（
6.
36
）

23
4

（
5.
90
）

21
7

（
6.
78
）

24
9

（
6.
75
）

24
8

（
7.
29
）

26
8

と
う

も
ろ

こ
し

20
18

（
3.
48
）

13
7

（
3.
68
）

14
5

（
3.
87
）

15
2

（
3.
86
）

15
2

（
4.
02
）

15
8

（
3.
61
）

14
2

（
3.
30
）

13
0

（
3.
62
）

14
2

（
3.
37
）

13
3

（
3.
78
）

14
9

（
3.
67
）

14
4

（
3.
77
）

14
8

（
シ
カ
ゴ
，
イ
エ
ロ
ー
・

�
コ
ー
ン
N
o.
2，
期
近
も
の
）

20
19

（
3.
71
）

14
6

（
3.
75
）

14
8

（
3.
62
）

14
2

（
3.
63
）

14
3

（
3.
70
）

14
6

（
4.
53
）

17
8

（
4.
41
）

17
4

（
3.
61
）

14
2

（
3.
74
）

14
7

（
3.
93
）

15
5

（
3.
78
）

14
6

（
3.
66
）

14
4

20
20

（
3.
88
）

15
3

（
3.
78
）

14
9

（
3.
70
）

14
6

（
3.
19
）

12
6

（
3.
17
）

12
5

（
3.
29
）

13
0

（
3.
26
）

12
8

（
3.
24
）

12
8

（
3.
66
）

14
4

（
4.
03
）

15
9

（
4.
16
）

16
4

（
4.
24
）

16
7

20
21

（
5.
31
）

20
9

（
5.
52
）

21
7

（
5.
49
）

21
6

（
5.
90
）

23
2

（
7.
27
）

26
7

（
6.
67
）

26
3

（
5.
64
）

22
2

（
5.
64
）

22
2

（
5.
33
）

21
0

（
5.
25
）

20
7

（
5.
76
）

22
7

（
5.
85
）

23
1

20
22

（
5.
96
）

23
5

（
6.
37
）

25
1

（
7.
57
）

29
8

（
7.
90
）

31
1

（
8.
09
）

31
9

（
7.
73
）

30
5

（
6.
06
）

23
9

（
6.
26
）

24
7

（
6.
76
）

26
6

（
6.
90
）

27
2

（
6.
66
）

26
2

（
6.
53
）

25
7

20
23

（
6.
75
）

26
6

（
6.
75
）

26
6

（
6.
25
）

24
6

（
6.
66
）

26
2

（
5.
92
）

23
3

（
6.
23
）

24
5

（
4.
99
）

19
7

（
4.
64
）

18
3

（
4.
76
）

18
7

（
4.
89
）

19
3

（
4.
78
）

18
8

（
4.
83
）

19
0

20
24

（
4.
43
）

17
5

（
4.
17
）

16
4

（
4.
22
）

16
6

（
4.
31
）

17
0

（
4.
62
）

18
2

（
4.
50
）

17
7

（
3.
90
）

15
4

（
3.
75
）

14
8

（
4.
10
）

16
2

（
4.
01
）

15
8

（
4.
24
）

16
7

（
4.
45
）

17
5

20
25

（
4.
78
）

18
8

（
4.
96
）

19
5

（
4.
45
）

17
5

（
4.
81
）

18
9

（
4.
48
）

17
7

（
4.
34
）

17
1

（
4.
01
）

15
8

（
3.
83
）

15
1

（
4.
23
）

16
7

（
4.
16
）

16
4

（
4.
30
）

17
1

（
4.
39
）

17
3

20
26
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あ
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26
年
8月
分
は
8月
14
日
、
9月
分
は
9月
15
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国
  際

  価
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  の
  推

  移
  （

20
26

年
8月

・
9月

分
）　

（
単
位
：
ト
ン
当
た
り
ド
ル
、（
　
）内
は
ブ
ッ
シ
ェ
ル
当
た
り
ド
ル
）
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部
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易
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務

課
）

資料 輸入食糧小麦の入札結果の概要
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食
糧
小
麦
の
入
札
結
果
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港
湾
諸
経
費
を
除
く
）の
概
要
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位
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ン

、
円

／
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）
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令和8年8月7日
農 林 水 産 省

令和7年度食料自給率を公表します（抜粋）

〇令和7年度食料自給率は、カロリーベースで37％（前年度−1ポイント）、生産額ベースで66％
（前年度＋2ポイント）、摂取熱量ベースで45％（前年度−1ポイント）

農林水産省は、食料自給率を毎年公表しています。

1.目的

食料自給率とは、国内の食料供給に対する食料の国内生産の割合を示す指標です。我が国の食料
の国内生産及び消費の動向を把握するため、毎年公表しています。

2.令和7年度の結果

食料自給率

カロリーベース食料自給率

カロリーベースの食料自給率については、国産供給熱量の減少により前年度比−1ポイントの37
％となりました。特に、米の消費量が減少し、民間在庫量が増加しました。

生産額ベース食料自給率

生産額ベースの食料自給率については、国内生産額の増加により、前年度比＋2ポイントの66％
となりました。特に、米、畜産物の国内価格上昇に伴い、それらの国内生産額が増加しました。

摂取熱量ベース食料自給率

摂取熱量ベースの食料自給率については、平時において国民の日常生活に必要な摂取熱量のどの
程度が国内で賄われているかを示す指標であり、昨年度から併せて公表しています。

摂取熱量ベース食料自給率＝1人1日当たり国内供給熱量（830kcal）/平時における国民の日常生活
に必要な摂取熱量（1,850kcal）=45%

直近10年の食料自給率の動向

年度 平成28 29 30 令和元 2 3 4 5 6 7
（概算）

カロリーベース（％） 38 38 37 38 37 38 38 38 38 37
生産額ベース（％） 68 66 66 66 67 63 58 61 64 66
摂取熱量ベース（％） － － － － － － － 45 46 45

プレスリリース
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〈令和7年度食料需給表から抜粋〉
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資料 プレスリリース

○国民1人・1年当たり供給純食料及び国内生産量の前年度比較

類別・品目別
1人・1年当たり供給純食料（kg） 国内生産量（千トン）

6年度 7年度 増減量 増減率 6年度 7年度 増減量 増減率

穀類 87.1 86.6 ▲�0.5 ▲�0.7% 9,138 9,357 219 2.4%

米 53.3 52.0 ▲�1.3 ▲�2.3% 7,868 8,043 175 2.2%

小麦 32.3 32.8 0.5 1.7% 1,029 1,031 2 0.2%

いも類 21.0 21.3 0.3 1.4% 3,012 2,809 ▲�203 ▲�6.7%

かんしょ 3.7 3.7 0.0 2.2% 717 699 ▲�18 ▲�2.5%

ばれいしょ 17.4 17.6 0.2 1.3% 2,295 2,110 ▲�185 ▲�8.1%

でん粉 15.4 15.4 0.0 ▲�0.3% 2,240 2,181 ▲�59 ▲�2.6%

豆類 8.9 9.2 0.3 2.5% 321 325 4 1.2%

大豆 7.1 7.3 0.2 3.0% 252 261 9 3.6%

野菜 82.8 80.7 ▲�2.1 ▲�2.6% 10,391 9,941 ▲�450 ▲�4.3%

果実 30.3 29.9 ▲�0.4 ▲�1.4% 2,239 2,310 71 3.2%

うんしゅうみかん 3.1 3.4 0.3 11.2% 560 656 96 17.1%

りんご 6.5 6.1 ▲�0.4 ▲�7.2% 609 577 ▲�32 ▲�5.3%

肉類 34.3 34.5 0.2 0.4% 3,502 3,504 2 0.1%

牛肉 5.9 6.0 0.1 0.2% 505 500 ▲�5 ▲�1.0%

豚肉 13.2 13.2 0.0 0.1% 1,278 1,281 3 0.2%

鶏肉 14.9 15.0 0.1 0.8% 1,712 1,716 4 0.2%

鶏卵 16.4 16.4 0.0 ▲�0.4% 2,470 2,432 ▲�38 ▲�1.5%

牛乳・乳製品 90.7 88.2 ▲�2.5 ▲�2.8% 7,373 7,395 22 0.3%

魚介類 21.2 19.4 ▲�1.8 ▲�8.4% 3,317 3,195 ▲�122 ▲�3.7%

海藻類 0.7 0.8 0.1 16.8% 64 77 13 20.3%

砂糖類 16.8 16.6 ▲�0.2 ▲�1.1% 1,838 1,832 ▲�6 ▲�0.3%

油脂類 12.8 12.9 0.1 0.6% 1,927 1,917 ▲�10 ▲�0.5%

植物油脂 12.4 12.5 0.1 0.9% 1,603 1,599 ▲�4 ▲�0.2%

動物油脂 0.4 0.4 0.0 ▲�7.0% 324 318 ▲�6 ▲�1.9%

みそ 3.5 3.7 0.2 5.8% 458 485 27 5.9%

しょうゆ 5.0 4.9 ▲�0.1 ▲�1.8% 679 668 ▲�11 ▲�1.6%

その他食料 4.4 4.6 0.2 5.0% 2,298 2,400 102 4.4%

きのこ類 3.3 3.3 0.0 1.9% 434 441 7 1.6%

（注）1．�米の在庫取崩し分を含んだ国産米供給量は、6年度8,317千㌧（うち在庫取崩し量449千㌧）、 7年度7,601千㌧（同▲442
千㌧）

    2．「砂糖類」の国内生産量は、「精糖」及び「含みつ糖」の合計。

（参考1）



○国民1人・1日当たり供給熱量・栄養素の前年度比較

類別・品目別
供給熱量（kcal） たんぱく質（g） 脂質（g）

6年度 7年度 増減量 増減率 6年度 7年度 増減量 増減率 6年度 7年度 増減量 増減率

穀類 819.0 813.6 ▲�5.4 ▲�0.7% 18.6 18.6 0.0 ▲�0.1% 3.0 3.0 0.0 0.1%

米 499.3 487.6 ▲�11.7 ▲�2.3% 8.9 8.7 ▲�0.2 ▲�2.3% 1.3 1.3 0.0 ▲�2.3%

小麦 305.2 310.5 5.3 1.7% 9.3 9.4 0.1 1.7% 1.6 1.6 0.0 1.7%

いも類 40.7 41.3 0.6 1.5% 1.0 1.0 0.0 1.4% 0.1 0.1 0.0 1.5%

かんしょ 12.6 12.9 0.3 2.2% 0.1 0.1 0.0 2.2% 0.0 0.0 0.0 2.2%

ばれいしょ 28.1 28.4 0.3 1.3% 0.9 0.9 0.0 1.3% 0.0 0.0 0.0 1.3%

でん粉 152.4 151.9 ▲�0.5 ▲�0.4% 0.0 0.0 0.0 ▲�0.3% 0.3 0.3 0.0 ▲�0.9%

豆類 97.3 99.4 2.1 2.1% 7.6 7.8 0.2 2.3% 5.1 5.2 0.1 1.6%

大豆 77.4 79.7 2.3 2.9% 6.5 6.7 0.2 2.7% 4.2 4.3 0.1 3.0%

野菜 62.5 60.3 ▲�2.2 ▲�3.4% 2.8 2.8 0.0 ▲�2.2% 0.5 0.5 0.0 ▲�2.3%

果実 62.0 62.4 0.4 0.6% 0.9 0.9 0.0 2.9% 1.6 1.7 0.1 5.9%

うんしゅうみかん 4.0 4.5 0.5 11.2% 0.1 0.1 0.0 11.2% 0.0 0.0 0.0 11.2%

りんご 9.5 8.8 ▲�0.7 ▲�7.2% 0.0 0.0 0.0 ▲�7.2% 0.0 0.0 0.0 ▲�7.2%

肉類 181.0 181.8 0.8 0.4% 17.5 17.6 0.1 0.4% 13.0 13.1 0.1 0.5%

牛肉 42.4 42.6 0.2 0.5% 2.7 2.7 0.0 0.2% 3.7 3.7 0.0 1.1%

豚肉 77.7 77.8 0.1 0.1% 6.5 6.6 0.1 0.1% 5.9 5.9 0.0 0.1%

鶏肉 59.8 60.3 0.5 0.8% 8.1 8.2 0.1 0.8% 3.3 3.3 0.0 0.8%

鶏卵 63.9 63.6 ▲�0.3 ▲�0.4% 5.5 5.5 0.0 ▲�0.4% 4.6 4.6 0.0 ▲�0.4%

牛乳・乳製品 156.5 152.2 ▲�4.3 ▲�2.8% 7.9 7.7 ▲�0.2 ▲�2.8% 9.2 8.9 ▲�0.3 ▲�2.8%

魚介類 76.3 70.8 ▲�5.5 ▲�7.2% 11.4 10.5 ▲�0.9 ▲�7.9% 3.8 3.6 ▲�0.2 ▲�5.5%

海藻類 4.4 5.2 0.8 19.2% 0.5 0.6 0.1 21.6% 0.1 0.1 0.0 20.7%

砂糖類 179.8 177.9 ▲�1.9 ▲�1.1% 0.0 0.0 0.0 ▲�4.6% 0.0 0.0 0.0 0.0%

油脂類 310.4 312.3 1.9 0.6% 0.0 0.0 0.0 ▲�6.6% 35.0 35.2 0.2 0.6%

植物油脂 300.0 302.6 2.6 0.9% 0.0 0.0 0.0 0.0% 33.8 34.1 0.3 0.9%

動物油脂 10.3 9.6 ▲�0.7 ▲�6.9% 0.0 0.0 0.0 ▲�6.6% 1.2 1.1 ▲�0.1 ▲�7.0%

みそ 17.2 18.2 1.0 5.8% 1.2 1.3 0.1 5.8% 0.6 0.6 0.0 5.8%

しょうゆ 10.4 10.2 ▲�0.2 ▲�1.8% 1.1 1.0 ▲�0.1 ▲�1.8% 0.0 0.0 0.0 0.0%

その他食料 14.1 16.4 2.3 16.3% 0.9 0.9 0.0 4.9% 0.5 0.7 0.2 44.9%

きのこ類 2.4 2.5 0.1 2.5% 0.2 0.2 0.0 2.1% 0.0 0.0 0.0 0.8%

合計 2,248.0 2,237.4 ▲�10.6 ▲�0.5% 76.9 76.1 ▲�0.8 ▲�1.0% 77.1 77.3 0.2 0.3%
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○国民1人・1年当たり供給純食料の推移� （単位：kg）

年度 穀類 いも類 でん粉 豆類 野菜 果実 肉類 鶏卵 牛乳・
乳製品 魚介類 砂糖類 油脂類

うち米 うち小麦
昭和� 40 145.0 111.7 29.0 21.3 8.3 9.5 108.1 28.5 9.2 11.3 37.5 28.1 18.7 6.3

50 121.5 88.0 31.5 16.0 7.5 9.4 110.7 42.5 17.9 13.7 53.6 34.9 25.1 10.9
60 107.9 74.6 31.7 18.6 14.1 9.0 111.7 38.2 22.9 14.5 70.6 35.3 22.0 14.0

平成� 7 102.0 67.8 32.8 20.7 15.6 8.8 106.2 42.2 28.5 17.2 91.2 39.3 21.2 14.6
17 94.6 61.4 31.7 19.7 17.5 9.3 96.3 43.1 28.5 16.6 91.8 34.6 19.9 14.6
27 88.8 54.6 32.8 19.5 16.0 8.5 90.4 34.9 30.7 16.9 91.1 25.7 18.5 14.2
29 88.7 54.1 33.0 21.1 15.9 8.7 89.8 34.2 32.7 17.3 93.2 24.4 18.2 14.1
30 87.2 53.4 32.2 19.6 16.0 8.8 90.1 35.4 33.2 17.4 95.0 23.6 18.1 14.1

令和� 元 86.9 53.1 32.2 20.5 16.4 8.9 89.9 33.9 33.4 17.5 95.2 25.2 17.8 14.5
2 84.0 50.8 31.8 19.3 14.9 8.9 89.1 34.1 33.5 17.2 93.7 23.6 16.6 14.4
3 84.5 51.4 31.6 19.2 15.1 8.7 88.1 32.4 34.0 17.2 94.4 22.7 16.9 13.9
4 84.1 50.9 31.6 21.0 15.7 9.0 87.8 33.3 34.0 17.1 93.9 21.5 17.3 13.2
5 82.9 50.3 31.0 20.4 15.4 8.5 84.7 31.2 33.9 16.3 90.1 21.7 16.7 12.8
6 87.1 53.3 32.3 21.0 15.4 8.9 82.8 30.3 34.3 16.4 90.7 21.2 16.8 12.8

7�（概算） 86.6 52.0 32.8 21.3 15.4 9.2 80.7 29.9 34.5 16.4 88.2 19.4 16.6 12.9

○国民1人・1日当たり供給熱量及びPFC熱量比率の推移

年度 熱量（kcal）
たんぱく質 脂　質 糖　質

（炭水化物）
（g） うち動物性 比率（％） （g） 比率（％） 比率（％）

昭和� 40 2,458.7 75.0 25.9 12.2 44.3 16.2 71.6
50 2,518.3 80.3 35.0 12.7 63.9 22.8 64.5
60 2,596.5 82.1 41.2 12.7 75.4 26.1 61.2

平成� 7 2,653.8 87.9 48.3 13.3 82.7 28.0 58.7
17 2,572.8 84.0 46.2 13.1 82.8 28.9 58.0
27 2,415.8 77.7 43.1 12.9 79.2 29.5 57.6
29 2,434.6 78.8 43.8 12.9 80.5 29.8 57.3
30 2,422.5 78.5 43.7 13.0 81.1 30.1 56.9

令和� 元 2,333.5 79.4 44.7 13.6 82.6 31.9 54.5
（2,431.0） （79.2） （44.6） （13.0） （81.9） （30.3） （56.6）

2 2,270.0 78.0 43.8 13.8 81.9 32.5 53.8
3 2,265.7 77.6 43.6 13.7 81.0 32.2 54.1
4 2,252.4 77.0 42.8 13.7 78.6 31.4 54.9
5 2,197.1 75.5 42.2 13.7 76.7 31.4 54.8
6 2,248.0 76.9 42.3 13.7 77.1 30.9 55.4

7� （概算） 2,237.4 76.1 41.3 13.6 77.3 31.1 55.3
（注1）�令和元年度～令和3年度の供給熱量は「日本食品標準成分表2020年版（八訂）」、令和4年度～令和6年度の供給熱量は「日本

食品標準成分表（八訂）増補2023年」を参照しているが、「日本食品標準成分表2020年版（八訂）」以降、単位熱量の算定方法
が大幅に改訂されているため、それ以前と比較する場合は留意されたい。参考のため、令和元年度の供給熱量について「日
本食品標準成分表2015年版（七訂）」によって算出した値を括弧書きで示している。

（注2）�「日本食品標準成分表2020年版（八訂）」以降は、糖質（炭水化物）の成分値は組成成分の積み上げによることとなったが、こ
こでは簡易的に、熱量からたんぱく質（g）×4kcal/g＋脂質（g）×9kcal/gを差し引いたものを糖質（炭水化物）の成分値とし
て比率を求めた。
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○食料自給率の推移（重量ベース）� （単位：%）

昭 和
40年度 50 60 平 成

7年度 17 27 29 30 令和
元年度 2 3 4 5 6 7年度

（概算）

品
　
　
目
　
　
別
　
　
自
　
　
給
　
　
率

米 95 110 107 104 95 98 96 97 97 97 98 99 99 97 95
小麦 28 4 14 7 14 15 14 12 16 15 17 15 17 16 16
大麦・はだか麦 73 10 15 8 8 9 9 9 12 12 12 12 12 9 12
いも類 100 99 96 87 81 76 74 73 73 73 72 70 73 71 68
かんしょ 100 100 100 100 93 94 94 95 95 96 95 96 97 97 97
ばれいしょ 100 99 95 83 77 71 69 67 68 68 67 65 68 66 62
豆類 25 9 8 5 7 9 9 7 7 8 8 7 8 8 8
大豆 11 4 5 2 5 7 7 6 6 6 7 6 7 7 7
　うち食用 35 14 24 12 21 25 25 20 20 20 24 23 24 23 24
野菜 100 99 95 85 79 80 79 78 80 80 80 79 80 78 77
果実 90 84 77 49 41 41 40 38 38 38 39 39 38 36 38
うんしゅうみかん 109 102 106 102 103 100 100 100 103 102 103 101 99 93 99
りんご 102 100 97 62 52 59 57 60 56 61 58 59 58 57 59
肉類（鯨肉を除く） 90 77 81 57 54 54 52 51 52 53 53 53 53 53 53

（42）（16）（13） （8） （8） （9） （8） （7） （7） （7） （8） （8） （8） （8） （7）
牛肉 95 81 72 39 43 40 36 36 35 36 38 39 40 42 42

（84）（43）（28）（11）（12）（12）（10）（10） （9） （9）（10）（11）（12）（12）（11）
豚肉 100 86 86 62 50 51 49 48 49 50 49 49 49 48 48

（31）（12） （9） （7） （6） （7） （6） （6） （6） （6） （6） （6） （6） （6） （5）
鶏肉 97 97 92 69 67 66 64 64 64 66 65 64 65 64 64

（30）（13）（10） （7） （8） （9） （8） （8） （8） （8） （9） （8） （8） （8） （7）
鶏卵 100 97 98 96 94 96 96 96 96 97 97 97 96 97 96

（31）（13）（10）（10）（11）（13）（12）（12）（12）（11）（13）（13）（13）（12）（11）
牛乳・乳製品 86 81 85 72 68 62 60 59 59 61 63 62 63 63 65

（63）（44）（43）（32）（29）（27）（26）（25）（25）（26）（27）（27）（29）（29）（30）
魚介類 100 99 93 57 51 55 52 55 53 55 58 54 53 52 53
うち食用 110 100 86 59 57 59 56 59 55 57 59 56 54 52 53
海藻類 88 86 74 68 65 70 69 68 65 70 68 67 65 62 66
砂糖類 31 15 33 31 34 33 32 34 34 36 36 34 25 32 32
油脂類 31 23 32 15 13 12 13 13 13 13 14 14 15 15 14
きのこ類 115 110 102 78 79 88 88 88 88 89 89 89 89 88 88

飼 料 用 を 含 む
穀物全体の自給率 62 40 31 30 28 29 28 28 28 28 29 29 30 29 28

主食用穀物自給率 80 69 69 65 61 61 59 59 61 60 61 61 63 61 59
供給熱量ベースの
総合食料自給率 73 54 53 43 40 39 38 37 38 37 38 38 38 38 37

生産額ベースの
総合食料自給率 86 83 82 74 70 66 66 66 66 67 63 58 61 64 66

摂取熱量ベース
食 料 自 給 率 － － － － － － － － － － － － 45 46 45

飼 料 自 給 率 55 34 27 26 25 28 26 25 25 25 26 26 27 26 24
供給熱量ベースの
食 料 国 産 率 76 61 61 52 48 48 47 46 46 46 47 47 47 47 46

生産額ベースの
食 料 国 産 率 90 87 85 76 73 70 70 69 70 71 69 65 67 69 71

（注1）品目別自給率、穀物自給率及び主食用穀物自給率の算出は次式による。
　  　自給率＝国内生産量／国内消費仕向量×100（重量ベース）
（注2）�米については、国内生産と国産米在庫の取崩しで国内需要に対応している実態を踏まえ、平成10年度から国内生産量に国

産米在庫取崩し量を加えた数量を用いて、次式により品目別自給率、穀物自給率及び主食用穀物自給率を算出している。
　  　自給率＝国産供給量（国内生産量＋国産米在庫取崩し量）／国内消費仕向量×100（重量ベース）
　  　�なお、国産米在庫取崩し量は、29年度が98千トン、30年度が102千トン、令和元年度が48千トン、2年度が▲302千トン、

3年度が▲51千トン、4年度が231千トン、5年度が382千トン、6年度が449千トン、7年度が▲442千トンである。
　  　また、飼料用の政府売却がある場合は、国産供給量及び国内消費仕向量から飼料用政府売却数量を除いて算出している。
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（注3）�供給熱量ベースの総合食料自給率の算出は次式による。ただし、自給率では、畜産物に飼料自給率を、加工品に原料自給率
を乗じる。

　  　一方、国産率では、加工品には原料自給率を乗じるが、畜産物には飼料自給率を乗じない。
　  　自給率＝国産供給熱量／供給熱量×100（供給熱量ベース）
（注4）生産額ベースの総合食料自給率の算出は次式による。ただし、畜産物は輸入飼料額を、加工品は原料輸入額を控除する。
　  　一方、国産率では、加工品は原料輸入額を控除するが、畜産物は輸入飼料額を控除しない。
　  　自給率＝食料の国内生産額／食料の国内消費仕向額×100（生産額ベース）
（注5）�摂取熱量ベース食料自給率の算出は次式による。ただし、自給率では、畜産物に飼料自給率を、加工品に原料自給率を乗じ

る。自給率＝国産供給熱量／平時における国民の日常生活に必要な摂取熱量（1,850kcal）×100（摂取熱量ベース）
（注6）飼料自給率については、TDN（可消化養分総量）に換算した数量を用いて算出している。
（注7）肉類（鯨肉を除く）、牛肉、豚肉、鶏肉、鶏卵、牛乳・乳製品の（　）については、飼料自給率を考慮した値である。
（注8）平成28年度以前の食料国産率の推移は、令和2年8月に遡及して算定を行った。

○飼料需給表� （単位：TDN千トン、%）

需要量

供給量 自給率

粗飼料 濃厚飼料
純 国 内 産
飼料自給率

純国内産
粗 飼 料
自 給 率

純国内産
濃厚飼料
自 給 率

う　　ち
国内供給

うち純国
内産原料

A B C D E （C＋E）／A C／B E／D

昭和
40 13,359 4,519 4,519 8,839 2,771 55 100 31

50 19,867 4,793 4,793 15,074 2,060 34 100 14

60 27,596 5,708 5,278 21,888 2,310 27 92 11

平成� 7 27,098 5,912 4,733 21,186 2,239 26 80 11

17 25,164 5,485 4,197 19,678 2,214 25 77 11

27 23,569 5,073 4,005 18,496 2,536 28 79 14

29 24,593 5,125 3,989 19,468 2,496 26 78 13

30 24,498 5,021 3,835 19,477 2,362 25 76 12

令和�元 24,772 5,041 3,873 19,731 2,375 25 77 12

2 24,937 4,971 3,793 19,967 2,337 25 76 12

3 25,071 4,997 3,798 20,074 2,633 26 76 13

4 25,248 4,996 3,901 20,252 2,637 26 78 13

5 23,661 4,767 3,812 18,894 2,466 27 80 13

6 23,633 4,790 3,823 18,843 2,344 26 80 12

7�（概算） 23,451 4,644 3,677 18,808 2,063 24 79 11

（資料）畜産局飼料課
（注1）TDN（可消化養分総量）とは、エネルギー含量を示す単位であり、飼料の実量とは異なる。
（注2）�濃厚飼料の「うち純国内産原料」とは、国内産に由来する濃厚飼料（国内産飼料用小麦・大麦等）であり、輸入食料原料から発

生した副産物（輸入大豆から搾油した後発生する大豆油かす等）を除いたものである。
（注3）昭和59年度までの輸入は、全て濃厚飼料とみなしている。

（参考5）
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製粉振興会では、（一社）栄養改善普及会が一般消費者や学生などを対象に実施する「食品と栄養
のミニ移動教室～元気のみなもと小麦粉パワー」事業に協賛しています。今回は7月中旬に宇都宮
大学において開催されたミニ移動教室に参加してきました。当日は、同大学の地域デザイン科学部
コミュニティデザイン学科3年生16名の皆さんが参加し、開催責任者である同大学の大森玲子教授
のご指導の下、ピザ作りの実習が行われました。

調理開始の前に大森教授より弊会の配付資料（小麦粉のトリセツ等）を活用して、小麦粉の種類
やグルテンの形成、イースト発酵の仕組みなどの説明が行われ、その後、4班に分かれた学生の皆
さんが協力しながら、各自それぞれ、生地作り→発酵（30分）→トッピング用の具材作り（材料等
は各自自由に用意）→発酵後の生地の成形→トッピングといった調理作業を進め、最後に、オーブ
ンで焼きあがった各自考案のピザの試食を行いました。

学生の皆さんからは、発酵後の膨らんだ生地をみて驚きの声が上がり、試食では美味しいの声が
連発されていました。また、生地作りは大変だったが良い経験になったなどの声が聞かれました。

こうした取り組みは、小麦粉の魅力の理解促進と需要喚起につながるとともに、食育の観点から
も有意義であり、弊会としても引き続き、取り組みの全国的な展開を応援してまいります。

「食品と栄養のミニ移動教室～元気のみなもと小麦粉パワー」
（主催：（一社）栄養改善普及会）に参加

振興会からのたより
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●製粉振興会では小麦粉に関する書籍や冊子をご用意しています。子供から大人まで小麦粉をわかりやすく
解説していますので、消費者へのＰＲ活動や食育、新入社員研修での活用、また改めて小麦粉のことを学び
たい方がいらっしいましたらご連絡下さい。送料のみご負担いただければ無料で送付いたします。私たちの
暮らしと密接な関係にある小麦粉をもう一度見直す機会として、広く皆様にご一読いただければ幸いです。

製粉振興会取扱い書籍＆冊子一覧

小麦粉ハンドブック（四訂版）

A5判冊子　一般向け　36頁
2025年10月作製版

小麦粉の歴史、種類、性質、調理の例、原料
小麦の知識、製粉の方法などをわかりやすく
まとめた冊子。

小麦粉のトリセツ
A5判リーフレット　一般向け　8頁　2025年6月作製版

日々の食卓に欠かせない小麦粉の種類・使い
方・保存方法に加え家庭でも挑戦しやすいレ
シピや“糖質選択”の新しい食スタイルも紹
介。濡れにも強く、台所に常備して使える実
用的なミニガイド。

小麦粉の魅力 
－豊かで健康な食生活を演出－（再改訂版）

B5判書籍　一般向け　101頁
2022年5月改訂版

小麦粉の持つ素晴らしさをいろいろな角度か
ら分かりやすく解説した専門書。

教えてコナちゃん！　小麦粉のヒミツ！！
A5判冊子　小中学生向け　36頁　2025年6月作製版

食事を切り口に、パンやめんなどに使用され
ている小麦粉の種類、作り方、歴史などをマ
ンガやイラストでわかりやすく説明。QRコ
ードから関連するYouTube動画「製粉振興会
コナちゃんねる」も見ることができる。

小麦・小麦粉の科学と商品知識
A5判書籍　一般向け　78頁
2007年8月作製版

小麦と小麦粉編に分かれており、疑問に感じ
ることに答えていく形で専門的な知識をわか
りやすく解説。

話題のバスケット 
小麦粉とパン・めん・菓子・料理
A5判書籍　一般向け　112頁　2008年10月作製版

小麦から小麦粉に加工され、パン、めん、菓 
子、料理、その他の食品に加工されて消費さ
れるまでの幅広い小麦粉の世界を、話題とし
ていろいろな角度から取上げてまとめた書。

製粉・小麦粉の世界を一緒に探検しよう！
A4判冊子　小中学生向け　40頁　2024年10月作製版

小麦粉や社会科、家庭科の専門家監修のもと、
教育教材として仕上げられ、社会科・家庭
科・総合学習に活用できる内容を満載。地域
での地産地消や食育の取組みでも大いに活用
できる冊子。

ぼくとわたしの「小麦粉」自由研究
A4判冊子　小中学生向け　17頁　2007年5月作製版

小麦や大麦などの穂や粒の比較の仕方、小麦
粉の種類による違いの観察、グルテンやでん
ぷんについての実験、スポンジケーキを作っ
て小麦粉の種類による差を観察する実験など
の方法を写真入りで紹介。

コナちゃん4つのお願い（注意編）

A5判リーフレット　小中学生向け
2008年3月作製版

小麦粉の選び方、使い方、保存方法、調理す
るときの注意が記されている。

小麦粉は豊かな食事のコンダクター 
小麦粉de楽しむ簡単クッキング！
A4判リーフレット　一般向け　
2011年9月作製版

裏面に「小麦粉de楽しむ簡単クッキング！」
を掲載。種類が違う小麦粉で簡単に作れる5
つのレシピを紹介。

小麦粉ってなあに？
A5判冊子　小中学生向け　16頁
2017年7月作製版　ＤＶＤ版もあり

パン、めん、菓子は小麦粉からできるまでを。
小麦粉の種類と歴史、小麦とお米の違いなど
をわかりやすく解説。

小麦粉にはどんな種類があるの？
A5判冊子　小中学生向け　8頁
2009年1月作製版　ＤＶＤ版もあり

小麦粉の種類によってどんな食べ物を作るの
に適しているか、それらをどう作ればよいか
を簡単でわかりやすく紹介。

小麦粉の魅力
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小麦粉のおはなし
https://www.seifun.or.jp
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★
編
集
後
記

　読者の皆様、弊会の機関誌「製粉振興」の内容を、より親しみのもてるものにするために、次のよう
な内容の投稿をお待ちしていますので、記事をお寄せ下さい。
　また、この本誌の内容の充実を図っていきたいと考えていますので、ご意見等が
ございましたらお寄せ下さい。
・ テーマは、小麦や小麦粉製品についての随想、紹介等と考えていますが、小麦と

関係のない趣味などの話でも結構です
・投稿者名は実名でも筆名でも結構です
・長さは1,200字程度（1頁）とします　・掲載分には薄謝を進呈します

「
コ
ナ
ち
ゃ
ん
」

（　　　）マスコットの
小麦粉の精

●製粉振興会は、昭和41年9月に設立されました。そうなんです！ 製粉振興会は今年で創立60周年にな
るんです。今こうして、製粉振興9月号の編集作業を進めながら、記念誌「60年のあゆみ」の作成作業も
進めています。本9月号が発刊されるころには、製粉企業等関係者の皆様の手元に当記念誌も届けられ
ていると思います。こうした記念誌は10年毎に作成されてきましたが、今年は前回記念誌とは異なって、
弊会の歴史を偲ばせる写真を多く掲載しました。文字情報だけでなく、昭和の白黒写真から最近のカラ
ー写真までを見比べるだけでも、歴史の経過をより実感できることでしょう。また、助成事業の経過を
見ると、昭和40年代には、合理化施設の導入など13メニュー程の事業がありましたが、今では、事業再
編促進助成事業（転廃業）、安全・品質管理助成事業（安全・品質管理施設と安全・品質管理認証取得等
の2種類）の3メニューとなっており、こうした助成事業メニューの減少は、裏を返せば、各製粉企業の
近代化、改善が着実に進んできたことの証でもあるのでしょう。そして、記念誌には、本機関誌「製粉
振興」の初版の表紙写真も掲載しています。初版は、表紙を含め4ページの薄っぺらいもので、弊会設立
年の12月に発刊されました。以来発刊し続け、本9月号が第644号となります。初版に比べるとぶっとく、
内容も充実してきました。これからも、本誌をご覧いただいている皆様への感謝の気持ちを胸に、製粉
振興を作り続けてまいります。 編集GL

●今月号では、製粉研究所の平尾所長より令和7産国産小麦の品質評価試験の結果を解説いただきまし
た。また、（株）農林中金総合研究所の鈴木主事研究員から、いわゆる「令和の米騒動」がパンや麺類の
小麦粉二次加工品の需要に与えた影響について家計調査や消費者物価指数を用いて分析した結果を解説
いただいており、大変興味深い内容となっています。更に、消費者庁の松山課長補佐より今年2月に公
表された「日本版包装前面栄養表示ガイドライン」について解説いただきました。いずれも読者の皆様
のご参考になればと願っております。
●令和7年度食料自給率が8月7日に公表されましたので資料として掲載いたしました。カロリーベース
では前年度より1％低い37％となり、国民1人・1年当たりの供給純食料では、米は前年より1.4㎏少ない
52.0㎏、小麦は前年より0.5㎏多い32.8㎏となっています。食料需給率の向上に向け、国内産小麦の安定
生産と品質の向上に向けた取組みが益々重要となってきていると思います。 編集者Y

●9月9日は五節句の最後、「重陽の節句」です。かなり昔の話ですが、入試問題で、読み方や由来にまつ
わる解説文の長文読解にあたり、以来苦い思い出が蘇るのか、毎年9月9日がやってくると何となく心が
ざわつきます。
　1月7日、3月3日、5月5日、7月7日の他の節句と比べると、少し影が薄いように感じますが、「菊の節句」
とも呼ばれ、菊には邪気を払う力があると信じられていたため、菊酒を楽しんだり、長寿を願ったりす
る日だそうです（実際に「除虫菊」もありますね！）。また、「栗の節句」として栗ご飯を食べる風習が残
っている地域もあるそうです。
　重陽の節句そのものの行事食はあまり馴染みがありませんが、9月といえば、栗や芋など秋の味覚が
一気に豊富になる季節。コンビニやスーパー、デパ地下にも、栗や芋を使ったパンやケーキ、焼き菓子
が並び始めます。そんな秋の味覚を楽しむにも、小麦粉は欠かせないパートナーです。
　季節の節目に旬のものをいただき、健やかな日々を願う。昔からの習慣が、形を変えながら今の食卓
にも息づいていることに、改めて気づかされます。
　自然災害が頻発している今秋、皆様に平穏な日々が戻りますよう、心よりお祈り申し上げます。
 編集者K

─「ソフト＆ハード」（読者の欄）への投稿のお願い─

編集後記 ’22.7 月号 

 

 

●小麦・小麦粉製品の価格高騰の行方がなかなか見えてまいりません。本号では、福

山大学上林教授様に USDA の農業見通しの概要解説と併せてウクライナ侵攻が国際マ

ーケットにもたらしている影響について解説いただきました。 

また、このほど農林水産省が公表した「食料の安定供給に関するリスク検証（2022）」

について農林水産省大臣官房政策課食料安全保障室志度様に解説を寄稿いただきまし

た。様々な要素からなるリスクを視覚化して、分析されており、リスクの全体像がす

っきり頭に収まる想いです。 

例年にない早い梅雨明けでもう十分酷暑を過ごした感覚ですが、まだ夏休みはこれ

からが本番です。新型コロナウイルス感染者はまた連日増加の報道が続いております

が、感染に気を付けつつリフレッシュしたいものです。         編集人 

 

 

●弊会の新年度もはじまりました。新型コロナウイルスの新規感染者がまた増えてき

ている中で、私にも 4 回目の接種券が届いたので、早速接種の手続きをし、感染予防

していきたいと思います。第 58 回製粉教室は 36 名の参加で終了することができまし

た。いろいろ調整いただきました製粉会社の担当の方には厚く御礼申し上げます。ま

た、受講生におかれましては、今後のご活躍を祈念申し上げます。   稲谷久雄 

 

 

●「製粉振興会コナちゃんねる」は既にご視聴いただけておりますでしょうか？子供

たちへの小麦粉のＰＲとしてこれまで「毎日小学生新聞」「Ｎｅｗｓがわかる」に記事

を掲載してきましたが、読んでいただくだけでは無く、動画によって分かりやすく解

説したり、実際に料理を作りながら学んでいただくことを前提に制作しています。６

月に第 4 弾を配信して、これまで「餃子」「うどん」「クッキー」「スパゲッティ」と小

麦粉ならではのメニューとなっているのと、それぞれのテーマからクイズを出題し、

より小麦粉のことを知っていただくような動画となっています。是非チャンネル登録

いただき、小麦粉の普及拡大に活用いただけたらと思いますので、よろしくお願いし

ます！                              編集者Ｓ 

製粉振興会コナちゃんねる  
チャンネル登録お願いします　⇒　
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